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まえがき

沼和５２年６月奥多摩湖がめでたく誕生した。この湖は都民の永道用水源地として出来たも

のであるがその水面は４，２５０，００mfids､よび水篭資源培養の好適の場所である。

奥多摩湖の水窪的利用については、地元都民は勿論、関係漁業組合、釣愛好者が強い謁心と

大きな期待を持っている。痔に池元に行いては巍光資源として水産資源を高く評価してｗ５．

７k寵試験湯では、この嘉望に１芯え湖の高|』鯏用を計るため沼和５２年１０月ニジマスの試験

放流開始以来各種魚種の放流と渚調査を実施して来た。その桔果について－１芯５５年鹿分･空で

についてr反纏めたのでここに報告する。

な』ｓ､この調査に当っては水道局の小河内貯水池管理事務所（１日|司童護事務所）の甚犬なろ協
弓Ｈ１,ｒ上っ〒かI得たムのでこの協力なくしては調査の大半は出来なかったと云っても過言でな

：

鯵遥十ｉ１ＤＩ‐，」鷹ｗ０ｌ

力によってなし得たものでこの協力なくし

ぃ。ここに深甚の謝意を表する次第である。

昭和５７年５月

鈴木 Ｉ頃夷京都水産試験場長

’鶴…
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一一百

昭和２６年、東京都水産試験場では、広大な小河内貯水池（後に奥多摩湖と命名された）、

の水産的利用の重要'陸と地元民からの要望に応えて、湛（たん）水前の貯水池湛（たん）水区
｡Ｖ

域の調査を下記のｶﾛ<行って、将来完成される貯水池の湖沼型および増殖適種についての予測

を行なった。

８帥２６年….．……･流入河川の性状の調査

昭和２７年．…….．…湛（たん）水区域の地型地質の調査

沼和２８平･…･…･…湛（たん）水区域の地型調査、将来の漁場、増殖施設候補地等の調

査

昭和２９年.……･…･流入湖'１の水質調査

そoDiil：、引続いて貯水池湛ＣｂＤ水後の調査を継続する計画であったカミ貯水池の完戊予定が、

昭和５２年まで延びたので、この間の調査を－時中止した。

昭和５２年６月貯水池が完戊Ｕ湛(ﾉｾﾆん)水を開始Ｍ二pDrChzh電試験場としては、直ちに新た

な角度から調査を開姶奄ろ計画であったが、予算が確保出来なかった。

昭和５５年に至り、初めて奥多摩湖水産増殖対策費（放流費）力認められるにおよんで､同年

より湛CbD水前の調査に基づく予想適種の放流を開伽姶すると共|ｲq胡沼の調査お班魚類の生態的調査

を行なって来たＣしかしながら、調査|謁係の予算が少なかっこと、また、当初計画した調査船

力x出来なかったとと等から調査の大半は水道局の観測艇調査器材なら〔ﾉﾘて貴重な調査資料を利用

させて頂いて、実施したものである｡従って調査回数、調査地点等水産調査としては、不足の

点が多い事は遺'感であった。

天然湖と異なりｈ水位その他環境の変化が大きい人工湖の水産増殖を行なうためには常に湖

のi生伏Ｌ魚類の状況を充分に把握して、始めて合理的な対索が樹てられるので今後共継続して

調査を実施し、今回の調査の不備な点を補って行きたい。

こつ

へ

肉

③

Ｈ一般環境

ｔ奥多摩湖（小河内貯Ｊｊ〈池）の慨兄

奥多摩斫湖は東京部諏多摩郡奥多摩町大字原（通称水根）地先(、多|震川を堰止めて出来た湛

ＣｂＷＭ工湖でi満水侍に於ける湖の最上流部は|｣｣梨呉北都留郡丹波山村親ｊＩｉ附近で丹波川

'

分
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お又薩山川等の流入河川に連らなる。この貯水池の重設目的は東京都民の水道用水の確保と

洪水防止をかねて東京都水道局が昭和１５年１１月に起工し、昭和５２年６月に湛仇、７１kを開

始した。ダムの型式および貯水池の規模は下記のとおりである。

（１）ダム（水道局資料による）

型式･……･…･非溢流型直線重力式コンクリートダム

高さ（基礎岩盤上）…．．…・１４９ｍ敷巾・…………….…１５１ｍ

頂長．………………－．５５５〃頂標高（海抜）……….、５５０，

項部道路面巾..……….．…１１．６ｍコンクリート体漬…１，６７５，６８０〃

（２）貯水池（水道局資料による）

流域面債….….………２６２．８８１h,1２満水位標高（海抜）……５２６．５ｍ

満水面積.…－……..………４－２５K1112最大水深（ダム直下）…１４２．５加
８．

｜司周長…………･-…・・４５．５７ｉｎ】，平均深度・－………-．…４４．５ｍ

同延長ｂ､.………･…．．…１５．８７１<１，１総貯水量６．－．．１８２１００，００Ｍ』

有効貯水量…１８５，４００，０００が

奥多摩湖は山間部に湛(た/､水さｵﾜﾋ地の人工湖と|司様湖澤およ〔糊盆の大部分Jは湛CbD水珈山

肌その左董で立木力淋立した空童になっており湖岸線が非常に複雑で肢節量は6.2を示す。

湖盆の勾配も急峻で５０Q～５０゜の勾配を有し湖棚部的な'性状のところは少なく満水位の状

態でも１１２５２０/ｉｆ（８ケ所）で水面債の５．１妬にずぎない｡本湖の主な流入河川は７河

１１l有り、流程の長いものから列記すると多摩川本流（山梨県下では丹波川とi平んでいる）小

菅川。後山１１１.峯谷。蛇沢・水誤ク沢・小袖川等の１項で上記河川はいずれも本湖に流入して

おり、その流程に(｡ﾐ部落や畠地は少なく多摩川本流に丹波山村、小菅川に小菅村、峯谷に峯

部落等各一部落があるのみで、湖への流入水は清澄で栄養塩類の含有量はきわめて少ない。

（流入湖11の陸伏湛CbD水前の地質地型cつ１Ｍよ東京都水産試験場事業報告昭和２７年度Ｐ

１７２～１７７および昭和２９年度Ｐ１８７～１９０１司報告昭和２８年度Ｐ１６７～１７０を

それぞれ参照されたい。）木湖の受水区域における地質はほとんど力戦父古生層と中生層

に属十ろ鳥巣層℃Ｉうり蝋湖の湛仇、水区域の岩質は鳥巣層の粘板岩であり、ダム附近は硬砂岩

である。（小河内貯水池達設事務所調査）雀た、この貯水池を重設するにあたり、湖中に埋

没した田畠は約１．６２Km2山林及び宅地は約２．５０，，莞４６５戸の民家が立退きを行なっ

た。（水道局経理部用地係の資料による。）

－２－



才１図奥多摩湖の満水平面図

ｏ……･･･…印は月定期観測調査地点

×･…･……･印は焦頗放流地点
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才２図小河内ダム断面図（小河内貯水池連設事務所：奥多摩湖の菜より転用）
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Ⅲ湖沼調査

1．調査方法および調査期間

奥多摩湖は昭和５ｚ〒:６月ｃ口約､Ｇ湛仇入)水を開始１｣司年６月８，に有効水位（水道坂水管

－５－



より上の水位：才２図参照）をオーバーし放水を開始した。どく小規模な調査はその当時か

ら行なっていたが本格的に調査を開始したの燐５２年１２月以降であるので本報告は、沼

和５２年１２月から、５５年１２月室での間を検討の期間とした。調査:方法は下記にかかげ

る項目について、毎月中旬に水道局の行なう月例定期現測時に水道局の調査船に同乗させて

いただき共同調査のかたちで才１図に示した各地点につき毎月中旬に調査を実施した。

（１）水位

水道局の毎日の観測資料のうちから昭和５２年７月以降、毎月中旬の資料をお借りして

記録した。

（２）水温

昭和５２年１２日から５５年４月までは毎月１０日（５３年４月のみ９日）に、才１図

に示した調査地点のうち、ダム前、湯塲、深山橋等５点の水深１５〃以浅について、北原

式Ｂ号採水器により採水観測した。昭和５５年６月以降からは、上記の月例定期観測に同

乗しｈ水道局調査船の装備する電気水温計により観測した。

（５）ｐＨ

水温と同様、５２年１２月から４月までは毎月１０日に、５５年６月以降は月定期観測

時に比色計により観測した。

（４）溶存酸素及び栄養塩類（珪酸塩、燐酸塩、硝酸性窒素、亜硝酸'陸窒素、アンモニア'陸窒

素）

水道局の行なう「ダム前定日観測」の資料から各月上、中，下旬の資料を借用して検討

した。

（５）透明度及び燭度

透明度については水温、ｐＨと同様５２年１２月から４月までは毎月１０日に、５５年

６月以降は月定期観測に|司乗して、セツキー円板により観測した。

燭度については５５年６月以降、月例定期観洞時に水道局調査船に装備された電気水中

濁度計により観測した。濁度の値は白陶土｜"ｇを蒸留水１－`中に含む場合の濁りを１ｐ

ｐｍとしてある。

2．調査結果

（１）水位変化及び面積変化

昭和５２年７月から昭和５５年１２月蚕での水位変化をオヨ図に示一ｵｰ｡良脆湛(たん)ﾌ1V謂

始後、５２年１１月までは順調Ｉｒ湛(脳,)rkさｵﾜ(}位も上昇していった力ｘｉその後、冬期潟'ｋ

期に入つﾌﾟこため、水位は徐衛に低下しｈ５３年５月以降の異常渇水によ処７月には有効

－，４－



水位１ｍ雪で低下した。その後、７月２５日の台風１１号（愚降水量１０８．５"狐）９月

’８日の２１号（愚降水量’７０．９'“）同月２６．２７日の２２号（(薮降水量４４４

""）等相次ぐ台風の襲来によって１１月には満水に近い状態となり、５５年１月窪では：

この状態を持続し、５４年の年間の水位変動は少〈、９ｍ以下であった。５５年に入って

からは|鋒水量が少なかったため次才に減水の傾向を示し、前年に比核して水位変動が大き

く年間の水位差は約１７ｍに達した。本湖はj猛Ckこん)IkiilA日力蝋､のrで:年間の水位変動の傾

向は未だ判明していないカヘ水面債力沃きく重設目的が水道用水の確保であるため.他の発

電用人工湖の如く短期間に急激な水位変動を起すことは少なく、台風時の増水を除けば１

日の水位変動は１００〃前後である場合が多い。しかし現在までのところ湖岸,陸の水瘻植物

は発圭していない。この主な原因は水位変動によるものであろうが、それと,司辱に湖岸が

不安定であること、すなわち湖)芸の士砂力縛とぐｆれ落ちることにもよると考えられる．

水位の変動にともなって当然水面漬も変化するｶﾐ湛(たい水開始から５秤１２月ま;での面

積の変化''ま第５図のとうりである。本湖は満氷面より水位が，。､u,底下すると面積は９０，

妬に減少Ｌ５５ｌｎｉ屋下すると水面債は約５０`w,､最低水位（有効水位０，mの場合）ては満

水面積の６．４`ル（０２７Ｋ，２）となる。上記の面積の変化による湖水の型態の変化ばは第

８図を参照されたい。

第５図奥多摩湖水位面積の変化図（３５／7～25／１２）
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(2)水温

表層水温及び底層水温のダム前に於ける季節変化を才４図に示す。表層水温は２７℃か

ら８℃の間で毎年ほぼ|司様な年変化を行なう。最低水温は５月に現れ６℃～７℃を示し、

最高水温は８月で２４℃～２７℃を示す。５４年にはう月に最高水温力現われ、８月には

７月より約４℃低下している。これは８月１５日の台風により大量の河川水が流入して水

温を低下させたものである底層水温は通常表層水温の影響をうけることがなく周年を通

じて６°Ｃ～７°Ｃの範囲である。才４図に示‐す‐とおり、５２年１２月から５５年５月および

５５年８月から５４年１月にかけて低層水温に変化が見られるが、前者は湖が湛(１Ｍ)水

途ﾖｺてｉｆを了っk二ため湖の水温が流入水に大きく左右されていたためであり，後者は水位の項で

述ぺた如く５５年７月の減水以降５回にわたる台風の流入水に影響されたものであり，

５４年９月に低層水が約５℃上昇しているのは､８月１５日の台風により低層水が攪拝され

たためである。大きな第４図表層および底層水温年変化図（毎月中旬の記録）
ゴ・

減７(kｵ古よ〔ﾉ§台風の襲来の

無かった５５年には低

層水温の変化は認めら

れない。

年間の水温の垂直分

布は才，図(1)～才１０

図(9)および第１表(1)～第１表(2)l/巴示すとおり、各時期に於ける水位と取水口の位置との関係
また各年の流ス水の影響等によって非常に複雑な変化を示し、必ずしも毎年同一=1寺期に|司

様な水温分布をするとはかぎらないが大体の傾向として４月頃から表層水が暖められ徐々

に変水層が現われｂ８月に最も発達し夏期停滞期的傾向を示-ずが，月以降は逆に表層水が

冷却されるた〕Ａ湖水は循環をはじめダム附近では１２月には全循環期に入り、この状態
①

が２月～５月まで継続し表層、深層水の水温差も1.5℃～０．８０となり水温分布は垂直に

近くなる。しかし弧ダム前に於ては発電取水口から常時約１０，００ＭZ．３，／eec～４，０００

"シＳＳＯの水を放水しているた微水口附近に流れができて、それ以深の水塊はｄｅａＣＬ

ｗａｔｅｒとなって循環‐ｵｰることなく台風等により多量の流入水が流れ込んでこの水塊に影

響を与えないかぎり、７．Ｃ以下の水温を保っている。従って発電取水口(、ある有効水位

２８〃の層を中心として前後約１０ｍの間には常畔変水層が存在する。この変水層が最も

顕著に現われるのは秋期循環期の１０月～１１月で、５４年１０月１５日には水深７０ｍ

－６－



●

から８Ｍの間で4.7℃、｜司年１１月１４日には同じ水深で３．，｡CＡさた５５年１０月

２６日には水深６５〃～７Ｍの間で8.1五周年１１月１８日には水深６５”から７５

”の間でズ６五水温が低下している。

ダム附近に見られるｄｅａｄｖｖａｔｅｒは取水口よりｉｉｉ底の浅い麦山より上流には認めら

れず、これより上流部に於ては、湖の水は湖底まで循環し、全循環期もダム前附近より(ｺﾞﾐや

く、１０月主でには循環が行なわれているものと考えられる。

さらに上流部の河川流入部附近に於ては冬期に結氷が見られ】結氷水域およこ庇の下流部

に於ては、水温は＄逆列成層を示｢す‐。

水温の縦断分布は才１１図(1)～才１１国09M亡示す。

変水層の発達している５月～９月においては、各調査地点の同一水深の水温差は、ほと

んどなく、湖水全体力竣定した戎層をなしている。この時期の流入水は、成層をなしてい

る湖水と同水温の等温層に流入する傾向がみられる⑥

１０月から５月にかけての循環期においては、成層期に比較して各調査地点の各深度に

おける水温には、差がふられるがｈ河川流入水の影響をうける上流部を|祭いては、そｏ差

は少なく掴１℃以下の場合が多い。この時期においては、流ス河川の水温が湖の水温より

低下i~るため流入水は湖底にそって流入十る傾向がみられる。

(5)透明度

ダム前における月別変化を才１２図(1)に、各調査地点の月別観測値第１２図2)および第

２表に示した。５５年１２月までの最高の値は５５年４月９日の留浦に現われ、ズ５１Hzを

記録し、最低は0.4ｍで、５４年１１月１４日、ダム前、熱海、河内の各Ｓｔａｔｉｏｎで

記録した。

３４年１１月には台風による濁水の影響で湖面全体が濁り、各Ｓｔａｔｉｏｎとも０．６ｍ

以下であった。この様な特別の場合を除いてn本湖の透明度は、Ｍ２～２ｍの範囲で変化

をしているが、本湖iMhの人工湖と同様、透明度の変化状況は非常に複雑で、年周期的な

一定の傾向は見られない。

縦断変化も季節によって異なるが、流入水が平常であった５５年のみ、６．７．８．９

１１．１２月に於ては】下流から上流に向うに従って透明度が低下すら傾向が見られた。

湖水の透明度はセストン量と密接な|詞Ｉ系があること|dごすてに知られているハ（宝目，他

：１９５２）奥多摩湖のセストンは無|幾的なものとして３降雨N寺の流入水の濁り、減水時

に流入水が湖|医准漬物を流下する(濁りと図生物的なものとして、プランクトンの発生量等

ロ

’
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が調係１，てＩハろiL化と巷>ら,)しろ。

きた透明震域胡沼/li1を区分$る－－し規瀧にもに。て狩り、鎧大通明度３〃』以上なら貧

栄養湖ｕルー３Ｚ'zなら中栄養湖、４〃膠以下なら富栄:養湖と:考定州している（西条バー束：沼

湖調査法）ぬで'迩多'靴|]は蝋H塵から兇ﾌﾟこ場合Ｉ上－１芯'１７栄養湖型と考えられる。

,４１爵Ｉ奪一

奥多)薪』におルナろ高濁水塊出現の主なる原因は、多量の降雨による流人河111からの濁水

。L》流入」ご水|立鷺下によ-－匁てｸlidス河川水が湖低に堆積Ｍ二土砂を流下するために起る濁りと

、二つが友;乙鱒

ダム菰にお,ける蜀隻の垂貞分布を才１５図(1)に各Ｓｔａｔｉｏｎごとの,縦断分布を才１５

図(2)～１５図（１４麺よび才３表に示したつくダム前に於ては常時:iii〔Zkを行なっている発電取

水口附近を境として燭)藍の異なる氷塊が存在している場合が多く〕水温分布で見られた

ｄｓａｄｗａｔｅｒが濁度分布に好いても見られる。

濁水ﾘｺ流入は降雨によるものも、水位低下による場合も冬期は底層に，戊層期は等温層

と底篇の二層に分かれて流入するため、戎層期には才１３図'10に見られるように上{流から

ダムに向かい１０ｍ～４０，１mの中層満よび|氏層に高(蜀度水塊の損!?出しが出来る。中層に容

Ⅲ>ナろ濁水層は戎層期におけるマス類の遊飲層と合致しており濁水をきらうマス類の棲息に

大きな影響をおよ｝雪すものと考える。

中雪に流入した濁水l土発'電卿反水口から流出されるが》｜熊簡に流入した濁水'幻反水口以

梁が:ｉｅａｄｖｖａｂｅｒとなっているため流出するととがないので、濁水が流入していない

Ｉ群'１月にお･いてム湖|底部には濁塵の高い氷塊が存在する場合が多い。

'５）ｐＨ

ダム前におけるＩ)Ｈ垂直分布を才４表に、各調査地点における垂直分布を才５詞１)～才

５劃２１に示した。

ｉ胡水のｐＨの変化は、水棲植物及び植物i性プランクトンの炭酸|司化作用と有~機物質の分

解等によ｣a大きく影響される。

本湖の表層水ＵＤｐＨの変化は水温JDL上昇、プランクトンi蘂頃の増殖と大体平行している

Ｃｊｌｚ京都水遺局：小河内貯水池膏理年鰯）

ダム前における表層水は秋期循環期の始まる１０月から水温躍層の発達Ｍ土にわる４月

中旬までは6.8～ｚ２Ｄ１道を示し、中性に近いが５月以１１輪散に上昇し，湖水が夏期停滞

jllM的穣相を示十９月童での間はハス８～川と高い値を示すｂ各年における最高|直は５５

Z
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年には８月の９１，５４年には７月の８．５，５５年は８月の8.8であり５４年のみが７月

に最高値を示したが５４年は前にも記した通り、台風の流入水の影響を受けて植物'陸プラ

ンクトンカ減少してｐＨ値が低下したのでｐこのような影響がなければ８月に最高値を示

したものと考えられる。

ＰＨの垂直分布は停滞期には表層水がアルカリ性になり深低部は中'健か叉は有機分の分

解のために弱酸性を示し躍層は’０，層附近を中心として、３０ｍ以浅に現われる。循環

期には、表層水が中'陸に近f〈ため表層と深低部との差力沙なくなる。

各Ｓｔａｔｉｏｎにおける表層の水平分布および５５年８月における縦断分布の変化状態は

場所による一定な関係は見られない。しかし各ｓｔａｔｉｏｎにおける植物プランクトンの

増減と密接な関係がある（符内、柴田：奥多摩湖ID理化学的'性状とプランクトンの消長：

東水犬卒論）

才5図ダム前表層水のｐＨ年変化（３藷2～55/ｉ２毎月中旬の記録）

印
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(6)溶存酸素量

ダム前における溶存酸素量の年変化を才１４図及び才７表に示した。

湖水中の溶存酸素量は空気と接触による湖面からと水棲植物および植物性ﾗ壱ソクトンの

炭酸同化作用により供給されることは周知のとおりであるが､奥.多摩湖においてもｈ表層

水の年変化は炭酸同化作用の盛んな春期から秋期にかけては，０～１２０妬で飽和に近い

かま画圭過飽和の状態になっているが秋〉!』lから冬期にかけての循環期には含有量は精々減少

し７０～８０妬程度になる。

溶存酸素の垂直分布は､〕ZIViiZｵﾓﾏよび、湖水の流出、河川水の流入等の影響をうけるため複雑

’
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硝酸態窒素の含有量の季節的変化は晩春から夏期にかけては表層において減少し痔

には１０zlZ層まで含有量が０になる場合もある（５５／７～８几またこの時期には、

表層の含有量の少ない水塊の下に含有量の最も多い層が存在才る場合が多いが、これ

は湖水中の有擬物質の分解と何らかの関係があるものと考えられる。

冬ｔｔｊ１においては表層と底層の間に含有量の差は少なくなり、姿允一定の傾向も見ら

れなくなる。

ｂ亜硝酸態窒素及びアンモニア態窒素

亜硝酸態窒素の含有量は非常に少なく総体的にみてＯから痕跡i呈鹿に認められる場

合が多く、検出される場合でも０．００１～０．０ｒ２ＰＰｎｌ程度で極く微量である。

５４年１１月～３５年２月雀では全層を通じて全く検出されていない。現在空で最も

多量に検出されたのは５６年８月１６日の２０ｍ層での００５２ｐｐｍで、これは硝

酸態窒素の最も多く検出された水塊と同じ水塊である。

アンモニア態窒素の含有量は０～０．０５ｐｐｍの範囲内である場合が多く亜硝酸態

窒素に比較してやや多い。

｡）燐酸塩

燐酸塩の不足は我国の湖沼全般について言えることであるがｈ奥多摩湖においてもそ

の含有量(｡ヨド常に少ない。すなわち５３年中には０．００６～０．０９ｐｐｍの範囲で検出

されたが、５４年以降はまれに００１～０．０６ｐｐｍが検出される程度でありｈ全く検

出されないか、痕跡程度に認められる場合が多く、琵琶湖、小野湖、相模湖等、他の湖

沼と比較してもその含有量は少ない。一般に夏期に少なく冬期多く検出される傾向があ

り、植物'陸プランクトンの出現と密接な関係がある。奥多摩湖の栄養塩類のうち鐙#)不

足しているものは燐酸塩である⑧

'，珪酸塩

奥多摩湖における珪酸塩の含有量の範囲は最大１８．４ＰＥｊ７ｚ最小は4.5ｒＰﾉﾘEで他の

栄養塩類と比較して最も多い。

ダム前における含有量の変遷は、沼和５５隼２月から６月までは比較的少なく４．５ｐ

ｐｍ～１５．８，℃ｍの範囲であったが、５３年７月以降からやや増加し、１１～１５ｐ

ｐｍとなった。

注た垂直的にも特に底層が多いとか、停滞期に表層と深低部の間に大きな差が見られ

るとか，珪藻の蕃殖時期に特に減少－１rるとかいうことばなく、周期的な、また規則的な

こあ
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変化は認められずＢ従って、珪酸塩が制限要因となることは考えられない。

我国における湖沼は珪酸塩の含有量力蒋に多く：１０～１５ｐｐｍとされており、

（西条八束：湖沼調査法）また相模湖で燐１１～４０ｐｐｍオfslii1i出されており、（中

野他：１９４９）我国の湖沼の水準から見れば、本湖の珪酸塩の含有量は多い方ではな

い。

'８）プランクトン

プランクトンの調査については、昭和５２年１２月より開始したが、調査開始後約１年

間は種類の同定についての知識が不足していたこと、主た調査体制が確立していなかった

ため、ごく概略的に代表的な出現種のよの調査に止めた。昭和３４年５月からは、他の湖

沼調査と同様、月例定'１１)観ＩＨＩ時に前記，地点について調査した。調査方法は径５０ｃｍｘｘ

ｌ５番の定隆用ネットにより水深１５〃から、上流部の水深１５魂以浅の場所については

湖底から垂直に引上げて採集し、ホルマリンで固定して実験室に持ちかえり定'性的に検鏡

した。この外、昭和５５年８月２０日～２２日、同年１１月７日～９日、５４年５月２８

日、同年７月２７日～２８日、５４年９月１７日～１９日、５５年６月８日～１０日に実

施した漁獲調査及び産卵調査痔にも、魚類の採集場所で１５ｍ垂直引きと水平引き（距雑

は一定でない）によりプランクトンを採集して月例定期観旧時と同様の方法で検鏡した。

調査結果

永年変化及び周年変化

昭和５２年１２月から５４年２月までの調査結果を才１１表に、昭和５４年から５５年

１２月までの調査結果を才１２表(1)～(6)に、漁獲調査時の結果を才１５表(1)~(2)にそれぞ

れ表示した。表示の方法は、「０．Ｒ法」を用(へ各符号の段階は「小久保清治：プラン

クトン実験法」を参考とし、下記の７段階に分けて記録した。

出現率段｜砦出現率段｜砦

７０９６＜０００８拓く～１５妬Ｒ

４５紡ぐ～７０鯵００２拓く～８妬Ｒｎ

５０拓く～４５９６０２妬＞ＲＲＲ

１５拓く～５０妬＋

調査期間FL1i我々が検出し得たプランクトンは、動物'陸のものとしては、輪虫綱８属

脚目↑属、鯛脚目５属計１２属力粗現し、植物'陸プランクトンとしては、

緑藻頃１５属珪藻類１５属i硬毛藻類５属計５５属が出現し、そのithD
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不明の輪虫、ラン藻、鞭毛藻、原生動物等が数種出現していろ。

動物'陸プランクトン中で調査期間中，出現回数及び出現量ともに多いものはｓ鯛脚目の、

ＢＯｓｍｉｎａぽｐ・輪虫類のＰユｏｅｓｏｒｎａｓｐｐ．次いでＰＣユｙａｒｔｌｴｒａ”であっ

た。

植物'陸プランクトンの主体をなすものは、多くの場合珪藻煩であって》時期的に禄藻類

が優占種となる場合がある。

昭和５２年６月（たん水直後）から|司年１２月雀での本湖におけるプランクトンの消長

については、乙幡：（５５．１．５１夷海区水研で行なわれた、水産増殖談話会の発表）

によりｈｌ）湛ＣＭ)水後５日目の６月１５日に河)'１性の珪藻力組現した。２）９月

から１０月にかけてＤａｐｈｎｉａ及び輪虫類が出現した。５）１０月中旬以降珪藻類

ｉＤＭｅユｏｓｉｒａおよびＡｓｔｅｒｉｏｎｅユユユ等が蕃殖した。４）相模湖と同様、植物,性

プランクトンに先行して動物'陸プランクトンが蕃殖する傾向が見られると発表している。

その後も同氏が園植物'陸プランクトンを主体にした調査を継続しているが、昭和５２年

１２月以降５５年１２月までの我々の知り得た各月における優占種ならび泥出現数の多か

った属の消長を第７図に示した。

すなわち、５２年１２月およ〔)５５年１月は、前年の１０月から蕃殖を始めたＭｅユｏｓｉ－

ｒａ戯びＡｓもｅｒｉｏｎｅユユａが慶占種であった。ＡｓＣｅｒｉｏｎｅユユａル土その後６月ま

で多数出現し、その後やや減少したが８月まで比較j勺多数存在した。Ｍｅユｏｓｉｒａは２

月から急激に減少し、６月から８月にかけて再び蕃殖した。その間２月にＳｙｎｅｄｒａが

５月から７月にかげてＦｒａｇｉユａｒｉａがそれぞれ多数蕃殖した。８月には鮒二にＯｙｃ－

工ｏｔｅユユュおよびＳｙｎｅｄｒａが多数出現しｍＯｙｃユｏｔｅユユａは１１月まで優占種であ

った。しかし、１１月以降は各種とも出現数は減少した。

動物i陸プランクトンは、５２年１２月にｌＥｅｒａｔｅユユａが５５年４肺よび６月に輪虫類

（属不明北|司じく６月にＤａｐｎｎｉａが梢々多数出現したのみであった。そ0ﾜ後９月に

入りＢｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓ輪虫類（属不明）。Ｏｙｃユｏｐｓ等が著しく蕃殖したカミ１０月

以降は植物性プランクトンと|司様、次才に閉現数が低下したα翌５４年には前年と比較し

て植物'陸プランクトンの発生がやや少なく動物'陸プランクトンの出現数が多かった。植物

'１生プランクトンの主な出現種は珪藻類のＲｙｎｅｄｒａｏＦｒａｇｉエａｒｉａ・Ｏｙｏユｏｔｅユー

ユａ．Ｍ色ユｏＢｉｒａ、緑藻類のＶｏユｖｏｘ等であった。

Ｓ了ｎｅｄｒａは２月から６月狩よび９月に、ＩＰｒａｇｉ工ａｒｉａは１月から２月、５月から

扣

'
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６月no了ｃユｏｔｅユユａは２月、６月、９月ｈＭｅユｏｓｉｒａは１月から２月と５月および？

月に、それぞれ出現し、緑藻類のＶｏユｖｏｘが１０月、１１月に優占種となっている承

９月のＢｙｎｓｄｒａ、１０月のＶｏｌｖｂｘ密のぞいて、それらの出現,数はＨ１ﾊずれも多く

ない。ただ２月１７日に》多摩''１本流‘小菅谷，峯谷，７月２０日に小菅谷ｈ峯谷等の

河川の流入部附近に鞭藻類による水の｢華が発生し水色が変色した。

才７図主要プラン'クトンの消長（５２１２～５５１２）

籍
麹、切目囲鬮圃恩＝■湿掴L-F方麺 “囲珂一四一m■副田晒唾四鱈

凡例各月に於ける動物性ならび1/て植物性プランクトンの優占種
各月に於ける出現数の多い属

５４年８月は欠測した為との横に記した。

１）５４年１２月～５５年１月の如く出現数の非常に少ない時期はすべて空欄とした。

２）「他の輪虫類｣および｢他の緑蕊煩」と記したものは）調査開始当初、属の同定が
困難であったもので、後に出現する属が含まれている場合も考えられる｡

動物性プランクトンとしては、ＢｏｓｍｉｌﾕａおよびＰＬｏｅｓｏｎ〔1ａが主な出現槙で、Ｂｏｓ－

ｍｉｎａは１月から６月までの間、動物、植物を通じて最i拙現数が多く、７月以降やや減

少したが１０月まで継続して蕃殖リニ。輪虫類のＥ１０ＳｓＱｍａは７月から，月にかけて

動物性プランクトンの優占種で１月から２月と５月から１０月にかけて多数出現した。そ

Ｙ
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の池の僅類としては、７月にＤａＰｎｕｉａ・ＢｏｓｌｎｉｎｏｐＳｉＳ、にｅｒａｔｅユユａ１月およ

び１０月に、Ｏｙｃ工ＯＰＳが出現したが量的には少なかった。

動物'|生】植物|生の両者とも１０月以降次才に減少し、１２月には綴と,んど認められなく

なった。

昭和５５年の１月お好２月には前年の１２月に引続いてプランクトンの数('錫ﾄﾞ常に少な

く５月に至ってようやく蕃殖のきざしを見せはじめた。動物'性狩｣｡ひご楯物性プランクトンの

出現の傾向としては、５月から８月にかけては植物'朧プラ〉'クトンより動物｜生プランクト

ンの方が出現数が多く９月、１０月の２ヶ月間は両者か約同数出現し、１１月以降は動物

性のものは減少し、植物性プランクトンが多くなった。

植物'陸プランクトンの主な出現種は珪藻類のＳｙｎｅｄｒａ･Ｉｐｒａｇｉユａｒｉａ・Ｍｅｒ－

ｏｓｉｒａ等で他に緑藻類のｍｕｄｏｒｉｎａおよびＰａｎｄｏｒｉｎａ珪i2鱸の(]ｏｍｐｈｏｎｅｍａ

等が出現している。

Ｓｙｎｅｄｒａは２月から６月まで数多〈出現し、５月、４月には出現プランクトン5戸の

優占種であった勘Ｓｙｎｅｄｒａに次いで８月にはＯｙｏユｏｔｅエユａが出現し､８月海よび９

月の植物'陸プランクトンの優占種となり１０月以降減少した。Ｍｅユｏｓｉｒａは５月、６

月及び１０月から１２月にかけて出現し特に１１月から多量に蕃殖し、１１．１２月中の

出現プランクトンは圧倒的にＭｅ工ｏｓｉｒａが多かった。

動物'陸プランクトンは前年と|司穣、ＢｏｓｍｉｎａおよびＰ工●ｅｓｏｍａが主体であったカミ

前年と比較してＢｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓが６月から１１月、０丁ｃユＯＰＳが２月および６月から

１１月と比較的長期にわたって出現した。特にＢｏｓｍｉｎａは７月から１１月にかけてＮ

動物性プランクトンの優占種であった。

Ｂｏｓｍｉｎａは前記の如く５月より蕃殖のきざし詮見せ５月には多数出現し》１２月ま

で蕃殖を続けた。この期間中５月の出現数が最J>多かった。

Ｐ工ｏｅＢｏｍａは６月に多数出現しｈＢｏｇｍｉｎａと同様、１２月まで継続しで蕃殖し

た。

以上の如く本湖!/〔Fお脳プラクトンの傷占種の硬遭垢よび各種の出現傾向は複雑で天然湖

の如く時期的に走ったＩ頃向は認められない。このことは奥多摩湖が湛水きれて間がなく

プランクトン相が未だ確立されておらず、出現種が年を追うごとに増えて行く傾向にある

こと、蚕た降雨による河川水の流入、そうれにともなう水位変凰伽らび1/て､燭礎､その他水質の

変化等本湖の複雑な湖沼条件によるところが多いものと推察される。

キイ
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縦断変化

出現種の縦断変化すなわち、｜司一採集日にお､ける湖の上iｸ祷刊;から下流部への各種の出現

率を見ると出現種の種類は大きな差はなくｈ各地点とも似かよった種類が出現しているが、

出現種の組成は場所により異なる場合が多く､上流部に動物陸プランクトンが多く、下流

に植物性プランクトンが多い場合3．その逆の場合、または'司じような割合で出現する場合

等があり、植物性、諭！＃li7'陸の各グループ中でも場所により各麗の出現率がｈ異なっている

場合が多い。

なお定量的な調査は行なわなかったハ採集したサンプルの管瓶内の沈澱量の観察によ

って見ても、上流に多い場合，下流に多い場合、中間にピークがある場合等儀々である。

相模湖の如く特定の区域に発生量が多い（白石外：１９４１～１９５０）というような傾

向は認められなかった。これは前記の如く、本湖のプランクトン相が安定していないこと，

托模湖との湖盆型熊の相違によるものと推察される。

、
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第１表(1)各調査地点における水温垂直分布表一
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０
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橋

鴨沢

昭釦５５年１１月１４日
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Ｒ
〕
ｎ
Ｕ
貝
）
ｎ
Ｕ
「
貝
〕
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｊ
ｎ
Ｕ
［
「
）
ｎ
Ｕ
反
〉
ｎ
Ｕ
貝
〕
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｊ
ｎ
Ｕ
頁
）
ｎ
Ｕ
頁
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可
Ｉ
灯
Ｉ
勺
二
（
二
Ｚ
）
ア
。
４
４
釦
４

頁
〕
肩
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）
〃
。
／
○
フ
ノ
フ
ノ
口
〉
Ｑ
Ｕ
（
プ
〔
ア
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ｒ１
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1２２

1２０
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＄
粕
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路
蛇
如
＄

〈
星
イ
ー
イ
ー
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ー
１
０
１
０
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０
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Ｃ
４
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５
１

５

１
１

１
１

９
７
５
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２
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０

４
４
４
４
４
４
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１
１

１
１

１
１
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＄
〃
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１
１
１
１
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印
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１
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１
１
１
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1６０
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１６５

1５１

1５４
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弘
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翠
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汐
＄
刀
刀
皿
泌
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必
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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1４５
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１５１
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1２１
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1２７

126

妬１
ラ
ｏ
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１
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妬
咽
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刃
弘
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１
１
１
１
１
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＄
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１
１
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７
７
．
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２
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嘱
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．
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備考 定点１００１，は１０．５℃ 透（水資）



第１表(2)各調査地点における水温垂直分布表

(５５／１２～５４／5）

笄
昭和５５年１２月 昭和５４年１月２５日

点｜熱海｜湯塲｜河内｜麦山

二二円窒些'+:|型萱-雲}董二:FIi→：
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あ
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宏
あ
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乃
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０
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０
５
０
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０
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↑
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第２表各調査地点における透明度月次変化表

(52／12~55／12)
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や
、
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１
－
Ｊ
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４．９

5．

624

Z

826

122

1０

11.14

1２．
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Ｚ
〉
ん
》
／
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０５
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５
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７
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０
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４
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０
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０
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９
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３
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ｐ
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５
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１
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第５表各調査地点艇おける濁度垂直分布表 幻
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如
印
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胡
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如
妬
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０
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如
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如
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１
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弘
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如
如
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１
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第１０図(1)ダム前における水温垂直分布図（３３．９．１２．３３．１１．１４）
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第１０図(3)ダム前における水温垂直分布図（３４．７．２０．９．１５）
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第１０図(5)ダム前における水温垂直分布図（３５．７．１５．～３５．９．１６）
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第１０図(7)麦山における水温垂直分布図（３４.Ｌ２３～３４．７．２０）己
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第１０図(8)麦山における水温垂直分布図（３４．１１～３５．７）
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第１０図(9)麦山における水温垂直分布図（３５．９～３５．１１）
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鯛
沢
一
竺
鮖

一一
吋
、

深山一》一癖

永
山
寿
岬|=ii諄二竺=←

河
内
一
い
座

為筋一》西

“
勉
即
霜

邪
定
”

一J【'
”

ＺＺ例卒 便Ｚ｢0

」
Z／

宏
刀

ア２ｽﾞＺ

フノ

尻ノ

ズ／

ｚ
ノ
タ
房

＆

ii;－－－－$:一一勝一～::－－K； ９
８
８

Ｊ
瓜
瓜

８
７
４
ふ

`刀

`｡？

錘
⑬四

.７

幻
幻
四
〃
“
鐘
“
“
“
“
〃
幻
“
餌

爵～ｉ－ｉ:～H／／
“

“ 4‘

勿
論

水
道
艇
谷

110

￣

－５９－



第１１図(2)奥多摩湖水温縦断図（３４．５．１６）
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第１１図(3)奥多摩湖水温縦断図（３４．７．２０）
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第１１図(4)奥多摩湖水温縦断図（３４．８．１５）
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第１１図(6)奥多摩湖水温縦断図（３４．１１．１４）
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第１１図(8)奥多摩湖水温縦断図（３５－１．１８．Ｗ.Ｔ・縦断）
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第１１図Ⅲ奥多摩湖水温縦断図（３５．３．１６）
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第１１図(12）奥多摩湖水温縦断図（３５．５．１６）
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第１１図(1４奥多摩湖水温縦断図（３５．７．１５）
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第１１図U6）奥多摩湖水温縦断図（３５．９．１６）
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第１１図(18）奥多摩湖水温縦断図（３５．１１．１８）
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第１２図(1)奥多摩湖，ダム前における透明度の季節変化（３２／１２～35／１２）
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第１３図(2)池度縦断図（３４．１１．１４）
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第１３図(4)油度縦断図（３５．１．１８）Ｃ
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第１３図(6)沙度縦断図（３５．３．１６）
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第１３図(8)独度縦断図（３５．５．１６）
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第１１表奥多摩湖主要アランケトン（５２１２～５４２）
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」
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－６５－

植物性プランクトン 動物性プランクトン 備考
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Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ． Ｍｅｌｏｓｉｒａの出現数が非常に多し。
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２ Ｓｙｎｅｄｒａｓｐ．
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全

３ Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａｓｐ． 全
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Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ． Ｍｅｌｏｓｉｒａ，Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａ

の発生数が多い。

７

、

Ｐａｎｄｏｒｉｎａｓｐ．

８ Ｓｙｎｅｄｒａ・ｓｐ．
Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐ．
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第１２表/2）奥多摩湖定期観測時プランクトン
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一

丘 1１

。ｕＥｅｏＥユユごｐ四

①ｌｒｏαｖｒａごｐＰ

ｒｅＯＣＬＣ

侶虐ＩｎＬ

塵’しＯｅ

【1ｔ

【Ⅱｒ・DII

、▲ＶＵ」几■うｎm

gａｎｄｃ

】【ⅡＢｕｌｌ【

＝ｌｃｖｍｂｅｌｌａＳＤＴ

【
】

【】【

ユごＩ】、

、己】Ｘ~ｂ【｡

蕨

－６８－

』

５４．１０．

１ ２

『
』

４ ５ ６ ﾘヲ ８ ９

3４ ●

１ ２ ３ ４

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

鯛
脚
目

梼
脚
目

輪
虫
綱

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ．
Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ.,
Ｂ
●●

Ｃｓ、ユｎｏｐｓユｓ ｓｐ．

Ｃｙｃｌｏｐｓｓｐｐ．
ＮｏｕｐｌｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

Pｅｄａｌｉａｍｉｒａ

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｍ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ．

ＢｒａｃｈｉｏｎｕｓｓＰ．

Ｆｉｌｉｎｉａｓｐ．

Ｓｙｎｃｈａｅｔｅｓｐ．
Ｔｒｉｃｈｏｃｅｒｃａｓｐ．

Ｐｏｌｙａｒｔｈｒａｓｐ．

Ｒ
・ Ｒ

Ｒ RＲ

+1＋

＋

｛１
噸

Ｒ

ＲＲＲ

＋

‘旬

(_夕

＋

ＲＲ

RRR

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

ＲＲＲ

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

｜
鞭
毛
藻
類
珪
藻
類

１
１
１
１
１
１
１
１

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍ ｓｐｐ。

Ｍｏｕｇｅｏｔｉａｓｐｐ．
Ｓｐユｒｏｇｙｒａ ｓｐｐ．

Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐｐ．
Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍ ｓｐｐ．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓ ｓｐｐ．

Ｃｏｅｌａｓｔｒｕｍｓｐｐ．

Aｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓ

Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ。

VolvoxSpP．
ＥｕｄｏｒｉｎａＳＰＰ．

Pａｎｄｏｒｉｎａ ｓｐｐ。

ｓｐｐ。

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍ

Ｍｏｎａｓ
￣~‐

ｓｐｐ．

←－０

ｓｐｐ．

DinobryongP：6..

Sｕｒｉｒｅｌｌａ ｓｐｐ．

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｐｐ．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ．

CymbellaSPP・

Ｎａｖｉｃｕｌｌａｓｐｐ･

Ｇｙｒｏｓｉｇｍａｓｐｐ．

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｓｐｐ．
Ｔａｂｅｌｌａｒｉａ

Ｓ

Ｓ

ｙｎｅ

ｙｎｅ

ｓｐｐ．

ｄｒａａｃｕｓ

ｄｒａｕｌｎａ

Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａｓｐｐ.

FragilariaSPp・

Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ．
Ｍｅｌｏｓｉｒａｇｒａｎｕｌａｔａ
Ｍｅｌｏｓｉ真､ａｉｔａｌｉｃａ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｄｉｓｔａｎｓ

ｃｃ

ＲＲ

Ｃ

,ＲＲＲ

RＲＲ

ｃｃ ｃｃ

Ｒ

,ＲＲＲ

ＲＲＲ

＋

ＲＲ

＋
、
＋

Ｃ

ＲＲ

樺Ｒ

ＲＲ

ＣＣ

＋

十
ｃｃ

RＲ

’ＲＲ

そのＩｈ ＲＲ ＲＲ

備考



－－－－－

ａ

巧

⑬

◆

－６９－

(－－－－－－－－－－－－－－幸．－－－－－－－－－－－－－-－－－－．－－…－－－

１１．１４

￣

･ ６ ７ ８ ９ Ｉ ワ
ョ ３ ４ ５

へ
〉 'フ ８ ９

RＲ RＲ ＲＲ．

ｃｃ ｃｃ ＋

RＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

＋ RＲ

ＲＲ ＲＲＲ ＋

ＲＲＲ

＋

ＣＣＣ

ＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲ

Ｒ

RＲ ＋

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

RＲ

脛
RRI

Ｒ

￣~~~ｉ

ＲＲ

－－１

｜’

ＲＲＲ

ｃｃ

ＲＲ

ＲＲＲ

ｃｃ
＋
＋

I
）
＋

ｃｃ

＋



第１２表(5)‐奥多摩湖定期観測時プランクトン

~’

一‐－ｌｉｌＩ－ｌＩ－－－－－－Ｉ－－－１
－
１
１
１

|，
．｣

｜｜
￣￣

[
、mａｓ固り1Ｊ

箔ｌＤｉｎｏｂｒｖｏｎＳｐｐ

虫ごＵＬｊ

Ｊ１四
DII」Al【

。

】Ⅲ

、
】

P■

L」

①己ＵｒＵｌＣ

－７０－

３５．２．１ｓ

１ ワ
ー

守
』 ４ ５ ６

ワ
．

９８

３５ ●

１ ２

『
○

４

動
物
性
プ
ラ
〉
ゲ
ク
ト
ン

鯛
脚
目

榛
脚
目

輪
虫
綱

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ・

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

ＢｏｓｎＩｉｎｏｐｓｉｓｓｐ．

Ｃｙｃｌｏｐｓｓｐｐ．

ＮｏｕｐｌｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

Ｐｅｄａｌｉａｍｉｒａ

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｌＫｌ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ．

Ｂｒａｃｈｉｏｎｕｓｓｐ．

Ｆｉｌｉｎｉａｓｐ．

ＳｙｎｃｈａｅｔｅｓＩｊ．

Ｔｒｉｃｎｏｃｅｒｃａｓｐ．

Ｐｏｌｙａｒｔｈｒａｓｐ．

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

十

ＲＲ

＋

十

Ｒ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

＋

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

●

ＲＲＲ

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

鞭
毛
藻
類

珪
葎
類

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓ

Ｍｏｕｇｅｏｔｉａ
Ｓｐｌｒｏｇｙｒａ

Ｓ

Ｓ

ｐｐ．

ｐｐ・

ｐｐ．

Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｎｌｓｐｐ.．
ＨｏｒｍｉｄｉｕｍＳｐｐ．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓ【ｎｕｓｓｐｐ．

Ｃｏｅｌａｓｔｒｕｍｊｓｐｐ．

Ａｎｋｉｓｔｒ､ｏｄｅｓｍｕｓＳＰＰ．

Ｔｅｔｒｕｅｄｒｏｎｓｐｐ．

Ｖｏｌｖｏｘｓｐｐ．
Ｅｕｄｏｒｉｎａ ｓｐｐ．

Ｐｑｎｄｏｒｉｎａｓｐｐ．

ＰＧｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．

Ｍｏｎａｓ ｓｐｐ．

ＤｉｎｏｂｒｙｏｎｓＰＰ.

ＳｕｒｉｒｅｌｌａｓＰｐ･

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｐｐ。

ＧｏｍｐｈｏｎｃｌⅥａｓｐｐ．

ＣｙｍｂｅｌＬｌ；ｊｐｐ．
ＮａｖｉｃｕｌｌａｓＰＰ．

Ｇｙｒｏｓｉｇｎ】ａｓＰＰｐ
Ａｃｈｎａｎｔｉｌｅｓ摩ＰＰｏ

Ｔａｂｅｌｌａｒｉａｓｐｐ。

Ｓｙｎｅｄｒ､ａａｃｕｓ

Ｓｙｎｅｄｒａｕｌｎａ
ＡＳｔｅｒ､ｉｏｎ《ｊ１１ａｓｐｐ．

Ｆｒａｇｉｌａｌ､ｉａｓｐｐ．

Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ．
Ｍｅｌｏ烏ｉｒａ画lａｎｕｌａｔａ

刺ｅｌｏｓｉｒａＬＬ墨lｉｃａ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｄｉｓｔａｎｓ

Ｃ

Ｒ

＋

，Ｒ

＋

十
ＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

RＲ

ＲＲＲ

＋

ＲＲＲ

CＣＣ

RＲＲ

＋
十
Ｃ

皿

四
皿

ｃｃ Ｃ

】

ＲＲ

Ｃ

Ｃ

|躯

Ｃ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
＋

Ｒ

ｃｃ

Ｒ
ＲＲ

十
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲＲ

Ｃ
Ｒ

噸
ｃｃ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

ＲＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲＲ

その他 ＲＲＲ ＋ Ｒ ＲＲＲ

備考



ＤＵｌＤＤ１ＤＩｐＰ

区

。Ⅱ〕ｌＨ。正

ａ

１
１
１
１
‐
Ｉ [」

恩

ＤＤＤＩＵＪ回阻

－７１－１

３．１６ :二１５．４．１９

５ ６ ）■ツ
Ｉ ８ ９ １ ワ

ー ３ ４

缶
０ ６ ７ ８ ９

ＲＲ

十

ＲＲＲ

＋

ＲＲＲ

Ｒ ＋ RＲ 十 ｃｃ ｃｃ ｃｃ ｃｃ

RＲＲ ＲＲ ＲＲ ＲＲ

RＲ RＲ ＋

RＲ

＋

十・ Ｒ

ＲＲＲ

＋

ＲＲ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ ＲＲ

ＲＲＲ ＲＲＲ RＲＲ Ｒ ＲＲ ＲＲ Ｒ Ｒ ＲＲ

ＣＣＣ

I2i]i《Ｒ

ＣＣＣ

粋(Ｒ

CＣＣ

Ｒ

“
顕

Ｒ
／

Ｒ
Ｃ

躯
、

ＲＲ
Ｒ趣

ＲＲＲ

ｃｃ

、
ｃｃ

cｃ Ｃ

ＨＲＲ

ＣＣ Ｃ 十

RＲＲ



第１２霧(4)奥多|率湖定期観測時プランクトン筵『 ３５．3５．５．１６

出現種 ９１１ ２１３９ ４５５１４ ５１７７１ ２

三'二J二
－弓一一一一

修臓卜

鰡
脚
目

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ・
Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ・

ＢｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｓＰ．
・化

＋
＋ｃｃ ＋ｃｃ ＣＣＣＣＣＣＩＣＣＣＣＣＣＩＣＣＣ

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

榛
脚
目

RＲＲＲＲＲ
ＣｙｃｌｏｐＳＳｐｐ･
ＮｏｕｐｌｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

ＲＲ

＋
Ｒ ＋

ＲＲＲ

Ｒ
Ｃ

＋
＋Ｐｅｄａｌｉａｍｉｒａ

Ｐｌｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｍ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ・

Ｂｒａｃｈｉｏｎｕｓｓｐ･

ＦｉｌｉｎｉａｓＰ・

Ｓｙｎｃｈａｅｔｅｓｐ・
ＴｒｉｃｈｏｃｅｒｃａｓＰ．、

Ｐｏｌｙａｒｔｈｒａｓｐ．

RＲＲ ｃｃ輪
虫
綱

ＲＲＲ ＲＲＲ

＋ ＲＲＲＲｌＣ Ｒ Ｒ Ｒ

ＲＲ ＲＲRＲRＲRＲｌＲＲＲＲ ＲＲ ＲＲＲＲｌＲＲＲ ＲＲＲＲ

ＲＲＲＲＲＲ
Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｐ・

Ｍｏｕｇｅｏｔｉａｓｐｐ・

ＳｐｉｒｏｇｙｒａＳｐｐ･
Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐｐ・
Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ･

ＳｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓＰＰ・

Ｃｏｅｌａｓｔｒｕｍｓｐｐ･

ＡｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓＰＰ・

Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ・

Ｖｏｌｖｏｘｓｐｐ・

Ｚｕｄｏｒｉｎａｓｐｐ・

ＰａｎｄｏｒｉｎａＳｐｐ｡

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

DII
ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲＲＲＩ＋｜＋｜＋ ＲＲＲＲ ＲＲＲＲＲ

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ・

Ｍｏｎａｓｓｐｐ・

Ｄｉｎｏｂｒｙｏｎｓｐｐ．

蕊.’卜

}cImlRRRllRRRl1RMlRR’ＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

ﾐノ

|"Ⅱ｜ト卜騨
|Ｉその他 ＲＲＲ

１－．－１－－－』－－－－－－－１－－－

傭 考

－７２－



3」

旱

日

ｐＵｊ上圓ｎm

－７５－

６．１５ ５５．７．１５

５ ６ ７ ８ ９ 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

ｃｃ
十

Ｃ

十

十

十

Ｒ
Ｒ ＲＲＲ

Ｉ
Ｔ
Ｒ

ＲＲＲ

Ｒ

＋

ＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

Ｒ

Ｃ

RＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ）

ＲＲＲ

＋

ＲＲＲ

Ｃ

RＲＲ ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｃ

ＲＲ

RＲ

Ｃ

RＲ

Ｒ

ＣＣ

ＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

ＲＲ

CＣＣ

ＲＲＲ

Ｒ

Ｒ

RＲ

RＲ

Ｒ

RＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲ

ｍ
Ｃ

Ｒ
懸
川

皿
頤
皿
取

Ｒ
Ｒ

Ｒ

＋
ＲＲＲ

RＲＲ
十四

忍

ＲＲＲ ＲＲＲ ＲＲＲ

Ｒ
Ｒ

ｍ
、

Ｃ

ＲＲＲ

lRR

ＲＲＲ

|RRR

|k，Ｒ

、ＲＲ )ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

）

ＲＲ

ＲＲ Ｒ

,ＲＲＲ

}RＲ ＲＲ

RＲＲ

,ＲＲＲ

)RＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

頤
皿
Ｒ
Ｒ

Ｒ皿

Ｒ皿
、

噸Ｒ
Ｉ

Ｒ
Ｒ

皿
１
Ｊ

１１
ＣＣＣＣＣＣ ＋ ｃｃ

｜’
ＣＣＣ ＋

その他の項Ｅｐｉｓｔｙｌｉｓ



第１２表（５）奥多摩湖定期観測時プランクトン

－７４三

３５．８．１５

１ ２
￣ワ

｡〕 ４ ５ ６ ７ ８ ９

－－

･･ ●

１ ２ ３ ４

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

鯛
脚
目

榛
脚
目
輪
虫

綱

ＤａｐｈｎｉａＳｐ．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓ,Ｉｓｐ．

Ｃｙｃｌｏｐｓｓｐｐ．

ＮｏｕｐｌｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

Ｐｅｄａｌｉａｍｉｒａ

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｍ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ．

Ｂｒａｃｈｉｏｎｕｓｓｐ．
Ｆｉｌｉｎｉａ ｓｐ。

Ｓｙｎｃｈａｅｔｅｓｐ．

Ｔｒｉｃｈｏｃｅｒａｃａｓｐ．

PolyarthraSigI．

CＣ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

Ｒ
Ｒ

＋

ＲＲＲ

ＲＲ

十

十

謡

ＲＲ

Ｃ

ＲＲＲ

ＲＲ

ｃｃ
＋

函砕
ｍＲ

ＲＲＲ

Ｒ

四
四

Ｒ
Ｒ

ｍ
皿

ＲＲ

Ｃ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｃ

RＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

乱
〆

＋
Ｃ

ＲＲ

＋
＋

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

＋
Ｃ

ＲＲＲ

＋
卵

Ｒ、
恥

ＲＲＲ

Ｒ

皿廼
唾

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

Ｒ
Ｒ

既ｍ
Ｒ
Ｒ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍ Ｓｐｐ．

ＭｏｕｇｅｏｔｉａＳＰｐ．
Ｓｐ１ｒｏｇｙｒａｓｐｐ．

Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐｐ．

Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．
Ｃｏｅｌａｓｔｒｕｍ ｓｐｐ。
Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓ

Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ．
Ｖｏｌｖｏｘ

Ｇ口．▽

ｓｐｐ。

Ｌｊｕｄｏｒｉｎａｓｐｐ．

PandorinasPp．

ｐｐ．

鞭
毛
藻
類

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．
Ｍｏｎａｓ ｓｐｐ．

Ｄｉｎｏｂｒｙｏｎｓｐｐ．

珪
藻
類

Ｓｕｒｉｒｅｌｌａｓｐｐ．

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ

Ｇoｍｐｈｏｎｅｍａ

ｓｐｐ．,

ｓｐｐ．

Ｃｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ．
Ｎａｖｉｃｕｌｌａ ｓｐｐ．

Ｇｙｒｏｓユｇｍａ’ｓｐｐ．
Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ

￣－－

ｓｐｐ．

Ｔａｂｅｌｌａｒｉａｓｐｐ．
Ｓｙｎｅｄｒａａｃｕｓ

Ｓｙｎｅｄｒａ ｕｌｎａ

Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａｓｐｐ．

Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ・

Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ．
Ｍｅｌｏｓｉｒ。ｇｌａＩｌｕｌａｔａ

ＭｅｌｏｓｉｒａｉｔａｌｊＬｃａ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｄｉｓｔａｎｓ

その他

Ｃ

}皿
ＲＲＲ

Ｃ

唾
瞬

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RRR

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

Ｒ

Ｒ

悪
ＲＲ

Ｒ
Ｒ

恕
頤

ＲＲ

ＲＲＲ

睡
醍

巫唖

ＲＲ

ＲＲＲ

噸
十
既

Ｒ
Ｒ
「

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲ

RＲ

＋
ＲＲＲ

ＲＲＲ

、

RＲ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ

＋
ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ｃｃ

鰯

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ｃｃ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

＋

備考
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認

曇

同

－７５－

９．１６ ３５．１０．２６

５ ６ ７ ８ ９ １ ２
￣ワ

0〕 ４ ５ ６ ７ ８ ，

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

十 ＋

皿
十

顕
十

皿
懇 Ｒ

＋

、
＋ ＲＲ

Ｒ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

＋

－１－

Ｃ

＋
＋ Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ ＲＲＲ ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ ＲＲＲ RＲ RＲ RＲ ＲＲＲ ＲＲＲ RＲＲ

ＲＲ

Ｒ

RＲＲ

＋
噸

理
巫
函

醜
十

噸

恋皿
唖
函

＋
、

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

ＲＲ

Ｒ

RＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
＋
班

ＲＲ

Ｒ

Ｒ

RＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

＋

Ｒ

RＲ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
皿Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲ

砺
唖 RＲＲ

ＲＲＲ

懸
蛎

皿
四
ｍ

ＲＲＲ

＋

ＲＲ

ＲＲ

＋

ＲＲ

Ｃ

＋

Ｒ噸
皿
、

函
十

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

＋

ＲＲ
＋

Ｒ
ｃ

皿Ｒ
Ｒ
ＲＲ

函
Ｒ

皿
、
班

Ｒ

、
、
醜

ｍＲ
Ｒ

、
轆
睡
”

RＲＲ ＲＲＲ ＲＲＲ ＲＲ RＲＲ RＲＲ

唾
Ｒ、

Ｃ
Ｒ

Ｃ
皿 ＋

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

＋

ＲＲＲ

,ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

Ｃ

RＲＲ

RＲＲ

RＲＲ

ＲＲ

Ｒ

RＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ

＋

Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

＋

ＲＲ

Ｃ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

皿
四

ＲＲＲ

Ｒ
Ｒ

噸
、
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

”
皿

Ｒ皿
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

RＲＲ ＋ ＋ Ｃ ＲＲ ＋ ＲＲＲ



露１２表(6)奥多摩湖定期観測時プランクトン

pＪ ト卜哀 Z豆’

’
十

「｜
’ｌ

ｌｌ

ｌ＋’

￣l… し’'

７６

３５．１１．１８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

3５ ●．

1 ２ ３

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

鯛
脚
目

榛
脚
目

輪
虫
綱

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ・
Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｓｐ．

Ｃｙｃｌｏｐｓｓｐｐ．

ＮｏｕｐｌｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

Ｐｅｄａｌｉａｍｉｒａ

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｍ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ．

Ｂｒａｃｈｉｏｎｕｓｓｐ．

ＦｉｌｉｎｉａＳｐ．

Ｓｙｎｃｈａｅｔｅｓｐ．
Ｔｒｉｃｈｏｃｅｒｃａｓｐ．

Ｐｏｌｙａｒｔｈｒａｓｐ．

RＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

RＲＲ

四
Ｒ
Ｒ

顕
唾

＋

ＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲ
ｍ
ｍ

Ｒ

RＲＲ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

＋

ＲＲＲ

皿
噸
、

皿
十

＋
皿
、

ｃｃ

ＲＲ

＋

RＲＲ

ＲＲ

Ｃ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

四
ｍ

植
物
性

プ
｜
フ

ン
ク

ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｐ．

Ｍｏｕｇｅｏｔｉａｓｐｐ・

Ｓｐｉｒｏｇｙｒａｓｐｐ．

Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐｐ．
ＨｏｒｍｉｄｉｕｍｓＰＰ｡

ＳｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓＰＰ｡

Ｃｏｅｌａｓｔｒｕｌｎｓｐｐ．

ＡｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓＰＰ．

Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ．

Ｖｏｌｖｏｘｓｐｐ．

ＥｕｄｏｒｉｎａｓＰｐ．
Ｐａｎｄｏｒｉｎａｓｐｐ．

その他

Ｒ
皿

皿
Ｒ

醜悪
Ｒ

Ｒ
Ｃ

噸
唖Ｉ

Ｃ
Ｒ

恕
顕
噸
、
＋

Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

噸
皿
「

＋
ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

＋

ｎ匹
Ｒ

ｍ
ｍ

Ｒ
Ｒ

Ｒ

ＲＲ

＋

Ｒ皿
巫

忠
ｍ
ｍ

Ｒ

RＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

Ｒ

RＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＩＣ

ｍＲ
Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ

）Ｃ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

皿
醒

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
＋

Ｒ
Ｒ

ｍＲ
野

皿》Ｒ
Ｒ

ＲＲＲ

ｃｃ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲ
＋

噸

ＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲ

Ｃ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＣＣＣ

ｍ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

ＲＲ

ＣＣＣ

備考
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茸

「
｡

⑪
｢】Ｔ】ＵＩ】ﾛｰ］ＩＨ_。

ﾉー

－７７－

１２．１５

４ ５ ６ ７ ８ ９

ＲＲ RＲ ＲＲ Ｒ Ｒ ＲＲ

RＲ

ＲＲ

ＲＲ

RＲ

RＲ

Ｒ

RＲ

Ｒ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

RＲ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

十

RＲ

Ｒ

＋

RＲ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲ

Ｒ

RＲ

Ｒ

RＲ

RＲ

ＣＣＣ

ＲＲ

ＣＣＣ

Ｒ

ＣＣＣ

ＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲ

ＲＲ

ＣＣＣ

Ｒ

RＲ

ＣＣＣ



第１５表(1)漁獲調斉時プランクトン

七

－７８_

３３．８．２０－２２

ダム前 ダム南岸 熱海 水クポ゛沢 出野 女の湯 峯谷 麦山

鯛
脚
目

棲
脚
目
輪
虫
網

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

鞭
毛
藻
類
珪
藻
類

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ・

ＢｏｓｍｉｎａＳｐ．
ＢｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓＬｓｐ．

Ｃｙｃｌｏｐｓｓｐｐ．
ＮＯｕｐlｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

Ｐｅｄａｌｉａｍｉｒａ

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｌｎ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ．

Ｅ▲､ａｃｈｉｏｎｕｓｓｐ。

Ｆｉｌｉｎｉａｓｐ．
Ｓｙｎｃｈａｅｔｅｓｐ．
Ｔｒｉｃｈｏｃｅｒｃａｓｐ．．

Ｐｏｌｙａｒｔｈｒａｓｐ.．

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍ ｓｐｐ．

ＭｏｕｇｅｏｔｉａＳｐｐ．
ＳｐｌｒＯｇｙｒａ

7

ｓｐｐ。

Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐｐ．
ＨｏｒｍｉｄｉｕＩｎ Ｓｐｐ．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．
ＣｏｅｌａｓｔｒｕｍＳｐｐ．

Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｉｓｓｐｐ．
ＴｅｔｒａｅｄｒｏｎＳｐｐ．

Ｅｕｄｏｒｉｎａ

Ｐａｎｄｏｒｉｎａ

ｓｐｐ．

ｓｐｐ。

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．
ＭｏｎａＳｓｐｐ．
ＤｉｎｏｂｒｙＯｎＳｐｐ．

Ｓｕｒｉｒｅｌｌａ

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ

ｓｐｐ．

ｓｐｐ．‐

ｓｐｐ。

Ｃｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ．
Ｎａｖｉｃｕｌｌａ

Ｇ

ｓｐｐ．

ｙｒｏＳ]ＬｇｍａＳｐｐ。

Ａｃｈｎａｎｔｉｌｅら

Ｔａｂｅｌｌａｒｉａ

Ｓｙｎｅｄｒａａｃｕｓ

ｓｐｐ・

ｓｐｐ｡

Ｓｙｎｅｄｒａｕｌｎａ
Ａｓｔｅｒｉｏｄｅｌｌａｓｐｐ．

Ｆｒａｇｉｌａｒユａｓｐｐ．
ＣｙｃｌｏｔｅｌｌａＳｐｐ．

Ｍｅｌｏｓｉｒａｇｌａｎｕｌａｔａ
Ｍｅｌｏｓｉｒａｉｔａｌｉｃａ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｄｉｓｔａｎｓ

ＲＲＲ

１１Ｉ
ＲＲＲ

） ＣＣＣ

ＲＲＲ

ＣＣＣ

､

Ｒ

ＣＣＣ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＣＣＣ

RＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

ＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

RＲＲ

） ＣＣＣ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＣＣＣ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

） ＣＣＣ

ＲＲＲ

その他

備考

－１
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Ｑ

匹1国一ノレノIエＷザ７

-７９－

３３．１１．７～９ ３４．５．２８ ３４．７．２７～２８

熱海～

湯場
河内 河野 鴨沢

蛇沢

（垂直）

峯谷

(遷直）

岫沢

(垂直）

ダム前

(水平）

ダム前

（垂直）

水クポ

(水平）

ｃｃ ｃｃ ｃｃ

ＲＲ

ＣＣ

ＲＲ

十
ＲＲ

ＣＣ

ｃｃ ｃｃ

皿
皿

十
ＲＲ

バレー－１

Ｃ

Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

十 ＋ ＲＲ Ｒ ＋

RＲ

Ｃ

RＲ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

ＲＲ ＲＲ

'旬
Ｌ_〃

ＲＲＲ

ＲＲ

￣

Ｃ 十 十

）

ＲＲ

RＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

●

ＲＲ

グ

ＲＲ ＲＲＲ

河内のプランクトンはＰｌｏｅｓｏｍａのみが数

個体認められたつみであったので＋で記録
牛＝ た｡

その他の壽項ダム前

櫨はＧｏｎａｔｏｚｙ
る ｡ その他の項水クポ
び（垂直）熱海（
はＯｙｃｌｏｔｅｌｌ

現
お
及
種
託

出
で
ｊ
現
お

『｜『》出》



朔１５表例漁漉調布i昨フー峯＞ンゲトン

ＪＤＩＪＩＩＴフＴ］、

畦１日）ＣＤ出ｺﾞｴｺ鐘

れうｊＥＥ 文び（垂瘤）熱海「孟置１の)Ｈ頚龍

－８０－

。▲７’一コ■□■■■■■日日０日■日■■■■曰■■Ｑ■■■■■■■■■ＴＩｌＩ０４Ｌ０■■ⅡⅡ■■■Ⅱ■Ⅱ■■Ｕ■Ｉ‐．□？Ｏ‐ＩＤ■■■■■Ⅱ００■Ⅱ■０１０Ⅱ０日■Ⅱ■ロロＱｏＤ０Ｉ６－９００日■■■■■ＩＶＯ■ＢＩＰ０△■■Ｕ０００００口０口ＰＣ夕８。■〃ｌ日日『。■■ⅡＵＰ６９６■■・〃Ⅱ■ｒ－ｌｌ０Ⅲ１ＪⅡ■■■▽Ｃｇ０■ＩＣ
Ｊ●５－。▲‐ｒｑＱ０Ｉ０‐●６７０■・ａＰＩ０ｌ１■Ｉ．－１０■Ｉ■９０４１７９，－１－－●６１ローＩ‐ｒ・－‐９占・０■０６■Ｉ０か６．Ⅱ

－
－
ｊ
ｊ
Ｋ
Ｉ
８
ｄ
Ｊ
□
。
。
◆
◆
■
Ｌ
Ｃ
７
１
４
Ｆ
６
勺
Ｉ
Ｌ
Ｏ
‐
‐
ｊ
■
■
』
、
７
７
９
ロ
リ
ゲ
○
６

３４．７－２７～２月

水クポ

（垂直）

･･蛇沢

(垂漬）

熱海

(垂直）

岸
ｊ
対
直

海
垂
熱
く 峯谷

（７ｹ『準）

峯谷

(垂直）

岫沢

(水平）

岫沢

（垂直）

創
刷
僧

福
脳
巨
輔
庄
綴

禄
藻
頃
へ
要
今
蕊
と
雪
・
Ｉ
）

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ･

Ｂｏｓｍｉｎａ‐ｓｐ．
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ｓｐｐ である
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蕊１３｣ごＡ２/訓漁礎調杏時プニランヶトン

「＿

固り

DＰ

－８２－

■
Ｉ

ｌ
‐

３４．９．１７～１９

ダム前

(垂直）

小菅

(水平）

鴨沢

(水平）

鴨沢

(垂直）

所畑

(水平）

所畑

(垂直）

鯛
脚
目

榛
脚
目

輪
虫
綱

緑
燥
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

鞭
毛
藻
類

Ｄ

Ｂ

ａｐｈｎｉａｓＰ．

ｏｓｍｌｎａｓｐ．

Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｓｐ．

ＣｙＣｌＯＰＳＳｐｐ．
ＮｏｕｐｌｉｕｓｏｆＣｙｃｌｏｐｓ

ＰｅｄａｌｉａＩｎｉｒａ

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｔｒｕｎｃｏｔｕｍ

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ．

Ｂｒａｃｈｉｏｎｕｓｓｐ．
Ｆｉｌｉｎｌａｓｐ．

Ｓｙｎｃｈａｅｔｅ巴ｐｏ

Ｔｒｊｃｈｏｃｅｒｃａｓｐ．

Ｐｏｌｙａｒｔｉｌｒａｓｐ．

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｐ．
Ｍｏｕｇｅｏｔｉａｓｐｐ．
ＳＰｌｒＯｇｙｒａｓｐｐ．

Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍ
Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍ

界■

Ｓｐｐ．

ｓｐｐ．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．

Ｃｏｅｌａｓｔｒｕｍｓｐｐ．
Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．

Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ．
Eｕｄｏｒｉｎａ ｓｐｐ．

Ｐａｎｄｏｒｉｎａｓｐｐ．

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．

Ｍｏｎａｓｓｐｐ．

Ｄｉｎｏｂｒｙｏｎｓｐｐ．
珪
藻
類

Ｓｕｒｉｒｅｌｌａｓｐｐ．

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ

Ｇ
フ

ｓｐｐ。

ｏｍｐｎｏｎｅｍａｓｐｐ．

Ｃｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ．
Ｎａｖｉｃｕｌｌａｓｐｐ．
〆Ｔ

ｕｙｒｏｓｌｇｍａｓｐｐ．
Ａｃｉｍａｎｔｈｅｓ ｓｐｐ。

ＴａｂｅｌｌａｒｉａＳｐｐ．
Ｓｙｎｅｄｒａａｃｕｓ

Ｓｙｎｅｄｒａｕｌｎａ
Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａｓｐｐ．

Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ・

Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ．
jＩｅｌｏＳｉｒａｇｌａｎｕｌａｔＱ

ｌｖｌｅｌｏｓｉｒａｉｔａｌｉｃａ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｄｉｓｔａｎｓ

その他

Ｒ

ＣＣ

ＲＲＲ

Ｒ

￣‐－．－

ＲＲ

ＲＲＲ

＋

ＲＲＲ

ＲＲＯ

＋

ＲＲ

ｃｃ

|”
ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

Ｒ

ＣＣＣ

ＲＲ

RＲＲ

十

Ｒ
Ｒ

魎
顕

＋

＋

ＲＲＲ

Ｃ

ＲＲＲ

ＲＲＯ

ＲＲＲ

雛

ｃ
ｃ

ＲＲＲ

ｃｃ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲｏ

Ｃ

ＲＲＲ

ＲＲ

ｃｃ

RＲＲ

ＲＲＲ

|犀
ＲＲ

その他の項のｏ印はＶｏｌｖｏｘｓｐｐ、である。

その他の項の深山橋（水平）、ｌ鳴沢（水平）はＧｏｎａ【ｏｚｙｇｏｎ
ｓｐｐ・である。



Ｆ可

、Ⅱ】Ｉ〕ＩＬＪＵＪｐ］

）Ⅱ〕ＩＤＵ-コｌＪＬＪＵ］ＩＬＪＬＤＩ_】ｌＬ」

Ｌ，ＨＪＩＪＩＬＪⅢ】

－８３－

３５６８３６６９３５６１０

ダム前

(垂直５れ）

ダ 峯谷

（峯谷）

ダム前

(垂直10ｍ）

ダム前

(垂直30ｍ）

ＲＲＲ

ＲＲＲ

＋

ＲＲＲ

Ｃ Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

RＲ ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

＋

謡

ＲＲＲ

Ｒ

ＲＲＲ．

ＲＲＲ

＋
ＲＲＲ

が
Ｌ’

ＲＲＲ

Ｃ

謡

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ Ｒ

＋ Ｃ ＋ Ｃ

ＲＲＲ ＲＲＲ

ＲＲＲ

’＋「
恕
駆

皿
醜
Ｒ
Ｒ

ＲＲＲ

ＲＲＲ ＲＲＲ Ｒ



査）(魚 類 調

’



第１４表魚類調査実施表

ﾌ別由獲

８．２０

８～３Ｃ
P

｡

●

５．８～１０１漁群探笂

乱６節姓８反，７節匙６奴 匙４奴

辻。仮

D1又．１０展網．４節処４１又．６節征６奴Ｊ▽_ｕ（］

匙４奴 肚Ｚ灰

乱魚群探知祷穿併閉

霊卵場への移動状況1を説

両積からの四匿日↑ちり

〃
ひ

二０ノノフーオ･自 rＵ己

Ｓよび顯置ヨリ希 号延４収

ＧＩ

産卵状折

の調置

竃の状7斤日
L」

、i/FII)||への移動状Zr

産｣)１N状折

備考刺絹の投入方法は湖岸に対し直角に，ピンドの投入水深は０５ｍ～１ｍの間に投入し
た場合が多い。、

－８６－

調査区分 施行年月日 使用漁具および摘要

漁
獲
調
査

３３．６．２８

３３．８．２０～２２

３３．１１．７～９

３４．７．２８～３０

３４．９．１７～１９

３５ ● ６．８～１０

３５．８．１５～１７

３５．１１．１６～１８

釣によるニジマスの漁獲

刺網，７節廷９反，２２節廷４反，ビンド廷２４個

刺網，７節延９反，２２節廷５反，ビンド廷１２個

刺網，６節廷２反， ７節廷１０反

４節廷４反，４０節廷２反

廷２本

刺網，６節廷５反

廷４反，

，

，

， １３節延４反，２２

ビンド廷２０個，延繩

７節廷８反，１３節廷４反，２２節

４０節廷２反， ピンド廷７個

Ｃ

漁群探知機，釣，刺網等による分布調査

刺綱６節延８反，７節廷６反

刺網，

延３反 ， ビンド廷１０個

4節廷４反，６節廷６反

４反，

，

，

１３節廷４反，２２節

7節廷９反，１０節廷

１３節廷４反，２２節延２反

個，魚群探知機を併用

， ピンド廷１１

産
卵
調
査

４
８
１

２
２
３

７
２
７
０

１
２
２
３

●
●
●
●

３
４
５
３

●
●
●
●

４
４
４
５

３
３
３
３

対照魚種，ワカサギ，釣により産卵場への移動状況を調

査

対照魚撞ワカサギ，流入河川５ケ所について，刺網,

すくい網による親魚の採集，産卵床，単位面積からの卵

の採集

対照魚種，ゲンゴロウﾌﾟﾅｵdよびアブラバヤ，刺網7節およ

び１３節各延４反，すくい網等による稚魚および親魚の

採集

対照魚種，ワカサギ，流入河)''６ケ所について産卵状況

の調査

闇
込
調
査

３３．７．８

３３ ● ７．１０～１２

３４．４．２２～２４

減水により，ダムから流入した魚の状況について

放流ニジマスの河川への移動状況について

ワカサギ産卵状況について



２棲息魚種

現在までに我々が確認した本湖の棲息魚種は下記の５科１２属１３種である。

これ等の魚種のうち，ヤマメ，ウグイ，アブラパヤ等の４種は湛水前の河川に棲息してい

た在来種であり，ヒメマス，ニジマス，アユ，ワカサギ，ホンモロコ，ゲンゴロウプナ，コ

イ等の７種は漏水後の放流魚種であり，モツゴ，オイカワ等は放流魚種に混じて入った魚種

である。ヨシノポリは目下のところ，在来種か，湛水後に混入したものか不明であるが，聞

込みによれば湛水前の河川に棲息していた「チョコカジカ」が，ヨシノポリと類似している

と云っている。なお多摩川水系には，Onchorhynchus属のマスとして，ヤマメとアマゴの

二種が棲息しており従って本湖にも，この両種が棲息しているが，両者とも湖沼型化して体・

色が銀白色となり識別に時間を要するのでこの両者をあわせて，ヤマメとしてあつかった。

棲息魚種

サヶ科Salmonidae

OncorhynchusNerka（Walbaum）ヒメマス

ヤマメOncorhynchusMasou（Brevoort）

ニジマス ＳａｌｍｏＧａｉｒｄｎｅｒｉｉｉｒｉｄｅａｓＧｉｂｂｏｎｓ

ア１科Plecoglossidae

アユ ＰｌｅｃｏｇｌｏｓｓｕｓａｌｔｉｖｅｌｉｓＴｅｍｍｉｎｃｋｅｔＳｃｈｌｅｇｅｌ

ワカサギ科Osmeridae

ワカサギHypomesusolidus（Pallas）

．イ科Oyprinidae

ホンモロコ Gnathopogonelongatuscaerulesceｎｓ（Sauvage）

モッゴPseudorasboraEarva（TemmincketSchlegel）
●●

ウグイTribolodonhakonensis（Gunther）

アプラパヤMorocosteindachneri（Sauvage）

オイカワ Zaccoplatypus（TemmlncketSchlegel）
,

ゲンゴロウプナOarassiusOarassius（ＬｉＩｍｅ）

コイOyprinasOarpia（Ｌｍｎ６）

,、ゼ科Gobiidae

ヨシノポリGobiussimilis（Ｇｉｌｌ）ＪｏｒｄａｎｅｔＳｎｙｄｅｒ

－８７－



(1)放流魚種

我Ａｒが放流魚種を選定する場合，人工湖の特'性を考え，次の諸点を考慮して，アユをの

ぞく前記の６種を決定した。

イ）人工湖は水位変動が大きいため，沿岸性の餌料生物が不足するであろうから，プラン

クトンを主餌料とする魚種と，その魚を食べる魚の組合せを考えなければならない。

ロ）大きな人工湖の場合，つねに魚のストックを充分に保っておくためには，継続的な放

流事業よりも天然繁殖を成功させた方がより経済的であると考えられるので，天然繁殖

が期待出来る魚種がよい．しかし，人工湖は水位変動のため湖岸での産卵が多く望めな

いとすれば流入河川に糊河して産卵する魚を選らぱなければならない。

′，天然繁:殖が成功するまでには，ある程度多量の種苗を放流しなければならないし,また

天然繁殖はそれ程期待出来ない魚種でも成長が良く需要度の高い場合も考えられるので

種苗の入手が容易でなければ事業として永続性がない。

ニリ本湖は立木を伐採しないで湛水したため増えた魚の漁獲に問題があり，なるべく漁獲

しやすいもの，また沿岸住民の利用および観光資源としての価値から考えて，食べて美味

なもの，ゲームフィッシュとして人気のある魚が良い。

以上の諸点から，ヒメマス，ニジマス，ゲンゴロウプナは，イ），ハ)，二)，をワカサギ，

ホンモロコはすべてを，コイは/），二)，をそれそれ満足するものと想像した。

アユについては，陸封性小アユの生産を期待し奥多摩漁業協同組合が放流したものであ

る。昭和３２年から昭和３５年までの放流実績を第１５表に示す。
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(2)魚類相の推移

昭和３３年から３５年までの漁獲調査による全漁獲尾数およびこれに対する魚種別漁獲

割合を第１６表に示した。今回の調査の漁獲方法から云って，刺網は目合により,また網を

張る水深によって採捕される魚種が選択され，（刺絹で漁獲される魚の大きさと目合との

‐関係を参照）ビンドも水温が低下すると，漁獲尾数が少なくなり，叉動物'性プランクトン

を主食とする魚は採捕されにくい，等の欠点があるので第１６表が本湖の魚類相の推移を

正確に表わすものではないが，習'性が類似する魚種の間では，ある程度消長の傾向は見ら

れるものと考える。漁獲調査は湛水後第２年目の昭和３３年から開始したので，河川から

湖へと棲息環境が変貌した第一年目についての識田は不明である。しかし，湛水を開始

した６月には多摩川水系に棲息する在来種の産卵期は，すてに終期になっていたので，湛

水第一年目の魚相は，湛水前と比較して大きな変化はなかったものと想像される。

昭和３３年以降３５年までの間に特に消長の激しかった魚種は在来種のアプラパヤ，ウ

グイと混入種のモツゴであった。

すなわち，アブラパヤは湛水第２年目の昭和３３年には，非常に多数繁殖し，体長２．ｍ

～８cmの小型魚が湖面いたるところで認められ，ピンドによっても多数漁獲された．

翌３４年の春期にも前年より梢々大型の体長７Ｃｌ､～１３cmのものが多数棲息しており，

本湖の棲息魚類中優占種的な位置を占めていた。

しかし３４年秋から次第に減少し３５年の漁獲調査時には，その混獲率は６％以下にな

った。一方ウグイは，アブラパヤと同様，湛水前の河川に棲息していた在来種であり，３３

年にもかなり多数棲息していたが，３４年秋からさらに増加しはじめ，３５年中はアプ

ラパヤに変って優占種的な位置を占める様になり，漁獲調査時の混獲率は７２．１～47.0

％を示した。モツゴは３４年７月に始めて漁獲され，次第に混獲率が高くなり，３５年

１１月には２７．７％に達し３６年に入って，さらに増加する傾向を示している。

３４年７月に採捕されたものの中には，この年にふ化した稚魚が存在していたので親魚

は，それ以前から棲息していたことになる。モツゴは，放流魚種にまじって本湖に入った

魚であり混入経路としては都水試水元分場からの，コイ稚魚の放流時および，ビワ湖からの

ホンモロコ，小アユ，ゲンゴロウプナ等の放流時等と種々の場合が考えられる。

その他の放流魚以外の魚種の出現は３４年９月および３５年１１月に，ヨシノポリ，３５

年８月にオイカワが採捕された。

ヨシノポリはビンド，東リ網等の漁具によっては漁獲されにくく数字として現れないが

ｊＬ
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ひ
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現在湖岸一帯の浅所にかたり多数棲息している。オイカワは，３５年中は８月に成熟した

雄が－尾漁獲されたのみであるが，３６年に入り増加の傾向を示している。

オイカワの混入経路はビワ湖からス手した，アユ，ホンモロコ，ゲンゴロウブナ等にま

じったものと考えられる。

放流魚種については，アユ，ホンモロコ，をのぞいて，毎年継続放流を行なっているの

で前記の様な顕著な消長は見られない。

各種についての永年的な傾向としては，ニジマスが第１回jiili流の翌年に最も漁獲尾数が

多く，その後の放流尾数が増加しているにあか上わらず，漁獲尾数が減少し，本湖が一般

公開された後の３５年１０月以降，我灸の漁獲調査によっては全く採捕されなかった。

ゲンゴロウブナは３４年春に天然産卵を行なってから，特に棲息量が多くなり，同年以

降湖面各所で多数群泳しているのが認められ，一般公開後も減少の傾向は見られない。

ワカサギは毎年６月～７月頃ダム附近でふ化稚魚が認やられ，それ以降一時姿を消すが

１１月頃から，再び湖面各所で群泳しているのが認められ冬期に多数釣獲される。

我々の観察および釣漁老からの聞込みによっても，その棲息数量はかなり多いものと推

察される。コイはその習性から我々の用いた漁具によっては漁獲しにくく，漁獲調査

によって採捕した尾数は少くないが，３３年～３４年の山梨県での釣獲状況および一般

公開後の釣獲状況から考え，棲息量に大きな変動はない様である。

その他，ホンモロコが３３年５月に約７万尾，ヒメマスが３４年６月に８５００尾，

それぞれ放流されているが，両種とも本湖の魚相全体からみて，棲息数は少ない様であ

る。

すなわち，ホンモロコは放流後しばらく放流場所附近に認められたが，それ以後全く

姿を消し，その生態については全く不明であったが，３４年７月および９月，３５年８

月に河川流入部附近で放流体型よりＭ､型のものが採捕され，わづかながらも天然繁殖を

行なっていることが推察された。ヒメマスは，放流翌年の一般公開直後に全長１５～２Ｍ、

のものが釣漁者により数尾漁獲されたのみて詳細については不明である｡

また３３年５月および３４年４月に奥多摩漁業協同組合が放流したビワ湖産小アユについ

ても現在までにはまだ陸封性小アユは発見されていない。

本湖における魚相の推移の大要は上記の如くであるがこれを要約すると，３３年にはア

プラパヤ，ウグイ，ワカサギ，ゲンゴロウブナ，ニジマス，コイ，等の棲息量が多く，

３４年から３５年にかげて，アブラバヤ，およびニジマスが減少し，ウグイおよびモツゴ

－９１－



が増加している。このうち，アプラバヤの減少と，ウグイおよびモツゴの増加の現象が特に

顕著であった。アプラパヤの減少については湛水後，始めての産卵期にアプラパヤの天然

産卵が特に良好であったため，これによってこの年の春期に他の在来魚種に比して本種の

稚魚が多数発生し，この魚が翌３４年まで持ち越されたが，それ以降何らかの理由により

繁殖が阻止されたことになる。しかし減少のきざしをみせた３４年の５月には産卵の項で

述べるとおり，湖岸各所に多数のアブラバヤの稚魚が認められたことから推察して減少の

原因は産卵条件以外にあるものと考える。

本湖は山梨県側をのぞいて，湛水後から昭和３５年３月末日まで禁漁期間がもうけられ

ていた。溢水後，３２年および３３年には比較的禁漁が守られていたが，３４年に入ってか

らはかなり密漁を行なった形跡が認められた。

本湖における，ニジマスの放流は秋稚魚で行なっているが，この放流時期が１１月で

ありワカサギの漁期と一致しているため，放流直後のニジマスがワカサギと共に多数混獲

される。この解禁前の密漁および解禁後のワカサギとの混獲が，３４年以降のニジマス減少

の大きな原因の一つであろうと思われる。

なお本湖の魚類相はまだ安定したものではなく今後も尚変化してゆくものと考えられる。

、
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分布並びに遊泳層

水平分布

マス類のうち，ヤマメは，夏期には，湖の上流部，下流部の別なく漁獲されるが，１１

月には，河川流入部附近で多く漁獲される様になり，湖の下流部では，殆んど魚獲されな

くなる。これは，ヤマメの産卵習性から秋期に産卵のため流入河川に移動するためであろ

うが，調査回数が少ないため移動を開始する時期は不明である。

しかし，このことは漁業調整上重要な問題であるので今後充分解明する必要がある。ニ

ジマスは放流してから後，翌年の３月までには湖水全域に分散するが，更に秋期まで残る

ものが少いため，時期的な移動については不明である。

コイ科の魚類，すなわち，ウグイ，アプラパヤ，ゲンゴロウプナ，コイ等は，調査時に

於ける採集結果，釣漁老から回収した漁獲調査票，および聞込み等からみて周年を通じて

湖の各所で漁獲されているので，季節による地域的な分布の変化はヤマメの場合ほどは

っきり見られない様である。ただ，ゲンゴロウブナについては夏期に，多摩川本流の流入

部附近で大群を見かけることがある。また産卵期には湾入部への移動も考えられる。

勝泳層

刺網によって漁獲した各魚種について，季節別の漁獲水深を第４３表に示した．なお後

に記すとおり，３３年の夏期には特異な分布状態であったのでこの時期に行った漁獲調査

の資料はこの表から除外した。漁獲水深から見た棲息魚種の樵泳層は，一般に冷水'性と考

えられるマス類が深く，他の魚種については，比較的浅い所での羅網率が高い。ことに夏

期には各魚種ごとの騰泳層の相違がかなり，はっきり現れる。

すなわち，表層から約1.577zの間で，アブラバヤ，モツゴ，ウグイ，ゲンゴロウプナ，

コイ，ホンモロコ，ワカサギ等が，採捕され，そのうち，ウグイ，（ま377Z層，ゲンゴロウ

ブナは，７，層まで採捕されている。

ウグイは１ｍ～３７７２層よりも，表層での羅網率が高いが，ゲンゴロウブナは表層より，

1772～777Z層の間の羅網率が高く，中層性の性質が強いことを示している。

マス類のうち，ヤマメは夏期には表層から17772の間で採捕されているが，水温が２０

℃以下になる１０ｍ層以深での羅網率が高く，それ以浅での羅網率は低い。秋期には夏

期に比較して，表層で漁獲されやすくなり，羅網率の高い水深も３７，２～777Z層と，浅くな

っている。これは湖が循環期になっているためもあろうが，前に記したとおり，この時期

には，ヤマメが産卵のため流入河川に移動し，浅い場所で多く採捕されるためもある。

(3)

－９５－



ニジマスも夏期は，１０ｍ層で羅網率が高く，秋期には表層から３７，２層と，夏期よりも

浅い層で漁獲されている。なお３５年までの漁獲調査では，刺網の投網水深が，１５～１７

７７z層まであったので，それ以深の分布については不明であったが３６年には５ｍおきに，

３５７７２層まで投網した結果，３５，層まで，ヤマメが採捕されている。

以上を要約すると，奥多摩湖の魚類の臓泳層は，夏期においては表層から１．５ｍまでの

浅所に，アプラバヤ，ウグイ等の稚魚が棲息し，それより下，約７７７Z層附近までゲンゴ

ロウプナが分布し，更に１０'加層以深に，マス類が分布するが，ウグイはアブラパヤより

や上深く，３，層附近まで分布する。秋期には，マス類の淋泳層が，水温分布，および産

卵回勝のため，夏期に比較して浅くなるが他の魚種については，大きな変化はない様であ

る。

その他の事項

特異な例として，異状渇水のあった３３年の夏期には，他の年に見られないダムからの

魚類の流下現象が起った。さきに水位の項で述べた如く，本湖はこの年の５月から異状渇

水のため減水の一途をたどり７月には有効ﾌ【M立がＭｚ前後（満水面から約１００，下），

まで低下した。この放水のため深部の冷たい水力残される結果となり表層近くに，極端な

躍層が生じ水温は表層から１０ｍまでの間に，２３．５°Ｃから６．０まで低下し，溶存酸

素も表層では約１０ｐｐｍと多量に含有されているが，５，層で４．８ｐｐｍ’１０７７z層で

は更に２．９ｐｐｍと急激に減少し魚類の棲息範囲が非常にせばめられてしまった。それが

取水口の位置と水平的に一致したため，多量の魚の流下をひきおこす結果となった。

このことはすでに，水道局の乙幡恵氏が水'産増殖６(3)にも発表している。

昭和３３年の渇水は，数１０年来の異状な降水量の不足によるものであって，小河内貯

水池建設事務所の調査した昭和７年～２８年の２１年間にわたる本湖の推定水位変化表の

最低は有効水位３５ｍ（満水面下約６６ｍ）までである。従って今後水道用水の使用量が，

極端に増加しないかぎり，この様な減水による魚類の流下現象は再び起らないものと考え

てよい。なお，３５年６月および同年１１月に，魚群探知機を用いて，魚類の分布を調査

した。

６月の結果では，麦山附近から下流ダム前にかけて１０ｍ～２０ｍの間に多くの映像が

記録された。また１１月の結果では多摩川本流，小菅川，峯谷等の流入部附i丘に濃密な映像

が記録され，湖心部では１０７７２以浅と２０７７Z～３０７７Zの間に二つの層に分かれて多くの映

像が記録されている。この映像は種々の角度から検討した結果魚群であると判定されたが，

1５

￣

＊
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この時同時にこれを漁獲することが出来なかったので，ここでの検討はさしひかえる。

３棲息魚の食性

（１）調査方法

本湖の棲息魚１４種のうち主要魚種１０種について，消化管内容物を検討し食性を調査

した。供試材料は昭和３３年３月から昭和３５年１１月までの間に刺網，ビンド，釣等に

より採集したキマメー２８尾，ニジマス－８８尾，アユ－３尾，ワカサギ－１０９尾（う

ち稚魚５尾），ホンモロコー１４尾，モツゴー６２尾，ウグイ－３０７尾，アブラパヤー

３０６尾，ゲンゴロウブナ－１３８尾（うち稚魚２８尾），コイ－２０尾である。

これらの材料はいずれも漁獲後直ちに’0％ホルマリン溶液に浸漬し，実験室に於て体

型測定後，消化管を摘出してその内容物を検鏡した。なお検鏡に際しては全内容物を調べ

計数したが，ゲンゴロウプナ，ワカサギ，モツゴ等の如くプランクトンを多く擬餌するも

のについては総数が多大で全試料を計測する事が困難な場合には，消化管内容物を均一に

撹枠し，その一部を検鏡することにより混在割合を測定した。

消化管内容物の検鏡の結果を表示するにあたっては，２，(8)，プランクトンの項目で用

いた「０，Ｒ，法」，を用いた．ただし「Ｃ，Ｒ，法」，を用いる際プランクトンは消化

管内の総プランクトン数に対する各種プランクトン数の割合であり他の魚類，昆虫類等の

餌料は消化管内容量に対する各種餌料の量的割合を「０，Ｒ」記号で示した。

したがって同一個体でもプランクトン各種に対する０，Ｒ記号と他の餌料との０，Ｒ記

号は同じ意味を持つものではない。なお表示する際ビンド漁獲魚が摂餌している人工餌

料ならびに釣漁獲に用いた餌とは魚種により消化管内容物として記載することを省略した。

以上にしたがって全供試魚の消化管の内容物の調査結果を３１表～４２表に示した。

また第１７表～第２６表は３１表～４２表に基いて消化管に現われた各種餌料を捕食し

ていた魚体数をその餌料の出現数とし，調査尾数に対する出現数を出現率として，魚種別，

漁獲時期別に集計し比較表示したものである。従ってこの表からは各種餌料の量的な比較

は出来ず体型の小さい餌料生物が重くみられるきらいはあるが，各魚種の索餌傾向は知る

ことが出来ると考える。

（２）調査結果

イ）ヤマメ（調査尾数２７尾）

（a）旨内容物の種類

全調査を通じて検出された，胃内容物の種類は下記のとおりである。
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魚19N

ワカサギ

ワカサギ卵

アブラバヤ

ゲンゴロウブナ

破損断片

昆虫綱

禎一翅目（主としてカワゲラの幼虫）

艀蟻一目（〃カゲロウ〃）

毛翅目（〃トビケラ〃）

鞘翅目

撚翅目叉は膜翅目

双翅目（主として，力，ハエ）

その他

小石，木片

木の葉，ワラ屑

(b）主要餌料

第１７表ヤマメの餌料構成種の出現回数並びに出現率

雪袰簔i臣 零巴9134生
34.5

２８ 誇旦191襟17135易 慨81重叉菖
品

胃内容物 ５１５１４

㈱㈱lWI, 坐LL
cllﾙｰ①

５

(１０００） ⑪:の|, ⑯imLf,）

Ⅲ
％

２

(４００）
昆虫綱

|雷 旧ＩＤﾙ:①
１

(２００）
その他

空胃叉はコ
ロイド状溶
解物

●

Ⅲ
％

,|":① ⑯:､ルル;小:①
(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率） ￣

供試魚２７尾のうち８尾（２９６％）は胃内容物が皆無かまたはコロイド状i容解物

のみであるた゜調査期間を通じての出現率の順位は魚網（２７尾），昆虫綱（１１尾〕

その他（６尾）てある。

魚綱の内訳はワカサギが一番出現回数が多く，特に３４年４月に採集された５尾は

すべての個体がワカサギ卵を多量に捕食していた。ワカサギ以外ではアプラバヤを食

べていた個体が－尾，ゲンゴロウプナを食べていた個体が１尾でワカサギに比較して

出現率は非常に小さい。したがって，ヤマメが捕食する魚類はワカサギが主体となっ
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ていると考えられる。

昆虫類では艀蛎目（５１毛），双翅目（４尾），憤翅目（３尾），毛翅目（２尾），

膜翅目（１尾）の１１１頁位である。上記の如く出現回数においては魚網，昆虫綱，はきほ

ど大きな差違は認められないが，量的な面から考察すれば，昆虫は魚類に比較しはる

かに小さく餌料としての価値は少ない。したがって本湖に於けるヤマメの餌料は魚類

が主体で中てもワカサギ，およびその卵が大きな位置をしめしていると考えられ，次

にのべるニジマスよりも魚食魚としての'性質が強い。

ニジマス（調査尾数８８尾）

'）冑内容物の種類

魚綱昆虫綱

ワカサギ直翅目（バッタ，コウロギ）

ワカサギ9Ｎ積翅目（主としてカワゲラ）

等翅目（ヤマトシロアリ）アプラバヤ

ウグイ艀」蟻目（主としてカゲロウの幼虫）

破損魚類半趣目（ヨコバエ，カメムシ，ウンカ）

蛛形緬毛翅目（プユ，トビケラ）

甲殻綱………カニ 鱗翅目

鞘’翅目（ミズスマシ，ハンショウ）貧毛綱………フトミミズ

線虫綱………ハリガネムシ撚廼目

その他双翅目（力，ハエ）

藻類，木片，木の葉破損昆虫類

ワラ，紙屑，鳥の羽根，小石

(b）主要餌料

供試魚８８尾のうち１７尾（１９３％）Ｑ胃内容は皆無叉はコロイド状溶解物の承

であった。第３２表に示したごとく材料の６７％にあたる５９尾は昆虫類を捕食して

居り，その順位は鞘翅目２７尾（３０７％），蝉蜥目１５尾（１７，％），撚麹目及

び膜翅目１５尾（１７０％），双翅目１４尾（１５９％），毛翅目８尾（９１％），

半翅目６尾（６８％），直翅目４尾（４５％），鱗翅目４尾（４５％），犢翅目２尾

（２３％），等翅目１尾（１２％）である。

昆虫綱以外の順位は魚緬，１３尾（１４８％），線虫綱８尾（９０９'6），貧毛綱６

ﾛ）

（a）
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第１８表ニジマスの餌料構成種の出現回数並びに出現率…

｡

（註数字は出現個体数，カッコ内は出現率） 臼

尾（６８％），蛛形綱５尾（５７％），甲殻綱２尾（２３％）て、いずれも昆虫綱に

比較し，出現率も量的にも，はるかに劣っている。すなわち本瑚のニジマスは，ヤマ

メと異り（時期的にはかなり魚類も利用する）主として昆虫類しかも陸棲のものに

その餌料を依存しており，魚類が餌料として占める割合は比較的低い。なお供試魚の

半数に相当する４５尾（５１１％）が藻類，木片，木の葉，小石等の不消化物を多量

に捕食している。特に３５年２月漁獲魚は全個体の消化管がこれらの不消化物で充満

し，昆虫，魚類は全く食われていない。また勝泳層からみてもニジマスが陸棲の昆虫

－９８－
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類に主要餌料を依存することは不自然であって，これは本湖におけるニジマスの餌料

となる生物の不足に基因するものと考える。

ｈアユ（調査尾数３尾）

（a）消化管内容物の種類

接合藻類珪藻類

Ｓｐｉｒｏｇｙｒａｓｐ・ Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ・

Ａｍｐｈｏｒａｓｐｐ･

Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ・

Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐｐ･

ＬｉｃｍＯｐｈｏｒａｓｐｐ・

Ｓｙｎｅｄｒａｓｐｐ･

Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ、

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ．

（b）主要餌料

供試魚３尾は第３３表に示した如くおもに珪藻類のSynedraspp．Navicula

spp・Ｏｙｍｂｅｌｌｓｐｐ・を摂取していた。珪藻以外では接合藻のSpirogyra

spp・を少量食べていた個体が１尾いたのみてある。供試魚は全て湖の流入部の河川的

色彩の濃い場所で漁獲され，また供試尾数が非常に少なく，これだけの資料のみで奥

多摩湖のアユの食性を知るのは困難であるが，本湖のアユも各地の河川に於ける食性

調査報告と同様その餌料を流入河Ⅱ|の附着珪藻に依存していると思われる。

(二）ワカサギ（調査尾数１０４尾）

｜a）消化管内容物の種類

昆虫網鯛脚目緑（接合）藻類

直翅目 Daphniasp･ Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｐ、

岼蛎目（カゲロウ）．ＢｏｓｍｉｎａｓＰ．Budorinaspp、

鱗翅目Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｓｐ．Tetraedronspp・

毛迩目（カワゲラ）桧脚目Scenedesmusspp、

双翅目（ユスリカ幼虫，ハチ）Oyclopssp．珪藻類

破損断片Noup・ofOyclopssp・Gomphonemaspp･

Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ．
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貧毛綱輪虫綱Naviculaspp・

Ｈｏｔａｔｏｒｉａｓｐ．Ｓｙｎｅｄｒａｓｐｐ･

Ｐｌｏｅｓｏｍａｓｐ・ Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ、

Ｋｅｒａｔｅｌｌａｓｐ・ Ｏｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ･

ＭｅｌｏｓｉｒａＴｒｉｃｏｃｅｒｃａｓｐ．ｓｐｐ･

Ｄｉｕｒｅｌｌａｓｐ･

ＰｏｌｙａｒｔｈｒａｓＰ･

Ｆｉｌｉｎｉａｓｐ、

Ｓｙｎｃｈａｅｔａｓｐ･

Asplanchnasp ●

動物)性プランクトン断片

(b）主要餌料

第１９表ワカサギの餌料構成種の出現回数並びに出現率

山

③

(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）
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No.

％
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％
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３
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4５
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No.

％
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４
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(１４４）

動物'性プラン
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No.
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０ ０ ０ ０ 1０
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緑
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No.

％

０ ０ ８
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１

（５０）

１
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1３

(１２５）

珪
￣ヨー

操

Ⅲ
％ １
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2１
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２
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３
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No.

％

０ ０ ０ ２

(１００）

1５
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０ ０ 1７

(１６３）

空胄叉はコロ
イド状溶解物

NＣ

％

０ ２

(２００）

２

(１００）

７

(３５０）

2０

(41.7）

０ ０ 3１
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供試魚１０４尾のうち３１尾の消化管内容は皆無，叉はコロイド状溶解物の象であっ

た。第３４表に示した如く最も出現率の大きい餌料は動物性プランクトンで全供試魚

６３５％に相当する６６尾が摂取し，次いで藻類４７尾（４５２％），昆虫類４０尾

（３８５％），貧毛類３尾（２９％）となっている。なお以上の他に２３月の漁獲魚に

はしばしば陸上植物の腐朽断片が摂られていた動物性プランクトンの主な出現種は鯛

脚類のBosminalongirotris，Bosminopsisdeitersi，榛脚類のＯｙｃｌｏｐｓ

ｓｐｐ・である。鯛脚類のＢｏｓｍｉｎａ，Bosminopsis'は年間を通じて多量に捕食され

ているのに対し，榛脚類のcyclopsは冬から春にかげ－時的に鰕脚類より多量に食

われている。また昆虫類は春期最も多く捕食され，秋から冬にかけ減少している。昆虫

類の出現種変化を見ると，春期は蝉蛎目のカゲロウ幼虫が，夏期には双翅目のユスリカ

幼虫が最も多い。藻類では珪藻類４６尾（４４．２％）が最も多く，次いで緑藻類１３尾

１２．５％）であるが量的には微々たるもので，いずれの個体に於ても他の餌料と共に混

入したと,思われる数量である。

全期間を通じ動物性プランクトン，および昆虫類を捕食していた供試魚は，飽食また

はそれに近い状態の個体が比較的多いが藻類のみを摂取していた個体においてはその例

を見ない。なお消化管内容物中のプランクトン総数に対する動物性プランクトンの出現

率は同一地点に於けるネットプランクトンのそれよりもはるかに大きく，植物'性プラン

クトンはその反対になっている。以上明らかな様にワカサギは動物食で摂取目的物は動

物'性プランクトンまたは昆虫の幼虫に限られ，その選択'性は大きく，藻類等の持つ餌料．

としての意義はうすい。

翁ホンモロコ

（a）消化管内容物の種類

〔動物〕〔植物〕

鯛脚目緑藻類珪藻類

ＢＯＳｍｉｎａｌｏｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｐｐ・

ＢＯＳｍｉｎｏｐｓｉｓｄｅｉｔｃｒｓｉＴｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ・ Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ、

榛脚目 Eudorinaspp、 Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ･

Ｏｙｃｌｏｐｓ、ｓｐｐ・ 鞭藻類Naviculaspp・

Ｎａｕｐ･ｏｆｃｙｃｌｏｐｓｓｐ．、 Ｇｙｍｌｍｏｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．AchnEmthesspp・

Ｓｙｎｅｄｒａｓｐｐ．

－１０１－



Fragilariaspp･

Oyclotellaspp･

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ．

(b）主要餌料

第２０表ホンモロコの食餌構成種の出現回数並びに出現率

淀

造

(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）

供試魚１４尾のうち５尾（３５．７％）はその消化管内容が皆無かまたはコロイド状溶解

物のみであった．消化管内容構成種は，緑藻８尾（５７．１％），珪藻７尾（５０．０％），

榛脚類５尾（４１．７％），鯛脚類１尾（７．１％），の順位で出現しており植物Ｉ性プラン

クトンをかなり利用している。しかし榛脚類のOyclopsは，ネットサンプルに於ける

出現率よりはるかに多量に捕食され，量的に見た場合Oyclopsを捕食していた個体

はいずれも飽食に近い状態であるので，ホンモロコがOyclopsを選択して捕食する傾

向がうかがえる。また３４年９月の漁獲地点（所畑）て採集したネットサンプルは，輪

虫類のPloesomaが優占種で最も多量に出現しているにもかかわらず，消化管内容力らは全く

検出されていない。これはゲンゴロウプナの項で述べるのと同じ理由によるもので，相

当数摂取されているのではないかと思われる。

②

－１０２－
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１
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４．
～
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1２
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１

計叉は
平均

1４

鯛脚目
No.

％

０ １

(８３）

０ １

(７１）

榛脚目
No.

％

０ ５

(41.7）

０ ５

(３５７）
、

緑藻
No.

％

０ ８

(６６７）

０ ８

(５７１）

珪
－トトー

操

NＣ

％

０ ７

(５８３）

０ ７

(５００）

空胄列まコロ

イド状溶解物

NＣ

％

１

(100）

３

(２５０）

１

(100）

５

(３５７）



調査結果から見ると，ホンモロコは，動物および，植物性プランクトンを主に捕食し

しているが調査個体が少なく，供試魚採捕の時期がかたよっているﾌﾟこめ，この資料のみ

で本湖における，ホンモロコの食｜性を知ることは困難であり，今後，さらに検討する必

要がある。

へ）モッゴ（調査尾数６２尾）

（a）消化管内容物の種類

〔動物〕

鯛脚目

Ｂｏｓｍｉｎａｌｏｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ

〔植物〕

緑藻類

Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｎ

Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ･

ＳｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓＰＰ
●

Ｅｕｄｏｒｉｎａｓ・ｐｐ・

Ｏｏｅｌａｓｔｒｕｍｓｐｐ・

Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓｐｐ・

鞭藻類

ｒｂｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ・

珪藻類

Aclmanthesspp･

Ｓｙｎｅｄｒａｓｐｐ･

Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐｐ・

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ・

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｎ

Ｇｉｒｏｓｉｇｍａｓｐｐ、

Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐｂ

Ｏｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ．

Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｄｅｉｔｅｒｓｉ

榛脚目

Oyclopssph

動物性プランクトン断片

魚綱

昆虫綱

貧毛綱（剛毛）

(b）主要餌料

，供試魚６２尾のうち２０尾は消化管内容が皆無，またはコロイド状溶解物，人工餌料

のみであった。最も出現率の大きい餌料は藻類（附着，浮iii学藻類），で中でも珪藻を全

供試魚の５８．１％，に当る３６尾が摂取している。次いで緑藻を２４尾（３８．．７％），

接合藻を１１尾（１７．７％）が摂っている。また藻類以外では動物性プランクトン

－１０５－



第２１表モツゴの餌料構成種の出現回数並びに出現率

画

輿

(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）
倒勧

（２２．６９'6），貧毛類（１９．４％），昆虫類（１２．９％），魚類（３．２％）その他（主
に植物断片）の１１項位である。

前記のとおり藻類中で最も出現率の高いのは珪藻であるが，この中には．Gomphp-
nemaγAchnanthes等の附曽|生のものがかなり多く出現していること，また３４年
７月の峯谷にはBosmina，３５年８月の留浦には同じくBosmin葱１１同年１０月
の所畑にはPloesoma，同年１１月の留浦にはBosminopsis等の動物'性プランク

トンが多量に発生していたが，これらの各地点で漁獲したモツゴの消化管内容物はいず

れも動物性プランクトンの占める割合が少ないこと，さらに貧毛類の剛毛が，他の魚種
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と比較して高いこと等から，モツゴは，その餌料を附着性または，底棲'性の生物に依存

しているとも考えられるがコイと同様索餌習性の群|Ｈ１についてはさらに検討を要する。

ﾄ）ウグイ（調査尾数３０７尾）

(a）消化管内容物の種類

〔動物〕〔植物〕

魚網昆虫綱緑（接合）藻類珪脚類
ＧｏｍｐｈｏｎｅｍａｓＰＰ･

蛛形綱直翅目Spirogyraspp・

Ｇｉｒｏｓｉｇｍａｓｐｐ、
線虫綱續翅目Olosteriumspp、

動物性プランクトン艀蜥目Oosmariumspp．ＯｙｍｂｅｌｌａｓｐＰ・

鯛脚目半翅目Staurastrumspp．PinnulariaspP，
Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐｐ、

鱗翅目Scenedesmusspp・Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ･

Bosminopsissp・鞘翅目Ankistrodesmusspp・AclmanthesspP・

膜翅目Tetraedronspp．Synedraspp、Daphniasp･

榛脚目双翅目Eudorinaspp．FragilariaspP・

輪虫綱破損断片ＤｅｓｍｉｄｉｕｍｓｐＬOyclotellasPP・

破損断面鞭藻類MelosirasPP・
ＰｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓＰＰ．

(b）主要餌料

第２２表ウグイの餌料構成種の出現回数並びに出現率
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3８

DＣ

(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）

供試魚３０７尾のうち１００尾（３２．６％）はその消化管内容が皆無，またはコロイド

状溶解物のみであった。出現順位は昆虫類１５４尾（５０．２％），藻類８８尾（２８．７％）

動物性プランクトン３７尾（１２．１％），陸上植物断片１１尾（３．６％），線虫綱１０尾

（３．３％），魚類６尾（２．０％），蛛形綱６尾（２．０％）である。藻類は出現率では

２３．５％，と比較的大きいが量的には非常に少なく，藻類のみで飽食していた個体は全く

ない。したがってウグイはその餌料を昆虫類持に鱗翅目，鞘翅目，膜翅目，等の陸棲のも

のに依存していると考える。

千）アブラバヤ（調査尾数３０６尾）

ａ消化管内容物の種類

〔動物〕 〔植物〕

プランクトン 緑藻類珪藻類

鯛脚目 Ｓ９ｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ・ Ｓｕｒｉｒｅｌｌａｓｐｐ・

Ｄｉａｐｈｍｏｚｏｍａｓｐｐ・ Ankistrodesmusspp・ Gomphonemaspp･

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ･ Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎｓｐｐ･ ＯｙｍｂｅｌｌａＳｐｐ．

Ｂｏｓｍｉｎａｌｏｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ・ Naviculaspp･

Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｄｅｉｔｅｒｓｉ Ｅｕｄｏｒｉｎａｓｐｐ･ ＰｉｎｎｕｌａｒｉａｓＰＰ・

榛脚目 接合藻類 Achnanthesspp．

／

Ｏｙｃｌｏｐｓｓｐ・ Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｐ・ ＡｍＤｈｏｒａｓＰＰ･

Ｎｏｕｐｏｆｃｙｃｌｏｐｓｓｐ・ ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ･ RhOpalodiasPP・

Ｐｌｅｕｒｏｔａｅｎｉａ輪虫綱JrabellariaSpp．
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凡
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昆虫綱（膜翅目）SpirOgyraspp．Licmophoraspp・

蛛形綱Synedraspp、

貧毛綱（剛毛）．藍藻類Astcrionellaspp・
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ･Anabaenaspp･

Ｏｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｎ

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ、

Ｆｒｕｓｔｕｌｉａｓｐｐ．

(b）主要餌料

第２３表アララパヤの餌料構成種の出現回数並びに出現率
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、（山

(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）

供試魚３０６尾のうち８８尾（２８．８%し)），の糖化管内容は皆無，またはコロイド状容

解物のみであった。第２３表に示した出現個体数からみた主な消化管内容物は藻類で珪藻

類のSynedraがその主要をなしている。動物性餌料の出現率順位は，昆虫類３２，塁

（１０．５％），動物性プランクトン２０尾（６．５％），貧毛類５尾（１．６％），蛛形綱
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No.
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５

(２７８）

９

(４２９）

７

(１８９）

５

（９８）

１

(３３３）

１

(５０５）

２

(４００）

3２

(１０５）

蛛形綱
NＣ

％

２

（１２）

１

（５６）

１

（４８）

０ ０

０
０

０ ０ ４

（１３）

動物’性
プランクトン

No.

％

４

（２４）

３

(１６７）

７

(33.3）

０
－

（５４）

１

（２０）

１

(333）

１

(５００）

１

(２００）

2０

（６５）

藻類
No.

％

135

(７９９）

０ ３

(１４３）

３

（８１）

3５

(６８６）

０
－

(６６６）

Ｏ
～

(1000）

３

(６００）

1８３．

(５９８）

その他
Ｎｏ．

9,6

２

（１２）

１

（５６）

０ ０ １

（２０）

０ １

(５００）

０ ５

（１６）

貧宅類
No.

％

０ Ｏ
￣

(１１１）

ワ
ー

（９５）

０

０
０

０

０
０

０ ５

（１６）

空胄叉lまコロ
イド状溶解物

Ⅲ
兜

３４

(２０１）

８

(４４４）

５

(２３８）

2５

(６７６）

1４

(２７５）

１

(３３３）

１

(５００）

１

(２００）

8８

(２８８）



４尾（１．３％），であるが昆虫類，動物'性プランクトンを除き，いずれもわずかで，餌料

としての意義は，植物'性餌料の藻類と比較すれば，動物'性餌料の占める割合は小さいと,思

われる。季節的変化についてみると，春期には動物性餌料である昆虫綱の膜翅目と，鯛脚

目，Bosminalongirostrisが，藻類より多量に摂られているが，夏，秋期には藻類が

はるかに多量に摂取されている。

リ）ゲンゴロウプナ（調査尾数１１０尾）

（a）消化管内容物の種類

〔植物’性〕

緑（接合）藻類珪藻類

Spirogyraspp・ Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａｓｐｐ・

Staurastrumspp・ Ｓｕｒｉｒｅｌｌａｓｐｐ・

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐｄ Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｐｐ･

Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓｐｐ・ Gonphonemaspp．

〔動物性〕

鯛脚目

Ｄｉａｐｈａｎｎｚｏｍａｓｐｎ

Ｄａｐｌｎｉａｓｐｐ・

Ｂｏｓｍｍａｌｎｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ

Ｂｏｓｍｉｎｏｐｓｉｓｄｅｉｔｅｒｓｉ

Ａｌｏｎａｓｐ．、

榛脚目

Ｏｙｃｌｏｐｓｓｐ．、

輪虫綱

動物'性プランクトン断片

貧毛綱（剛毛）

▲

Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ･

Neviculaspp･

Ｏｏｃｃｏｎｅｉｓｓｐｐ･

Achnanthesspp・

Ｓｙｎｅｄｒａｓｐｐ･

了｣icmophoraspp・

Asterionellaspp･

Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ・

Ｏｙｃｌｏｌｅｌｌａｓｐｐ・

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ・

藍藻類

Ｋｉｒｃｈｎｅｒｉｅｌｌａｓｐｐ、

Tetraedronspp･

Oedogoniumspp・

Ｅｕｄｏｒｉｎａｓｐｐ･

鞭藻類

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ・

Ｇｙｍｎｏｄｉｎｉｕｍｓｐｐ･

Euglenaspp、

Dinobryonspp． 鼠

－１０８－



￣

ｂ主要餌料

第２４霧ゲンゴロウプナの餌料構成種の出現回数並びに出現率
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Ⅲ
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空胃列まコロ
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(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）

供試魚’’０尾のうち消化管内容が皆無，またはコロイド状溶解物のみであるのは

6.4％に相当する７尾であるハ食餌構成種の出現順位は珪藻が９５尾（８６．４％）と

最も多く摂られており次いで緑藻類の７０尾（６３．６％），動物性プランクトン６６

尾（６０．０％），鞭藻類３２尾（２９．１％）てある。また,昆虫断片（５尾）,貧毛

類の剛毛（３尾），魚鱗（1尾）が検出されたが，いずれも少数が捕食しているのみ

て，フナ餌料として大きな意義を持つとは思えない。

以上の外に大多数の供試魚が泥土に混入した有機'性物質を多量に摂っているが量的

に測定困難なため，第２４表には記載を省略した､

ゲンゴロウブナがプランクトンを摂取することはすでに各地に於ける調査報告で明

らかであるが，当調査に於いても，有機'性物質を除けば，プランクトンが最も多く摂

られ中ても藻類がその主要餌料となっている。

第１７図に示した如く，おのおののプランクトンを捕食していた魚体率とネットサ

－１０９－



第１７図ゲンゴロウプナの摂餌魚体率とプランクトンネットサンプル
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ソプル内のプランクトンの出現率とを比較すると，大体類似した傾向を持ち，ワカサ

ギに見られる様な選択性は見られない。尚同第１７図中珪藻類のＮａｖｉｃｕｌａＯｙ－

ｍｂｅｌｌａと鞭藻類Dinobryon等はネットサンプル中に於ける比率より多数食べ

られているが，これはこの種の藻類の附着'性が強いため，沿岸部の有機物や砂泥と共に

多く摂取されるためと考えられる。叉輪虫綱がほとんど検出されないが，これは輪虫の

体構造が軟らかいため，捕食後原形がくずれ或は消化が短時間に行われるためではない

かと思われる。したがって他の動物'性プランクトンと同様に相当数摂餌されている事と

考えられる。

ﾇ）ゲンゴロウプナ稚魚｛（調査尾数２８尾）ＴＩＥ２．６～６．３cm］

（a）消化管内容物の種類

〔動物性〕〔〔植物’性〕

鯛脚目縁藻類珪藻類

Ｄａｐｈｎｉａｓｐ･ Spirogyraspp・ Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ･

ＢＯＳｍｉｎａｌｏｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ Ｓｔａｕｒａｓｔｒｕｍｓｐｐ･ Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ、

ＢＯＳminopsisdeitersiScenedesmusspp・ Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐｐ･

Omdorussp・ Ankistrodesmusspp．Achnmthesspp・

榛脚目 Ｋｉｒｃｈｎｅｒｉｅｌｌａｓｐｐ・ Ｓｙｎｅｄｒａ２Ｐｐ･

Ｏｙｃｌｏｐｓｓｐ･ Tetraedronspp･ Licmophoraspp･

Ｎｏｕｐ・ｏｆｃｙｃｌｏｐｓｓｐ・ Budorina Asterionellaspp･

輪虫綱鞭藻類Fragilariaspp・

Ｐ１ｏｅｓｏｍａｓｐ・ Ｇｙｍｎｏｄｉｎｉｕｍｓｐｐ･ Ｏｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ･

ＥｇｇｏｆＰｌｏｅｓｏｍａｓｐ．Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ・ Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ･

動物性プランクトン断片 藍藻類

貧毛類の剛毛

昆虫断片

化）主要餌料
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(b）主要餌料

第２５表ゲンゴロウプナ（稚魚）の餌料構成種の出現回数並びに出現率

日
Ｕ

ｺﾞ’２０

］〔］

DC

「１
Ｕ〃

損
戸

「１

L」

勤

)〔

リ

Ｆ１

Ｌ」己ヨヘノ

(註数字は出現個体数，カッコ内は出現率）

供試魚２８尾のうち３尾の消化管内容物は皆無であった。

稚魚も成魚と同様供試魚の９０％近くに相当する個体が藻類，ことに珪藻を摂ってお

り，消化管内容の大部分を占めている。消化管内容物構成種の出現順位は珪藻２５尾

（８９．３９'6），緑藻１６尾（５７．１％），動物性プランクトン５尾（１７．９％）藍，鞭

藻４尾（１４．３％）で，その他に昆虫断片，貧毛類を摂取していた個体が共に－尾づつ

存在した。以上明らかな如く，ゲンゴロウブナの稚魚はその成魚と類似の食1性を有し，

体型による食'性の相違は認められない。

ﾙ）コイ（調査尾数２２尾）

（a）消化管内容物の種類

動物性 植物性

昆虫断片緑藻類藍藻類

水棲昆虫幼虫Scenedesmusspp・ 植物種子

⑩

－１１２－

33.8
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３

3４５
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』

3４７
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16～１８
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』
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No.
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珪
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No.

％

３
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ワ
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５
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他
類
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％

０
ワ
ー

(100）

ワ
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Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓｐｐ･

Tetraedronspp ●

珪藻類
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貧毛綱
D、

その他

砂泥

有機性物質

(b）主要餌料

第２６表コイの食餌構成種の出現回数並びに出現率

日
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供試魚２２尾のうち９尾（４０．９％），の消化管内容は皆無,またはコロイド状溶解物

のみであった。各種餌料の出現順位は，珪藻７尾（３１．８％），緑藻７尾（３１．８％）；

動物性プランクトン２４尾（１８．２％），植物種子２尾（９．１％），昆虫，貧毛類各々

１尾となっている。

なお以上の餌料と共に定量困難な有機性物質が多量に摂られているが第２６表には記

入していない。３５年１１月に漁獲した２尾は植物種子を飽食していたが，全く消化さ

れていない。これは貯水池水位の上昇により陥水した陸上植物の種子であるが餌料とし

ての意義はあまりないと考える。コイはその索餌習性から云って湖底から餌を摂ってい

るものと想像される。従って消化管内から検出された藻類も，プランクトンが沈澱して

から摂餌されたとも推察されるが，本調査では底質の調査を行なっていないため，本湖’

におけるコイの主要餌料はまだ明らかではない。

(3)要約

以上本瑚に棲息する主要魚種１ｏ種について，それぞれの食性を述べてきたが，それら

を要約すると第１８図の如き食物連鎖の関係が成立する。即ち，本湖においては動物性プ

ランクトンおよび，植物性プランクトンを主体とする藻類が魚類の餌料として重要な位置

を占めており肉食魚たるマス類を除く他の棲息魚に広く利用されている。

三浦（１９５９）が報告している様に相模湖では動物性プランクトンと底棲生物たる，

第１８図棲息魚の食物連鎖

■■■■■、■■
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炉
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＝スリカ幼虫およびTubificdae等が餌料生物として重要な位置を占めているが，太湖に

おいては底棲生物の利用度は少く，藻類の利用度が高いようである。

藻類および動物'性プランクトンを主餌料とするゲンゴロウプナは調査期間を通じ他の魚種

と比較して非常に空胃率が低く，本湖の餌料生物の状態から見て，増殖対象魚種として適

種である。

１１ilの水産管理を考える場合淋泳層，産卵習'性等とともに，棲息魚相互間の索餌競争につ

いて考慮しなければならないが，本湖においては肉食魚たる，ニジマスとヤマメ，動物'性

プランクトンを主食とするワカサギとホンモロコ，消化管内容物に類似個性のみられるモツ

ゴとアプラパヤ等の間に可能性力考えられる。ニジマスとヤマメについては第１８図に示

した如くニジマスは陸棲昆虫を主餌料とし，ワカサギ，ウグイ，アプラパヤ等，ヤマメは

ワカサギを主餌料としゲンゴロウブナ，アプラパヤ等と，食物連鎖のつながりを持ってい

るが，湖が成層をなす時期には食べるものと，食べられるものとの間に遊泳層の相違が生

じるため，これらの餌料生物は，ニジマス，ヤマメ等にとって必ずしも，食べやすい餌料

ではない。従って，本湖においては，両者間の索餌競争を問題にする前に，食物連鎖の底

辺に位する，藻類，動物性プランクトン等と，肉食魚との間を結ぶ餌料生物の検討および，

その移殖が必要である。

ワカサギとホンモロコについては，ホンモロコの調査尾数が少なく，両者の間の関係に

ついては明らかではないが，我々が，この両種を放流する際，どちらが本湖に適した魚種

であるかを選択する意味も含まれていた。ワカサギの移殖が一応成功した現在ではホンモ

ロコの持つ意義は小さく，動物性プランクトンフィーダーとしては，今後，ワカサギに主力

を置き，増殖を計る方針である。

次にアプヲバヤとモツゴについては，消化管内容物を検討した結果この両者の間に非常

に類似した傾向が見られた。さきに魚類相の推移の項て述べたとおり，湛水後から３４年

までは，アブラパヤの棲息数が非常に多かったがその後，次第に減少し，モツゴの数が次

第に増加しつつある。このことと，両者間の索餌競争とが直接関係があるかどうかは不明

であるが，利用価値の殆んどない，アプラパヤがより利用価値の高い，モツゴに変りつつ

あることは水産管理上好ましい現象と考える｡

棲息魚の産卵

本湖に棲息する魚類中，現在までに天然繁殖を行なっているものは，ヤマメ，ワカサギ，

ゲンゴロウブナ，ウグイ，アブラパヤ，モツゴ，ホンモロコ，ヨシノポリの８種て゛あるが，

４

－１１５－



ワカサギ，ゲンゴロウプナを除いては，直接産卵行為を観察したものではなく，いづれも稚

魚の採集および’観察，或は放流体型よりも小型のものを採捕して，天然繁殖が行われている

ことを確認したものであるので．ここでは前記の二種および多くの稚魚が採集さ』れたアプ

ラバヤの産卵状況についてのみ述べることにする。

(1)ワカサギ

ワカサギは，３３年春，第１回の放流を行ったものが，翌３４年にはすでに，産卵を行

ったが，次の年の３５年には産卵期に減水したため産卵成績は不良であった。

以下３４年と３５年の観察の結果にもとずいて，本湖のワカサギの産卵状況を記述する□

産卵期

３４年においては，３月中旬頃から，各流入河川の流入部附近に親魚が集って，その附

近を群溝していたが４月中旬頃一斉に河川に湖上し，産卵を行った。４月１５日と４月２１

日～２２日の観察の結果によれば，流入部附近に群溝する親魚の群の大きさは，４月１５

日の方が，４月２１日～２２日の群より，はるかに大きく，４月２１日～２２日は採集し

た親魚の大多数は，すでに産卵後のものであった｡また，４月中旬の水道局の湖沼観測の時

に|怒化直後の稚魚がプランクトンネットにより，峯谷と小菅川で採集されている。

本湖の当時の水温は，約１０°Ｃ前後であったが．この程度の水温では，ワカサギ卵は

受精からふ化までは約’ケ月を要するので，すてに３月中旬には，－部産卵されていた

ことになる。その後，５月１６日の月定期観測時にも，多摩川本流の流入附近に，なお少

数ではあるが，親魚群が認められている。３５年に於ても前年と同様４月および５月に

河Ⅱ肺入部で，ワカサギ親魚群が集っているのが認められた。

以上の点から推察して本湖のワカサギの産卵期は，３月中旬から５月中旬の２ケ月に

わたり，盛期は４月中旬であろうと考えられる。なお３４年４月２１日～２２日に各河川

の産卵床より採集した卵について，その発生ステーヂを調査し結果を第２７表に示した。

第２７表によれば，最も大きな流入河川である多摩)||本流で採集した卵が，他の河)||から

採集したものより発生ステーヂが梢☆進んでいる。このことは，ワカサギの産卵時期と

結びつけるには，種々の外囲条件の検討が必要であるが，とりあえずここでは］つの事

実としてつけくわえておく（

句

＄

や

－１１６－
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産卵場所および産卵数

産卵場となる所は，河川流入部附近の流れのゆるやかな浅場および，その附近の獺脇で，表

面流速が０．６ｍ／sec以下の川底および湖底が，産卵床となっており，その水深はOc1n～50ｃｍ

の間で，水深の浅い所の方が産卵数が多いようである。底質は主として小砂利であるが，表面

が平らな岩石面にも多数産卵している。しかし草木の細根等には産卵していない。３４年に産

卵の行はれた場所は本湖に流入する河川の流入部すべてであり，極めて小さな流れの落口に

も親魚が集っていた。そのうち，産卵数の多かった箇所は，多摩川本流，小菅川，岫沢，等で

あった。これらの産卵床の面積および単位面積当りの産卵数およびこの生卵数をまとめたのが

第２８表である。この表によれば，各産卵場とも単位面積当りの産卵数の多い所と少ない所が

あり，産卵数の多い所では，2000粒／10cmf～3,600粒／l0cwi，少ない所では,150粒／１Ｍ

～430粒／10cmfの卵が，それぞれ計数された。この両者について，流速，水深，底質等の

条件の相異は，必ずしもはっきりしているものではなく，同一の瀬脇でも産卵数の多い所と

少い所が存在した。産卵床の面積は３４年には第２８表の如く，小菅川が最も大きかったが，

本湖の如く地型の複雑な人工湖においては，産卵時の水位が1ｍ上下しても産卵床とな

りうる場所の面積が大きく変化することが想像される。

３５年の産卵期は，先きに述べたとおり減水時にあたったため，流入水が湖底に堆積し

た土砂をたえず洗い流していたため，流入部附近は非常に濁っており親魚の醐上をさまた

げていた。それでも，いくらかの親魚が河川部に湖上していたが，この様な状態ではたとえ

産卵しても卵は土砂と共に流下してしまい，後から流される土砂によって埋没してしま

うものと思われる。要するに，ワカサギの産卵が成功するためには，産卵盛期後少なくとも

1ケ月以上の水位の安定した期間が必要であり，本湖のワカサギの産卵条件は非常に不安定な

￣

状 ｡／）〃EＪＣ

8夷牢専産卵場の面積と産卵数1sよびその生』

調査卯勢
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態にある。
篭28夷羊専産卵場の面積と産卵数1ｓよびその生卵率(昭34年）

０

産卵河)|’ 産卵床の面積

区分 面積

l0C7il当り

の産卵数

生卵率 調査卵数

多摩)１１本流

(後I-Ll)'１合流附近）
￣■－－●－－－￣~１－已￣

′」 、 菅川

（金風呂附近）

産卵の多い場所

産卵の少い場所

計

産Dl1の多い場所

産卵の少い場所

計

１３㎡

１７７７ｆ

３０㎡

２５㎡

６３㎡

８８㎡

3,609粒

216〃

1,818〃

１６４〃

75.3％

８６．２〃

14000粒

２３００〃

岫 沢

西側

東側

計

２０㎡

２５㎡

4５７，，

２２０６〃

430〃

９８．３〃

８０．５〃 4,700〃



なお，３４年の各産卵場から採集した卵の生卵率は７５％～９８％の間であったが，こ

の１値は諏訪湖から購入する卵の生卵率と大体同じ値であり一応満足すべきものと考える。

孕卵数および』性比

昭和３４年４几産卵場附近で採集した親魚の性比および平均孕卵数を第２９表に示した。

本湖のワカサギ親魚の体長
第29表ワカサギ性比及び平均孕卵数。

ば，平均７．６０７７z～６．５c77zで

他の湖沼と比較して精々小

型である。白石（１９６０)，

(ま諏訪湖その他の湖沼のワ

カサギ孕卵数の測定値から，

Ｎ＝1000Ｗで概略が得ら

れるとしているが，zkiiiiの
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●

､１１ｋ

８１２．３９８ ８

ワカサギの場合は，白石の#基準よりかなり少ない様である。た；だ性比がいづれの採集場所

においてあ旱の数が８の約1／１０以下であって，特に多摩川本流では１／40以下で地域に

よる差異も認められる。このような現象は加獺林外（１９６１）により，霞ケ浦，桜川のワカサ

ギについて観察されているか，このことはワカサギの産卵習性として，アユの如く８と

旱が別なグループを作る傾向があるのか，またいったん産卵した旱は蕊死するか或は産卵場

から姿を消すかして次第に数を減じ８だけが残るものか不明であるが，ワカサギの産卵習'性

を知る上に興味ある問題である。

(2)ゲンゴロウブナおよびアプラバヤ

３４年５月２７日～２８日の両日に亘って産卵調査を実施したが，調査当日はゲンゴロ

ウブナの産卵行為は認められず，卵も発見出来なかった。しかし，湖岸各所で浮上後間もな

いゲンゴロウブナの稚魚およびアブラバヤの稚魚が認められ，当日採集したゲンゴロウプナ

およびアブラバヤはいずれも成熟した卵を持っていた。

－１１９－
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第３０表採集場所によるゲンゴロウプナとアプラパヤの混獲率の相違
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また，５月１日には水道局の水質試験:室の人が，ダム前でフナの産卵j行為を目撃し，卵も

採集しているので，３４年のゲンゴロウプナの産卵は４月下旬から６月にかけて行われたもの

と見れるし，アブラパヤもゲンゴロウプナと大体同じ時期に産卵したものと考える。

なお，ゲンゴロウについては，３５年１１月１６日～１８日に行った漁獲調査で，体長2.7c77z～

2.6c77zの小型魚が漁獲されているので本種の産卵期はかなり長期に亘るものと推察される。

また，３６年には５月中旬から６月中旬にかけて，６回にわたり産卵調査を実施したが，こ

の時期に湖が減水を続けていたためか，ついに産卵を行ｉｔﾐはなかったことから，ゲンゴロウプ

ナの産卵もかなりその時の湖沼条件に左右される様である。

次に産卵場所についてであるが，３４年５月に採集したゲンゴロウブナとアブラバヤの稚魚

の混獲率を採集場了所刷に第３０表に表示した。採集場所の区分に「本流部」と記してあるの

は湾入部に対して用いた語であって湖岸の入り込んでいない場所である。

さきに述べた』とうり３４年には，ゲンゴロウブナとアプラパヤカミ大体同じ時期に産卵した

が第３０表に示すとうり，両者の稚魚が採集される場所は地域的に異なっていて，湾入部では

ゲンゴロウブナの稚魚が多く，本流部て繩はアプラバヤの稚魚が多い。このことは両種の産卵場

所の相違を意味するものと考える。また卵を産みつける対象物はゲンゴロウブナの場合は本湖

においても，他の人工湖と同様湖面に浮遊する木の葉や，小枝等のゴミに産卵することはた

しかである。しかしアブラパヤについては分かっていないが，アブラパヤの産卵習性から推察

して，恐らく湖底の小石等に産卵するのではないかと,恩はれる。

以上要約すると，本湖の放流魚種のうち，ワカサーギとゲンゴロウブナは一応天然繁殖を行

っているが，両種とも人工IiliI特有の水位変動のため，産卵条件は不安定な状態であるので今

後とも繁殖状況を見ながら放流を断続する必要があり，特に年魚的な性質が強く，しかも産卵
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場が限られているワカサギについてはその必要性が強いと考える。

５主要放流魚種の成長

本楜の主要jijt流魚種である，ニジマス，ワカサギ，コイ，ゲンゴロウプナ，の４種につい

てｏ成長度を全長（または体長）の変化から検討してみた。

資料は，昭和３３年から３５年の間の漁獲調査により，採集した全個体の体型測定値を用い

て。また補足資料として，本湖に出漁した遊漁者に漁獲調査票を配布し，釣果を収録したもの

も用いた。

上記の資料について，各種の体長（または全長）組成のモードの移行ｒより，成長を求め

たのが第］９図～２２図である。資料の採集には，主として刺網とビンドを使用したため刺

絹は目合により，ビンドは入口の直径によって，漁獲魚の体型が或る程度F制限されるので，

漁獲された'資;料がその時の魚群を代表しているとは云えないが，放流魚については，①湛水

前に棲息していなかったこと『②放流時の体型が揃っていたこと。③同一魚種の放流が次回の

放,流までに約１ヶ年の間隔]があること等から，上記の方法でも或る程度成長が追えるもの

と考えた。従って標識魚を除き，体長組成の散らばりの大きい高年魚や，採集された材料が少

ない場合には，問題があり年令形質による査定が必要である。以下各魚種についての成長状

況を説明する。

(1)ニジマス

ニジマスは，３２年以降毎年，１０月～１１月に平均全長１４Ｃｌ、前後の稚魚を放流し

ているが，本種は前記の.通り放流_魚のほとんどが一年以内に漁獲されてしまうので，各

年次別の,成長度ｔ追うのは比較的容易であった。ニジマスの各年次ごとの成長度は，第

１９図に示した通り，湛水第１年目の昭和３２年に放流した魚の成長が，３３年以降も放流

したものと比較して著しく良好であった。

すなわち，３２年に放流したものは，放流後約６ケ月の３３年４月には平均全長２５ｃｍ

（１５７９）に達しいた＝が，３３年に放流したしのは，１７０７m（６３．２'）前後，３４年の

ものは，放流後９ケ月の８月に２０cｍ（７６．５９)に達したに過ぎない。

しかし，いずれの場合も都内当河ﾉllに放流したものに比べろと，その成長状況は極めて良

好である。ただ，ここで注意しなければならないことは，春期までは上記の様に順調な成

長を示すが，夏期以降成長が停止することである‐この現象は３３年および３５年に認め

られているr)このことは分布ならびに成長の項で述べた通り湖が，成層をなす時期にマス類

と，その餌料生物との遊泳層か異るため，ニジマス餌料の不足をうらがきするものと考え

－１２１－



ろ。３２年の放流魚とそれ以降の放流魚の成長に差が現われたことについては，湛水直後の

多くの人工湖に見られる湖水の高位生産'性に基因するものと考えられる。

(2)
第１９図ニジマス成長度（全長）

窪
長
四

Ｉ
●

１Ｗロ。

写り′、 ロ

一（月）

(2)ワカサギ

ワカサギは孵化後から秋期までの漁獲が困難で資料が少ないが，秋から産卵期にかけて漁

獲尾数が集中しているので，産卵期まて･にどの程度の大きさまでに成長するかは知ること

が出来た。各年次ごとの成長状況は，第２０図の如くでいづれの年も産卵期までに約Ｍｎ，

翌年の夏期に約Ｍｎに達しており，現在までのところ，各年による成長の差はあまり見られ

ない様である。ただ本湖のワカサギは，霞ケ浦，諏訪湖等のものと比較して体型がや上小

型のようである。このことはおそらく，天然餌料の量と密接血関訓係があろうと思われる。

(3)コイ

コイは３３年３月に標識魚６０００尾を放流してから３４年に３万尾，３５年に

３，５，０００尾の稚魚の放流を行っている｡各年次ごとの成長状況は第２１図に示した通り，３３

年３月に放流した平均体長８．４cmのものが，４ケ月後‘の,７月に１９cm，翌３４年５月には．

３７c771,さらに，３５年５月には５００７７１に達しているのに対し，３３年以降に放流したも

のは，いづふれも第１回のものに比較して成長が悪い。これを都内の，多摩川中流部および

中川に放流したコイの成長と比較すると，３３年の場合は河川よりも良く，３４年以降のも

のは河川よりも劣る。コイもニジマスと同様，第２年目以降の放流魚の成長がおちる傾向

が見られる。

－１２２－



第２０図ワカサギ成長度（全長）
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(4)ゲンゴロウプナ

グンゴロウブナは，３３年春にはすでに－部自然繁殖を行ない，それ以降毎年繁殖を行な

っており産卵期も比較的長期に亘っているので，３４年夏期の漁獲魚の体長組成は複雑に

なり，３３年の発(生魚と３４年の発生魚との識別が困難になった。更に，３５年１１月の

漁獲魚については，放流または発生年次を体長組成から推定することは困難になった。

体長組成から推定出来た範囲内での，各年次ごとの成長度は第２２図のとおりで，各年と

も大体類似の傾向が見られ，ニジマス，コイ，等の如く､年による成長の相違は見られない

ようである。

第２２図ゲンゴロウプナ成長度（体長）
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ゲンゴロウプナ体長組成第２３図

以上主要放流魚４種についての成長を述べたが，傾向としては，ニジマス，コイ等の如く肉

憧性；または雑食性の魚種は湛水直後に放流したものの成長がよく，次の年から成長が落ち
る傾向がみられるか，ワカサギ，ゲンゴロウブナ等の如く，プランクトンを主餌料とする魚

種については，現在まで各年次ごとの成長に大きな粗い違>はく認められず，毎年同じ様な成長

状況を示す様である。、

６刺網の目合と漁獲される魚の大きさ

今回の調査に使用した刺網は，前にも記したとうり（Ⅳ，１）４０節，２２節，１３節，

１０節，７節，４１節等の７種類の目合を使用した。このうち，７節および２２節は調査開

始当時から使用したので,使用回i数は最も多く，１０節および４節は，３５年１１月から

使用したので使用回数は少ない６また４０節は３４年７月および９月に使用したが，４c771前

後のワカサギ１尾，３cm～４c17zのヨシノボリ５尾を漁獲したのみて，漁獲能.率が悪くその

後の使用を中止した。以上の結果から刺網の目合と漁獲される魚の大きさの関係について，

或る程度知ることが出来たのでその結果を第４４表に示した｡＿
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即ち，マス類では７節によって，体長１４cm～４６c１，，６節では１８０１１～４４cm，４節に

よっては，３４cm～４２c77zの範囲のものが漁獲されており，７節および６節で漁獲された

魚の,最大と:最小の体長の差が２０C17Z以上あり，同じ目合で漁獲される魚の大きさの範囲が，

比較的広い。しかし，最も多く使用した７節については，体長２４０７７１～２ＭZの妬めの漁

獲）尾数がこの目合で漁獲された全尾数の半数以上を占めているので，７節については体

長２４C77z～２８０１７zのものが,.まだ､使用回数は少なかったが，４節については，３０c77z以上のも

のが適性目合であろうと考える。

ゲンゴロウプナは，１３節で，体長３c77u～８c771,7節で１０c77z～１８０７７１，６節で１２cm～

２２０，１，４節で２０cm～３０cmの範囲のものがそれそオし漁獲しされたが，マス類に比較し

て，漁獲される魚の体長には漁具の目合にかなりの選択'性が見られ，同一目合で漁獲され

る魚の体長範囲は１０c771以内であった。また，７節で1V説体長１２０７７z～１６cmの範囲のもの

６節では１４cm～２０，１の範囲のものが，各々の全漁獲尾数の９０％近くを占iめ)ているの

で，上記の|体長がそれぞれの適性目合であろうと考える。その他，コイ科のウグイ，ア

プラパヤ，モツゴ，ホンモロコ，等についても，各目合によって漁獲される魚の大きさに

は，ゲンゴロウプナと同様漁具の目合に選択性が見られる。２２節によって漁獲された魚

の体長（範囲は５c111～l4c17Iで，そのうち５７cm～８ｍのものが主体をなし，１３節では

８cm～l5c1mの範囲で，１１c77z～l3c77zのものが主であり，７．節ては１５c171～３１c77zの範

囲で，１９０７１～２２c77zのものが主に漁獲されている。

その他，コイ，オイカワ，ヨシノポリ，等については，漁獲尾数が少なかったので検討出

来なかった．

●

ｖ水産増殖上からの考案

奥多摩糊を魚類の棲息環境の面から検討すると，さきにⅢ(2)および(6)で述べたとうり表層

水温は年間約８℃～２７℃の範囲で変化しており満水面下約７０cmに存在する発電用取水管

附近までは全循環期をのぞいて１０℃以上の時が多い。溶存酸素量も表層は年間を通じて約

７０％以上含有されており発電用取水管附近で５ｐｐｍ以上含まれている。従って魚類の

棲息範囲を決定する重要なｆａｃｔｏｒである水温および溶存酸素量の調査結果から本湖は温

水性，冷水性魚類ともに棲息可能な水体であって，しかも魚類が自から選ぶ遊泳層の問題は

別として，かなり深`層まで魚の棲息可能水域が存在する。

透明度および栄養塩類の面から見ると〔、(8)および(7)イ)，ロ)，ハ)，参照〕透明度は６ｍ～

⑩
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２ｍの範囲で変化しているので中栄養湖としての性格が強い。栄養塩類は珪酸塩が非常に多

く，窒素化合物の量も他の湖と比較してそう少ない方ではないが，燐酸塩の量は非常に少な

く植物'性プランクトンの繁殖の盛んな時期には湖水中に全く認められなくなる場合もある。

従って栄養塩類の不足から湖の生産が制約されるようなことがあるとすれば本湖の場合，最

も含有量の少ない燐酸塩の欠乏が生産の制限因子となる可能,性がある。

一般に人工湖に魚類を増殖する場合，天然湖と比較して不利な条件として，水位の変動が

はげしいこと，湖岸が急峻で湖柵部が少ないこと，ダムから常に大量の放水があること，湛

水前の立木がそのま▲湖盆に残っていること等が大きな理由としてあげられており，この３

つの条件が単独でまたは重なりあって棲息魚の繁殖の問題，餌料生物の不足の問題，魚類流

下の問題，魚の漁獲の問題，等が引き起こされるのが通例である。

奥多摩湖についても，水位変化の引き起す現象として次の問題点がある。

第一には多くの人工湖で問題となっている棲息魚の産卵についててあり，ワカサギについ

てはⅣ，４，(1)，でのべたとうり水位の低下により３４年，３５年と天然産卵が不成功に終

っている｡水位変動が産卵ＩＣおよぼす影響はワカサギだけではなく，湖岸の浮遊物に産卵する，

コイ，フナ，および流入河川に棚河して産卵するマス類にもおよぶものと考えられる。

コイ，フナについては水位の低下によって卵の附着した浮遊物が干出する恐れがあり，ま〒

た産卵期間中の減水により，産卵行動を中止することが考えられる。（３６年には産卵期間

中減水が続いたため５月～６月にかけては天然産卵を行つ｣ていない。）ノ

マス類については写真にも示したとうり，台風の来襲によって河川流入部に大量の土砂が

堆積しその後水位が低下すると流入水は土砂堆積部に於て潜流となるか，あるいは流入水全

部が潜流とならなくとも，河川流入部が浅くなる場合があるが，この現象が若しマス類の産

卵期と合致すれば湖から川えの魚の通酪が遮断されマス類の産卵回iliiF7b:阻害される。

第二には濁りの問題である。Ⅲ，２，(4)で述べたとうり奥多摩湖の高濁水塊出現の原因と

しては，大量の降雨による濁水の流入と，水位低下により流入水が堆積土砂を流し込むため

に起る濁りとがある。この後者の濁水の流入と湖河'性魚類の産卵期が合致すると魚の湖上が

阻害され，また濁水が湖水中に流入すれば，第一次生産者たるプランクトンの発生が阻害さ

れる。

このような問題を解決する手段としては水位の調節，人工内湖，人工浮島，或は人工魚巣

の設置等の方法があるが，水位の調節については奥多摩湖は水道用貯水池として建設された

人工湖であり，水産は二次的な立場にあるので魚類の繁殖のための水位調節を行なうことに
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Iま大きな望みはかけられない。人工内湖の設置には費用がかかりすぎるし，マス類の繁殖助

長にはあまり役に立つとも恩はれない。また，人工浮島および人工魚巣の設置はコイ，フナ

等の産卵場を提供する上には役に立ってあろうが，産卵期間中減水を続けるような年には産

卵を行なうかどうかは疑問である。

人工湖の増殖を行なう場合，棲息魚の天然繁殖によって資源維持を計ることは理想であり，

そのように努力すべきではあるが，奥多摩湖の現況では実現可能な手段として，天然繁殖の

状況を調査しながら種苗の放流によって資源をおぎなって行く方法が得策であろうと考える。

次にその具体的な方法について述べる。

先づ増殖魚種の撰定についててあるが,⑰，２，(1)で述べたように奥多摩湖には現在まで，

ヒメマス，ニジマス，アユ，ワカサギ，ゲンゴロウブナ，コイ，ホンモロコの７種類を放流

したが，アユには陸封'性小アユの生産という別なねらいで放流されたものであるので，湖の

増殖対象魚種として放流したしのは６種である。これらの魚種のうちホンモロコはすでに，

増殖魚種としての意味がうすらいできており〔⑰，３，(8)参照〕，ヒメマスは資料が少なく

増殖魚種としての適否については目下のところ検討中であるが，ニジマス．ワカサギ，ゲン

ゴロウプナ，コイの４種については成長，漁獲の面から考えて，一応本湖の増殖対象魚種と

考えてよい。

このうちコイは現在まで天然繁殖は認められていないし，ニジマスもその習'性から天然繁

殖は期待出来ないので，この両穂は今後，放流適量を調査しながら継続して放流を行ってゆ

かねばならない、

ワカサギ，およびゲンゴロウブナの二種は，Ⅳ’４で述べたとうり，それぞれ天然産卵が

認められたが，両者ともその年の湖沼条件によって，産卵の成否が左右され不安定な状態

にある｡特にワカサギの産卵土，産卵場所が河川の流入部にかぎられているので水位の変動

による影響をうけやすく，水道局の調査した昭和７年～２８年の２１年間にわたる本湖の推

定水位変化表，および湛水後の水位変化からみても，ワカサギの産卵期である３月～５月に

かけては水位の低下している場合が多く，天然産卵が成功する条件の年が少ないものと考

えられるので，毎年２千万～３千万粒の卵のふ化放流を行なったほうがワカサギの資源は

安定する。ゲンゴロウプナは，その産卵習性からみて産卵場となる場所が湖岸全域の広範囲

にわたっており，産卵期がワカサギよりもおくれ，しかも長期にわたるので，水位変動によ

ってうける制約も，ワカサギと比較して少ないものと考えられる。従って天然産卵による資

源の維持もある程度期待出来るのでワカサギの如く，毎年継続して放流を行なう必要性は少

①

『

①
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なく，各年の産卵状況を調査し，その結果にもとづいて,補殖放流を行なうべきである。

その他在来魚種および，混入魚種として，ヤマメ，ウグイ，アブラバヤ，モツゴ，オイカ

ワ，ヨシノボリ等が棲息しており，このうち棲息量の多い，ヤマメ，ウグイ，モツゴ等は，

それ自身，釣魚の対象となる魚種であり，今回の調査では量的な検討は充分ではないが，

それぞれ増加の傾向を示しているので問題は少ない．なお現在棲息量は少ないが，オイカワ，

ヨシノボリ等は今後増加する可能性がある魚種（３６年には，すでに増加している）である

が，現在のところ，これ等の魚が湖の生産にどのような役割をはたしているか不明であるの

で，今後の調査結果にもとずいて，これらの魚種に対する考えかたをきめてゆきたい。

アブラパヤについては,⑰２，（2殿よび,⑰，３，(3)で述べた如く、次第に減少の傾向を

示しているが，利用価値の少ないアブラパヤの減少は，水産増殖上さして問題にならない

と考える。

以上の魚種を増殖する場合，本湖の生物相から考えて，ニジマス，ヤマメ等の肉食魚の餌

料生物の不足の問題がある。このことは⑰，３，（3ルで述べたように，湖が成層をなす時期

には，ニジマス，およびヤマメと，その餌料となっている陸棲昆虫，ワカサギ，ウグイ，ア

ブラバヤ，ゲンゴロウブナ等との間に遊泳層の相違が生ずるため，これらの生物はマス類に

とって適性な餌料ではなくなる。従って，食物連鎖の底辺に位する植物性，動物性プランク

トン等と肉食魚との間を結ぶ餌料生物の検討，およびその移殖を行なえば，マス類の生産は

さらにのびるものと考える。

人工湖の水産管理を行なうには，すでに述べたような増殖の手段とともに，漁業調整上の

措置も考えなければならない。

奥多摩湖は現在，公開漁場となっているので漁業調整上の措置としては，自動的に東京都

漁業調整規則（－部は山梨県）が適用され，禁漁区，および漁法については内水面管理委員

会の指示によって規制されている。しかし従来と全く様相の異なった人工糊という新らしく

出来た水体に対して従来からの調整規則をその丈△適用することに無理があり，すでに矛盾

点が出て来ている。

すなわち，東京都内ではさして重要な魚種でなかったワカサギが奥多摩湖の出現によって，

増殖対象魚種となり産卵場における卵の保護の必要が生じて来たが，現行規則ではワカサ

ギについてはなにもふれていない。

またマス類についての禁漁期間が３月１５日から１０月３０日までと示されているが，奥

多摩湖では夏におけるマス類の遊泳層が１０ｍ以深になるので，現在奥多摩減でゆるされて
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いる一本釣の漁法でマス類を漁獲出来る時期は，春と秋のごく短かい時期にかぎられてしま

う。深部に棲息するマス類の漁獲については他の漁法を考えなくてはならない

以上の外にも，本湖のごとく湖岸の急峻な場所が多く，地型的に釣場の制約される水体に

おいて，資源保護のための禁漁区の設定の意味があるかどうかについても検討する必要があ

り，今後棲息魚種の推移によって，また新らたな問題が出てくる可能性もある。

要するに本湖のごとく特殊な，しかも湛水後日が浅く，末だ生物相も不安定な水体の水産

管理を行なうためには，継続的な漁獲量の推移，および棲息魚の生態を知らなければならな

いのでこれらについての調査の必要'性が痛感される。

Ⅵ摘要

昭和３２年６月東京都西多摩都奥多摩町に出来た，水道用貯水池奥多摩湖（最大水深，

１４２．５ｍ満水面積4.25K,2）の，水産増殖を行なう上に必要な資料を得るため，湖沼条件

の調査および在来魚種と湖完成後放流した魚についての生態について調査した。

昭和３２年１２月から３５年１２月までの調査結果は下記の通りである。

１湖沼調査

（１）水位変化

昭和３３年には異状渇水のため，７月には有効水位（水道用取水管の存在する上の水

位)が1ｍまで低下した。３４年の年間水位変動は少なく，９ｍ以下であった。

３５年は３４年に比較して，水位変動は大きく，年間約１７ｍに達した。奥多摩湖は

水面積が大きく，建設目的が水道用水の確保にあるため，短時間に急激な水位変動を起

すことは少ない。

（２）水温

ダム前の表層水温の最低は，３月，最高は８月に現れる。底層水温は通常表層水温の

影響をうけることなく，周年６℃～７℃の範囲である。垂直分布は一般の温帯湖と同様

８月に停滞期となり，１２月には全循環期に入るが，４月頃から高水層が現われ，９月

から部分循環が始る。ダム前に於ては，発電用取水口からの放水により中層に流れが出

来て，それ以深の氷塊はDeadWaterとなるが，発電用取水口の位置より湖底の浅い

麦山附近から上流には，DeadWaterは認められない。

湖の上流部にあたる河川流入部では冬期に結氷が見られ，結氷水域およびその下流部

の水温は逆列成層を示す。河川からの流入水は，満が成層をなしている時期には等温層

凸
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に流入し，流入水が湖の水より低下する時期には湖底にそって流スする傾向が見られる。

(3)透明度

奥多摩湖の透明度は通常６ｍ～２ｍの範囲で変化するが，調査期間中の最高値は7.5ｍ，

最低値は０．４ｍであった。流入水が,平常な場合には下流から上流に向うに従って，透

明度が低下する傾向が見られる。透明度は，湖沼型を区分する一つの基準になっている

が，奥多摩湖は透明度から見た場合一応中栄養湖型と考えられる。

(4)燭度

奥多摩湖における，高濁水塊出現の主な原因は，多量の降雨による洞？'川|からの濁水

の流入と，水位低下によって流入水が湖底に堆積した土砂を流下するために起る濁り

との二つがある．成層期に流入する濁水は，等温層と，底層の二層に分かれて流入する

ため，中層および底層に高濁水塊が出現する。濁度についても，ダム前附近においては

水温分布で見られた様なDeadWaterが見られる。従って，底層に流入した濁水は流

出する場合が少ないため，湖底部には，濁度の高い氷塊が存在する場合が多い。

(5)ｐＨ

ダム前の表層のｐＨは１０月から４月中川旬までは中,性に近く，５月以降急激に上昇

し，夏期には７．８～９．１を示す。垂直;分,i布は停滞期には表層水がアルカリ性となり，

深底部は中性かまたは，有機物の分解のため弱酸性となり，躍層は，１０ｍ附近を中

心として３０ｍ以浅に現れろ。

(6)溶存酸素

表層水の溶存酸素量の年変化は，炭酸同化作用の盛んな春期から秋期にかけては,９０

％～１２０％で飽和に近いか，または過飽和の状態になっているが，秋期から冬期にか

けては精々減少し，７０％～８０％程度になる。垂直分布は，夏期には表層が過飽和

の状態で’１０ｍ～２０ｍｌ'層で５０％～７０％程度まで減少し，底層で再び急に減少

する場合が多く,全循'環期I!ま表層から深底部まで大体同様な分布を示す傾向がある。

淡水魚の溶存酸素量から象-た棲息限界を５ｐｐｍとすれば，特別な減水期をのぞい

て，ダム前附~近では’７０ｍ以浅までは棲息限界となる様な値は見当らない。

(7)栄養塩類

窒素化合物の量は少なく，湖水中の窒(素化合物は殆んどが分解の進んだ硝酸熊窒素

のかたちで存在し，通常０．２～０．３ｐｐＨ程度含有されている。

季節的には，晩春から夏期にかけて表層で減少し，時には１０ｍ層まで含有量が
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Ｏになる場合もある。この時期には表層の含有量の少ない氷塊の下に含有量の最も多

い層が存在する場合が多い。奥多摩湖の栄養塩類のうち燐酸塩が最も不足しており，全

く検出され通いか痕跡程度に認められる時期が多く，小野湖，相模湖，琵琶湖，等他

の湖と比較してもその含有量は少ない。

珪酸塩の含有量は多く，１８．４ｐｐｍ～4.3ｐｐｍの範囲で存在し，含有量の同期的な変

化，表層と深底部との差異は認められない。

（８）プランクトン

動物性プランクトンとしてl,ま』鈴虫綱Ｒ属‘榛脚目１属，鯛脚目３属，雷１２属ハ植

物塗プラ:,クトにびこ!よ'緑藻譲１５霞，珪藻霧」５属，鞭三E藻澤３冨計５s震，

その地震不明の輪虫，藍藻，鞭毛藻別原生動物等が数種出現した。

動物'性プランクトンのうち，出現回数歳よび出現量の多いものは，Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ・

IPl1o1esom1a,`､spp・ｐｏｌｙａｒｔｈｒａｓｐ・等であり，植物'性プランクトンの主体をな

すものは多くの場合，珪藻類でおづｱて時期酌に緑藻類が優占種となる場合がある。

湖の上流部から下流部えの各種の出現率は，各地点とも似かよった種類が出現してい

るが，出現種の組成は場|所により異る場合が多く，量的にも上流に多い場合，下流に

多い場合等様々である。

２魚類調査

（１）棲息魚種

奥多摩湖に棲息する，魚類は，５科１２属１３種で，このうち，ヤマメ，ウグイ，ア

プラパヤ，Ｉま在来種，ヒメマス，ニジマス，アユ，ワカサギ，ホンモロコ，ゲンゴロウ

ブナ，は放流魚種，モツゴ，オイカワ，は放流魚に混じて入った魚種，ヨシノポリ，（ま

在来種か混入種か不明である。

（２）魚類相の推移

３３年には，アプラパヤ，ウグイ，ワカサギ，ゲンゴロウ(ブナ，ニジマス，コイ，等

の棲息量が多く，３４年から３５年にかけては，アブラバヤおよびニジマスが減少し川

ウグイおよびモツゴが増加している。このうち，アプラパヤの減少と，ウグイおよび

モツゴの増加が特に顕著であった。

（３）分布並びに遊泳層

ヤマメは，夏`期には糊に広く分布するが，１１月には産ﾉﾘ１Vのため流入河川に移動

するので，湖の下流部では殆んど漁獲されなく芯る．

0J
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ウグイ，アブラバヤ，ゲンゴロウプナ，コイ，等の季節による地域的な分布の変化は，

はっきり見られない。遊泳層は，夏期には表層から１．５ｍまでの浅所に，アプラパヤ，、

ウグイ，等が棲息し，それより下の７ｍ層附近まで，ゲンゴロウブナが分布し，更に１０

ｍ層以深にマス類が分布する。秋期には，マス類の遊泳層が浅くなるが，他の魚種につ

いては大きな変化はない様である．

(4)棲息鍾種の食性

奥多摩湖に於ては，動物性プランクトン鈴よび柿物性プランクトンが魚類の餌料

として重要な位置を占めており，マス類を除く他の棲息魚に広く利用されている。

藻類および動物'性プランクトンを生餌料とするゲンゴロウブナは，他の魚種と比較

して空胃率が低く，餌料生物の状態から見た場合増殖適種である。

マス類の餌料については，ニジマスは，陸棲昆虫を主餌料とし，ワカサギ，ウグイ，

アブラバヤ等を摂り，ヤマメは，ワカサギを主餌料とし，ゲンゴロウブナ，アブラパヤ

等と食物連鎖のつながりを持っているが，湖が成層をなす時期には餌料生物との間に

遊泳層の相違が出来るので，藻類および動物性プランクトンと，肉食魚との間を結ぶ餌

料生物の検討が必要である｡ゲンゴロウプナのプランクトンの索餌傾向と，同一地点で

採集した，ネットプランクトンとの，出現の傾向は類似するが，ワカサギについては

動物性プランクトンを選択して捕食する傾向が見られる。

モツゴと，アブラバヤの食性は非常に類似した傾向が見られるが，両者の間に索餌競

争があるかどうかはまだ不明である。

(5)棲息魚の産卵

ワカサギの産卵期は’３月中旬から５月中旬にかけての，２ケ月に亘り盛期は４月中

旬であろうと考える。ワカサギの産卵場となる所は，表面流速０．６ｍ／ｓｃｅ以下，水

深５０cwz以浅の川底および湖底で）草木の細根等には産卵していなかった。

l0c77z当りの産卵数は，3.609粒～430粒で，その生卵率は９８．３％～７５．３％であっ

た、

産卵場附近で採集した親魚は８が非常に多く’９：８の割合が，１：８．３～１：43.7

であった。奥多摩湖のワカサギの孕卵数は3,065粒～2,128粒で,親魚体型からみて，

Ｎ－１０００Ｗ〔白石（１９６０）〕の基準より可成り少ない様である。

ゲンゴロウブナは，３４年には４月から６月にかけて産卵を行ったものと思われ

るが，湖沼条件によっては可成り長期に亘るものと考えられる。本湖に於けるゲンゴ

￣
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ロウプナも，他の人工湖と同様湖面に浮遊する木の葉，小枝，等に産卵するが，特に

湾入部において産卵数が多い様である。

(6)主要放流魚種の成長

ニジマス，コイ，等の如く肉食性，または雑食性の魚種は湛水直後に放流したもの

の成長がよく，次の年から成長が落ちる傾向が見られるが，ワカサギ，ゲンゴロウブナ

等の如くプランクトンを主餌料とする魚種については，現在まで各年次ごとの成長

に大きな相違を認訪'うれない様である。

(7)刺網の目合と漁獲される魚の大きさ

同一目合で漁獲される魚の体長範囲は，マス類が最も広く，最大のものと最小のも

のでは２０c171以上あるが，ゲンゴロウブナではl0c17z以下，ウグイでは１６ｃｍ以

下である。

各自合の刺網の漁獲対象魚としては，

２２，節では，体長７c17z～Ｍｎの，ウグイ，アプラバヤ，モツゴ，ホンモロコ等，

１３節では，体長１Ｍt～l3c7nの，ウグイ，アブラバヤ等，

７節では，体長１９c77z～２２０７７１のウグイ，１２０１７２～１６c77zのゲンゴロウブナ，２４c17L

～２８cmのマス類，

６節では，体長１４c771～２０ｃｍのゲンゴロウブナが，それぞれ適性目合であろうと考

■

』

える。
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第２４図(1)刺網およびビンドか投入場所（第２回漁獲調査３３．８．２０～２２）
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第２４図(2)刺網およびピンドの投入場所（第３回漁獲調査３３．１１．７～９）
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第２４図(3)刺網、ビンド、延縄の投入場所（第４回漁獲調査３４．７．２８～３０）
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第２４図(4)刺網およびピンドの投入場所（第５回漁獲調査３４．９．１７～１９）
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第２４図(5)刺網およびビンドの投入場所（第７回漁獲調査３５．８．１５～１７）
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第２４図(6)刺網およびピンドの投入場所（第８回漁獲調査３５．１１．１６～１８）
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１４６

採集年月日 ３５．２．１５ ３５．８．２３

採集朝所 ダム前 ダム 皮山 ダム

体長範囲（、） 】Ｇ２～１１．４ lＺＩ 面 10.8

■体胸 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 、 １ ２ 】
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ＬｉＣｍ印hOra、BPP･

S9nedrazpp･

Ｆｒ■giI■ri■BPP･

ＭＣＩ(心ira牢p、

＋
＋
ｒ
Ｃ

丁
汀
面
＋

ｃ
ｒ
ｒ

ｒ
ｃ
ｒ
＋

ｒ
ｒ

ｒ



■■■■■■■■■■■■■■■
■■■F■■､■

■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■
■■■■：■■■■■■■■■ｔ：

■回■■■■■■■■■■■■■
■■｢…－－－T■

餌曰■＝､■■■■■■■■■■■■
四■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
国■■■■■■■■■■■■■図■■■■■■■■■■■■
田■■■■■■■■■■■P■■■■■■■■F■■､■■

■￣､ﾖ■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■

昌昌昭;ⅢBHN=H吾ＨｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
圓Ⅲ■■■■■■■■■■■■■■■HlHlHHHHH
■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
＿■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
~￣…￣可■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■

il111l1II1IL--
－１４７－

。
、
釘
喧
、

曽
莇
早
め

⑭
【
が
守
、

句
叡
０
←
・
ず
、

函
昌
［

碗
、

裏
塵

く

芒;塵

禅
寺
榊
舌

雲
脂

一
．
痕
く
麺

●
●

＝可

鷺
借

鳫
浸

榊
号

山
・
ロ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
の

◎
⑬

R-

q

R-

、
・
の
Ｊ
１
、
。
③

￣

●

０，

t－

Ｂ

ＣｖＤ

い
ぱ
ｌ
農
ロ

【
画
、
’
＠
㎡

［
画

□７

、

ト

《◎

ｕフ

守

Cﾜヨ

ＣＱ

閂

＆

ＣＤ
司

００
円

[～
閂

｡
閂

ｌｒＤ
戸

マ
閂

CVD
戸

ＣＯ
閂

-

－

●
＝

｡､

CＤ

【～

【ｐ

IＣ

守

⑥う

６Ｊ

同

●
＝

。，

CＤ

U～

RＣ

0の

守

、

Ｃｕ

戸

ヨ

山
・
づ

、
◎
。
。
【
・
つ

由
Ｃ
己

の
【
づ

戸
己

【
づ

【
。
。

【」

＋

｡

且
Ｕ
Ｕ

Ｃ

じ

○

＋

＋

＋

し■

Ｕ
ｏ

、

Ｒ
ｕ
。

』
』

■
』

■

』
』

＋
し

Ｃ
Ｑ 凶

￣

＋

Ｑ
ｇ

＋

０
出
｛
Ｉ
Ⅱ
』
｛
Ｉ

‘
』
』

し
し
｛

Ｕ
Ｕ

８

咄

＋

＋

。
。
。

｡

＋

Ｌ

』
』

＋

。
。

｜
Ｕ
Ｑ
ｌ

〕
。

。
。

＋

＋

＋

＋

。
□

＋

＋

＋

。
。

』
』
』

0＝

＋

＋

《」

』
」

■

８

』
』

￣

＋

Ｕ

し

■

｜』
｜
ｕ
○
｜

‐一

＋

■

出
』

＋

』
』

』
』

凶

＋

、
。

■

■

』
』

』
』

＋

■

＋

＋

』
』

■

｡

＋

、
正
塒
澱
竃

医
蝶
澱
迷

（
日
）
西
燭
灘
厳

旦
杜
■

雇
砠
凶

●

EＬ
Ｉｎ

；
ロ

は
い

何
■
属
目
⑩
◎
国

ぱ
、

⑰
一
切
且
。
■
『
日
⑬
。
■

匿屋、

：
質
互
：
。
血
屋
態

ぱ
⑭

■
Ｅ
Ｃ
⑰
①
、
一
由

。
⑰

国
司
苗
５
函

ぱ
ゅ
句
Ｕ
』
⑩
Ｑ
Ｑ
Ｑ
這
い

は
め

呵
二
①
』
貝
□

は
め

何
』
二
］
』
両
門
一
．
凸

篦
、

■
毛
二
一
国

ユ
。

・
三
目
巴
：
『

巫倒塵

上
密

面が遡１，１い入、一八

■
。
⑰

【
ロ
ゴ
』
］
⑰
何
』
。
■
］
、

パ
ー
。
⑤

鱒
巨
已
。
■
ロ
図

ｇ
“

ロ
ｃ
』
ロ
①
何
言
①
臼

こ
。
的
山
ヨ
臣
西
⑩
①
ご
巴
膚
Ｕ
Ｕ
ｍ

α
：
四
目
①
色
目
幻
日
■
。
。

邑
已
切

口
二
。
二
日
門
◎

区
。
⑭

甸
冒
旦
鈩
ｎ
ｚ

ｇ
⑫

巴

：
、

戸
芦
』
切

句
『
』
呵
二
切
甸
一
四

区
。
⑫

昌
一
①
］
具
Ｑ
［
◎

パ
片
］
、

２
局
ｏ
万
二

嘩館藤 thl楊畷

魁が塑爪咋入、－入

（
躍
僻
釦
，
慨
ｅ
悟
，
土
砦
）
型
ｅ
Ⅳ

榊
鰹



Ｉ
‐

「

斗
争
Ｒ
□
）
尽
醍
匝
加
望
淫
宙
）
嘱
守
、
鵬

１４８

ＣＤ

Cロ ８ ＋ ＋

t－

[Ｐ

ｕう ＋

じ
じ ＋

‐ ＋ ＋ ８

』
』 し

CVD

。
。 咄

胆

』
田

｡

Cｑ

Ｕ
Ｑ ＋

￣q

＋

門

『
・
□ ● ＋ ８

』
』 L》

』
』

Ｃ
、
。
、

の

い
、

庭
冒

、
。
◎
【

’
○
・
血

后

ロ】
閂

ＣＯ
戸

ト
■

【、
＝

８，
＝

守
戸

CVD
戸

ＣＯ
戸

弓

●
～

。］

。、

t～

《◎

Oｂ

守

Cの

ＣＵ

閂

＋

＋

』
』

Ｑ
Ｃ
ｏ

L閂

、
。

￣

1回

』
』

＋

＋

凶

■ ＋

＋

８

｡

｡

｡

』
』

吟

＋

･

＋

｡

＋

＋

＋

＋

｡

＋

ｕ
ｇ
Ｕ

｡

、
【

・
餌

・
叩
、

狸
ヨ
篭

①
Ｏ
⑬

ｌ
Ｃ
Ｄ
ｍ

＆

｡、
戸

ｑＣ
~

で－
円

《｡
～

qの
戸

で
～

６Ｖ》
円

ＣＱ
閂

＝

￣
戸

’
’
’
’
一
Ｕ
ｌ
ｌ
ｌ
８
Ｑ
ｌ
－

＋

し

い

＋

■

＋

世

し

迫

し

。
｜
＋
一

。
ｃ
ｃ
｜
Ｕ
Ｕ
ｌ
ｇ
Ｕ
ｌ
Ｑ
Ｕ
ｌ
目
Ｕ
Ｕ
－
Ｑ
Ｕ
Ｕ
｜
Ｕ
ｕ
ｌ
Ｃ
Ｕ
ｌ
Ｑ
Ｃ

』
』
』

Ｌ■

』
』

』
』
』

＋

＋

山

Ｕ ＋

￣

，｡

●

＋

＋

層
』

＋

■

、
函
畔
．
軒
磁

腫
錬
澱
懸

（
８
）
函
燭
噸

赴

■
辻
座

圧
倒
凶

。
。
⑪
切

目
■
ご
骨
□

。
：

ロ
ロ
『
Ｐ
目
⑰
。
■

Ｃ
Ｄ
ゆ

、
扇
。
。
Ｅ
已
目
局
。
■

段Ｚ、

。
：
２
２
具
。
、
垂
銘

０
’
○
切

呵
日
。
晩
●
◎
一
円

●
、
晩

■
二
２
句
忘
習

Ｂ
□
⑭

句
ｕ
』
ｕ
Ｕ
Ｃ
Ｕ
Ｅ
国

。
。
⑪

国
司
』
■
一
口

。
肝

■
】
二
一
』
”
二
．
囚

Ｃ
Ｑ
的

図
巨
笘
一
白

・
巳
⑫

：
５
月
一
烏
邑

舞密正

土
亜

面年遡いい入、一八

●
《
陸
』
⑬

戸
口
ご
』
】
⑭
鱒
』
。
”
一
ｍ

。
。
。
⑫
■
目
』
◎
で
。
函

。
｜
已
已
ゅ
Ｅ
Ｃ
有
囮
両
占
⑭
Ｐ

。
、
ロ
■
い
二
［
巨
岱
①
ご
凹
巨
Ｕ
Ｕ
ｍ

。
。
□
山
両
Ｅ
①
ロ
。
ご
ロ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

●
（
』
」
⑪

昌
司
ロ
日
湯
。

０
○
口
、

国
。
○
冨
町
室

●
（
氏
」
、

、
』
で
。
直
湯
、

●
（
膏
』
、

図
』
里
日
日
函

Ｑ
ａ
Ｑ
⑪

句
二
③
】
ｏ
－
Ｕ
所
。

。
：
巳
扇
◎
で
星

旗雛鰹 槻院畷

鰹蓉剋乍ｗ、み、一八

（
雇
胖
虹
〃
郷
Ｑ
砦
。
土
砦
）
製
Ｑ
ｗ

W「

垂｡



第３４表(8)消化管内容物（ワカサギ

－１４９－

採集年月日 ３５．３．３０ ３５．３．３０ 35L８１６３ａ１ｑ２４

採集損所 所畑 小菅 ダム‘ 留浦 ダム前

体長範囲（c■0） ６．０～９．５ ６．３～７．７ ８２ 7.2 ａｌ～ａ３

個体池 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ １ ２ ３

Ｑ５
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廠
撰
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田
凶
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土
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第３７表（２）消化管内容物（モツゴ

匂

－１５２－

採集年月日 ３５．１０．２４ ３５．１１．１７

採集拐所 留補 所畑 黙海 深山 小）菅 留浦

体長範“囲（c、） ５．５７．５ ５．１～９．３ ６５～7.6 ４．５ ５．６ ３４～８．５ ４．７ 6.0

個体他 1５ 1６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２

－－

消化１

－

F内３ 両５－』Q1LZ自竺ﾕ9１

ブ
】
ワ
ン
ク
ト
ン

動
物
性

鯛
脚 Ｂｏ８ｍｉｎａＢｐ．

BoBminopgissp．

椀脚目（OyclopsBp.）

その他

ｒ「 ｒｒ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類

AnkIBtrodeBmuBspp．

OoelastrumBpp．

n2dDrinaspp

Ｓｃ印eｄｅｓｍＵＢＧｐｐ

Ｔｅt｢aedronBpp

８ta｣rastrumgpp

腹ｕ ＰｅｒｌｄｉｎＩＵｍＢｐｐ

珪
藻
類

MelOsIraＳｐｐ

ＯｙｃｌｏｔｅｌｌａＢｐｐ

OymbellaSpp

GITねiｇｍａｓｐｐ

OompbonemaBpp

FragilariaB”

NaviculaＳｐｐ

SynedraＢｐｐ

Ａｄｍ句thesBPP

その他

ｒｒ

ＣＣＣ

ｒ「

ｒｒ

ＣＣＣ

ｒ「

「

「「

ｒｒ

ｒｒ

「「

ｃｃ

＋

「「

「「

r「

ｒ「

ｒｒ

ｃｃ

＋

ｒｒ

「「

rｒ

ｃｃ

＋

＋

r「

ｒ「

CＣＣ

＋

｢

「「

ＣＣＣ

＋

ｒＴ

rｒ

r「

｢「

rｒ

ｃｃ

＋

『

Ｃ

「

「『

ｒｒ

「「

「「

ｃｃ

Ｃ

ｒ「

ＣＣＣ

＋

「

「ｒ

「「

ｒｒ

「ｒ

ｃｃ

ｒｒ

Ｃ

＋

ｒ

「「

＋

ｒ「

ｒｒ

ｃｃ

＋

｢『

ｒ「

ｒ「

ｒ「

＋

「「

＋

ｃｃ

ｒｒ

「「

「「

ｒｒ

「｢

＋

ｒｒ

「｢

ｒｒ

ｒ ｢「

「「

ｒｒ

ｒｒ

ｃｃ

ｒ「

ｒｒ

「「

＋

「

「

「「

ｒｒ

ＣＣＣ

＋

rｒ

ｒ

「

ｒ「

「「

ｒｒ

ＣＣＣ

r「

「

ｒｒ

ＣＣＣ

ｒ

rｒ

ｒｒ

「「

魚類

昆虫綱 ＋ ＋ ＋

貧毛ｶﾞリ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

植牡碕片
＋

砕一屑

人工飼料

消化0,（コロイＩＦ機物質）

備考



第３８表（１）消化管内容物（ウグイ）

－１５５－

採集年月日 ３３．８．２０～２２ ３３．１１．１２

採集場所 表山 峯谷入口 岫沢合流 水久保沢 大山戸沢上流

体長範囲（“） １７．２～２６．１ 16.4～１８．０ １５．８～20.0 １５．３～１７．７ １６．４～１９．２

個体地 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ １ ２ ３ ４ '５ ６

0 ０ ０ ０．６ ０．２ 0 0.1 0.1 ０．９ 0 １．９５ ０ 0 0 3.2 0 3.6

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫 Ploesomasp．

螺
脚
目

Bosminopsissp．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

DaphniaＢｐ．

梼脚目

不明断片

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Eudorinaspp．

Tetraedrongpp．

AnkiBtrodesmusspp．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．

Staurastrumspp．

Oosmariumspp．

Ologteriumspp．

SpIrogyraspp．

その他

ＰｅｒｉｄｉｎｉｕｍＳｐｐ．

ＭｅＩｏｓ ｒａｓｐｐ．

CyClo ｅｌＩａＳｐｐ．

Fragi ariaspp．

Synedraspp．

AchnanthesSpp．

NmvIcuIaSpp．

Pinnulariaspp．

ＯｙｍｂｅＩｌａＢｐｐ．

GDmphonemaspp．

その 他

魚類
昆
虫
綱

直翅目

ｷﾘＩ翅目

螺蛎目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜翅目

双翅目

不明断片 ｒｒ rｒ

＋

Ｃ ＣＣＣ CＣＣ ＣＣＣ

蛛形綱

盆宅綱

線虫綱

植勅断片 ＋ ｃｃ

人工餌料

砕 屑

消化物（つロイド）

その 他

備考



第３８表（２）消化管内容物（ウグイ）

ぱ

－１５４－

採集年月日 ３．８．１１．１２

採集場所 大山戸沢上流 留浦 水久保 小菅合流 岫沢入口

体長範囲（c、） １６．４～１９．２ １６．５～21.0, l３ｒ５
Ｐ

１３．９～１９．７ １４．９～１８．９

個体１m ケ ８ ９ 1０ 1１ 1２ １３ １４ 1５ １６ 1７ 1８ 1９ 2０ ２１ 2２ 2３

1.2 １．２ 0.2 ３．３ 0 1.7 0.2 1.4 1.8 1.2 0 ０ １．６ 0 1.0 1.2

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

姶虫 ＰｌｏｅｚｏｍａＢｐ．

鯛
脚
目

BosmimopsisＢｐ．

BosminaBp．

Ｄ叩lｍｉａ８P．

榛脚目

不明断片

櫨
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Eudorlnagpp．

TetrHPflronspp．

AnkiStrodesmusSpp．

Ｓｃｅ脛rIF民ｍｕｓＢｐｐ．

811皿ra5trUmspp．

００８ｍ星riUmspp．

oIosteriumspp．

Ｓｐｉｒｏｇｙｒａｓｐｐ．

その他

ＰｅｒｉｄｉＩＭＵｍＢｐｐ．

MeloBir■ＳＰＰ．

OyCIOteIlaSpp．

Fragilariaspp．

SynedraSpp．

Aclmanthesspp．

Naviculaspp．

Pimuulari■spp．

ＯｙｍｂｅＩｌａｓｐｐ．

Ｇｏｍｐｂｏｎｅｍａｓｐｐ．

その他

魚類

昆
虫
綱

直翅目

祖翅目

岬蝿目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜翅目

双翅目

不明断片 ＣＣＣ ＋ ＋ CＣＣ CＣＣ ＋ ＋

ＣＣＣ ＋

蛛形綱

盆宅綱

線虫綱

植物断片 ＋

人エ餌料

砕屑

消化物（コロイド） ＋

その他 ＋

備考



第３８表（３）消化管内容物（ウグイ）

－１５５－

採集年月日 ３３．１１．１２
3４
宙．

採集場所 峯谷上流 熱海 小管谷上流 賭畑

体長範囲（、） １６．３～１９．８ 15.3 ５．～６．５ 9.9

個体巾 ２４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ ３０ ３１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ １

,屑7Ei云顯ijH｣２２塑葺聖上竺 0.7 0.7 0．１ 0 0.1 0.2 0 0．１ 0 0．０５

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫 Ｐｌｏｅｇｏｍａｓｐ．

鯛
脚
目

Ｂｏｓｍ

ＢｏＢｍ

Dapim

ｎＯＰＳｉＳＳｐ．

ｎａＳｐ。

ａＳｐ。

榛脚目

不明断片

＋

Ｃ

ＣＣＣ

＋ ＣＣＣ

CＣＣ

ＣＣＣ ＣＣＣ

『

＋

cｃ

＋

ｃｃ

Ｃ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Ｂ0㎡､｢inaspp．

Tetraedronspp．

Ａ、《istrodesmusspp．

ScPnedesmusspp．

Staurastrumspp．

ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

OloBteriumspp．

spirogyraspp．

その他

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ．

oycIotellaSpp．

Fragilariaspp．

Synedraspp．

AchnanthesSpp．

Naviculaspp．

PinnUlarjaSpp．

oymbellaspp．

Gomphonemaspp．

その他

Ｃ

「

魚類

昆
虫
綱

直翅目

禎翅目

艀蛎目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜翅目

双翅‘目

不明断片

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

「 ｃｃ ＋

＋

＋

ｃｃ

蛛形綱

貧毛綱

線虫綱

植物断片 ＋

人エ餌料

砕屑

消化１１ﾘ6（コロイド） ＋

その他 ｒｒ

備考



第３８表（４）消化管内容物（ウグイ）

Ｐ

－１５６－

採集年月日
34.5

2８
３４．７．２９

採集沿所 賭畑 蛇沢

体長範囲（“） ９．９ ８．７～１０．９

個体１ｍ ２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ １６

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

城虫 Ｐｌ哩已⑥ｍ二sp．

鯛
脚
目

BosminopBisＢｐ．

Ｂｏｓｍ 、ａｓｐ０

Dap肱】 ａＢｐ。

挽脚目

不明断片

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

F11㎡⑥rinaspp．

Tetr6Dgulromspp．

Ankistrodesmugspp．

Ｓｃ２ｎ己ＰＢｍｕｓｇｐｐ．

Slap､｢=strumspp．

ＯｏＢｍａｒｉｕｍＢｐｐ．

O1osterjumspp．

Spirogyraspp．

その他

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．

ＭｅＩｏｓｉｒａBpp．

CycloteI1aBpp．

FragiIaTiaspp．

SynedraBpp．

ＡＣｌｍ麺t肥ｓｓｐｐ．

Ｎａ▼iculaBpp．

Pinnul＆riaspp．

ＯｙｍｂｅＩｌａｓｐｐ．

Gomphonemaspp．

その他

魚類

昆
虫
綱

直麹目

禎翅目

蝉鎌目

半翅目

餌翅目

鞘翅目

膜翅目

双翅目

不明断片 ｃｃ

＋

＋

ＣＣＣ

＋ CＣＣ ＋ ＣＣＣ ＋ ＋ ＋

ｃｃ

ｃｃ 「

蛛形綱

貧宅綱

線虫IDU

槙Ｉｕｂ断片

人工餌料

砕屑

消化物（コロイド）

その他

備考



司羊＄6121

－１５７－

篭３８表（５）消化管内容物（ウグイ）

採集年月日
３４．７．２９

採集場所 水久保沢 峯谷

体長範囲（cHu）
９．０～１１．８ ９．１～１０．５

個体胸 １７ 1８ 1９ 2０ ２１ 2２ 2３ ’２４ 2５ 囚； ２７ 2８ 2９ 3０ ３１ 3２ 3３

０ ０ 0 0 0 0.2‐ ・0．１ 0.2 0.2 0．０５ 0.05 0．３ 0．１

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

伯虫 ＰｌｏｅｓｏｍＨｓｐ．

鯛
脚
目

Ｂｏｓｍ

Ｂｏｓｍ

Daphn

nｏｐｓＯＢ Ｂｐ。

ｎａｓｐ。

ａＳｐ。

携脚目

不明断片 CＣＣ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

nt■ldDTinaspp｡

Tetraedronspp．

AnkistrodesmusBpp．

ScenedesmusBpp．

ＳｔごurastrumBpp．

Ｏ⑥smariumspp．

o1osleriumspp．

spirogy｢ａSpp．

その他

ＰｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓＰＰ．

Ｍｅｌｏｓ ｒａＳｐｐ。

ＯｙｃＩｏ ｅＩＩａｇｐｐ．

Ｆｒａｇｉ ａｒｌａｓｐｐ．

synedTaspp．

Aclmanthesspp．

NaviCulaspp．

PinnuIariaspp．

ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ。

Gomphonemヨspp．

その他

ＣＣＣ ｒ「 ＣＣＣ

ｒ

「『

｢「

「「

「

「

「

＋

「

＋

Ｃ

＋

＋

ｒｒ

＋

ｃｃ

＋

＋

魚類

昆
虫
綱

直翅目

ｷﾘＩ翅目

艀蟻目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜 繩目

双翅目

不明断片

ＣＣＣ

＋

ＣＣＣ

＋

蛛形綱

貧宅綱

線 虫綱

楠物断片

人工餌料

砕屑

消化物（コロイド）

その他

備考
珪藻類のその他はOocco雁ｉｓである。



第３８表（６）消化管内容物（ウグイ）

■可戸焉四四ｍ■I■■■■■■■■■■■■I■■■■■■mmm印■■■

￣■－ｍ

i曇==菫=ﾆﾛｰｰ:===＝

■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■

￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣￣
■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■－
－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣
－－■■■■■■■■■■■■■■■百百面■－－
－－■■■■■■■■■■■■■百一一一一
回凹一■■■■国■■■■■■■「￣￣￣－－

－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－
回一一一
一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－
－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■四一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■「￣■■

－１５８－

採集年月日
34.7.

2９
３３．７．２９ ３４．９．１７

採集場ｌ９Ｔ 峯谷 岫沢 ダム１１１ 水久保沢 蛇沢

体長範囲（c、）
9.1～

1０．５
５．６～１０．６ 3.8～4.0 ５．．８～１１．１

１１．４－

１４．４

■体山 3４ 3５ 3６ ３７ 3８ 詔 4０ 4１ 4２ 佃 】 ２ ３ ４ ５ ６ ７

0.1 0.2 0０２ ０．２ 0 ￣ 0 0 0.4 0 0.5 0.3 0.3 0 ０ ０

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

拍虫 ＰｌｏｅＢｏｍａ
Ｂｐ．

鯛
脚
目

BosminoPBi8 ｓｐ．

Bo8mina
Ｂｐ．

Dapbnla Ｂｐ。

椀脚目

不明断片

ＣＣＣ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

ＥMorina Ｂｐｐ。

TetracdronSpp．

AnklstrodeBmuBBpp．

Scenqwle■FTUnU■ Bpp。

Ｓｔ里nDraBtrum SPP．

０⑥Bｍａｒｉｕｍ gpp。

OlosterlumBpp．

SpirogyragPP．

その他

ＰｅＴｌｄ ｎｉＵｍＢｐｐ．

ＭｅｌｃＢ ｢ａＢｐｐ．

Ｏｙｃｌｏ ｅｌＩａｏｐｐ．

Fragilariaspp．

ＳｙＴ氾draBpp．

Aclru2nthPSBpp．

Ｎａｖｉ℃ulBSpp。

ＰｉｍｕｌａｒｌａＢｐｐ．

ＯｙｍｂｅｌｌａBpp．

GomplmnemaBpp．

その他

CＣＣ

ｒ『

ｃｃ

Ｃ

ｃｃ

ｒｒ

ｒ「

ｒｒ

Ｃ

＋

「「

＋

cｃ

ｒ

魚類

昆
虫
■

直翅目

被翅目

好蛎目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜翅目

双翅目

不明断片 ｃｃ ＣＣＣ

妹形綱 ＋ Ｃ ＋

住宅綱

線虫綱

植物断片

人エ飼料

砕屑

消化物（コロイド）

その他

備考

００



ﾌﾖｺ容已21砂

－１５９－

第３８表（７）消化管内容物（ウグイ）

採集年月日
３４．９．１７

採集場所 蛇沢 生谷

体長範囲（－） １１．４～１４．４ ２５．５ ５．６～1１．３

個体Na ８． ９ 10 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４

0.05 0 0.5 0 0 ０ ０ 0 0 0.1 ０ ０ 0.1 ０

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

伯虫 ＰＩｏｅＢｏｍａＢｐ．

魍
脚
目

BoBminop8IsBp．

ＢｏｓｍＩｎａｓｐ．

DaphniaＢｐ．

挽脚目

不明断片

ｒｒ

植
勧
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
砥
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Flnrlnrina叩p。

Tetrasdronspp．

AnkI8trodesmuss卯．

ScenedeBmusspp．

８ｔびりＴｎｓｔｒｕｍｓｐｐ．

ＯｏＳｍａｒｉｕｍＳｐｐ．

OIoBterOumBpp．

Spirogyraspp．

その他

Ｐｅｒｉｄ ｎｉＵｍＳｐｐ．

Melos rＢspp。

Ｏｙｃｌｏ ｅＩｌａBpp.

Fragi aTiaSpp．

Synedraspp．

Achnanthesspp．

NavicuIaspp．

ＰｉｎｎｕＩａｒｉａBpp．

ＯｙｍｂｅｌｌａＢｐｐ．

Ｇｏｍｐｌｍｎｅｍａｓｐｐ．

その他

ｃｃ

ｒ

「

ｒ

ｒ「

ｃｃ

ｃｃ

ｃｃ

ｒｒ

＋

ｒ「

ｒＴ

ｒ｢

ｒｒ

「

『「

rＴ

＋

ｒｒ

ｒｒ

ｒ

rｒ

魚類

昆
虫
柄

直翅目

祖翅目

岬蝋目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜翅目

双趨目

不明断片 ＋ ＋ ＋ ＋ ｒ

妹形鋼

貧毛綱

線虫綱

植物断片

人エ餌料

砕屑

消化物（コロイＩＦ）

その他

備考 珪藻類の始の他はOocconeissp・である。



第３８表（８）消化管内容物（ウグイ）

－１６０－

採集年月日 ３４．９．１７

棟 集場所 些谷 所畑

体長範囲（、） ５．６～１１．３ ８．７～１１．０

個体他 2５ 2６ ２７ 2８ ２９ 3０ ３１ 型 3３ 3４ 3５ ３６ 3７ 3８ 3９ 4０ 4１

０ 0 0 0 0

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輸由 Ploesomaｓｐ．

醐
脚
目

ＢｏＢｍ

ＢＯＢ、

Da回､

nＯｐＢＩ８ 8ｐ・

ｍＢｐ.

ａＢｐ.

UＱＩＨ１目

不明断片

植
物
性
プ
ヲ
ソ
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

腹

珪
藻
頭

Ｅｍｏｒｉｎａ Ｂｐｐ。

TetraedTonBpp．

Ankistrodesmusspp．

Ｓｃｅｎ印ＰＲｍｕｓＢｐｐ．

Ｓｔ足qnrastrumspp．

Ｏｏｓｍａ「 ｕｍｓｐｐ。

C1oSter ｕｍＢｐｐ．

SpiTogy ａＢｐｐ。

その他

Ｐｅｒｉｄ ｎｌＵｍＢｐｐ．

MeI⑥５ r■ｓｐｐ.

ＯｙｃＩｏ ｅｌｌａｓｐｐ．

Fragi ａ「i■Ｂｐｐ．

Syned｢ａｓｐｐ．

Aclrnznnthesspp．

Ｎ蔀Iculaspp．

PinnuIariQspp．

ＯｙｍｂｅＩＩａＢｐｐ．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ．

その他

ｃｃ

Ｃ

ｃｃ

＋

「

「

「『

「

ｒ『

ｃｃ

「

＋

ｒ

「「

『「

ＣＣＣ

ｃｃ

ｃｃ ｒ『

＋

ｒ

Ｃ

ｒ

『

cｃ

『｢

＋

＋

｢『

｢「

魚傾

昆
虫
硯

直翅目

被翅目

野付ケ目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜期目

双翅目

不明断片 ＋ ｒ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

蛛形綱

貧毛鯛

線虫綱

植物断片

人エ餌斜

砕屑

消化物（コロイド）

その他

備考



ハｌ牟卜杉

－１６１－

蜜α只壼（９）〉肖化管内容物（ウグイ）

採集年月日
３４．９．１７

採集ｎｏ所 所畑
小菅

体長範囲（c■u）
８．７～１１．０

９．６～１１．６

個体Ｏｂ 4２ 4３ 4４ ４５ 4６ 4７ 蛆 4９ 5０ ５１ 5２ 5３ 5４ ５５ 5６ 5７ 5８

劃37雇両重】プロﾕﾆﾆﾆﾆﾆﾆと旦土
０ 0 ０．０５

0 0 0.05 ０．３

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

in虫 ＰＩｏｅＢｏｍａｓｐ．

鯛
脚
目

ＢｏＢｍｍｏｐｓｌｓｓｐ．

ＢｏＢｍｉｎａｓｐ．

Daplmiasp.

W６ 脚目

不明断片

ｎＭ⑥｢ｉｎａ Ｂｐｐ。

Tetraedronspp．

Ahkigtrodesmusspp．

Scemedesmusspp．
CＣＣ ＋ 「ｒ 「

＋

Ｓｔｍ】raStrumBpp。

Ｏｏｇｍａｒｎｕｍｓｐｐ．

CIosteriumspp．

SpirogyraBpp．

その他

腹 ＰｅｒＩｄｉｎｉｕｍＢｐｐ．

ｃｃ

珪
藻
類

MeIosiraBpp．

OyclotellaSpp．

Fragllariaspp．

Synedraspp．

Achnanthesspp．

Naviculaspp．

~FTimuIaria Spp．

Ｏｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ．

ＧＯｍｐｌｍ歴Jnaspp．

その 他

ｃｃ

ｒｒ

ｃｃ

＋

ｒ

ｒ「

ｒｒ

r『

＋

ｃｃ

＋

ｃｃ

＋

＋

『

ｃｃ

＋

「『

「

Ｃ

魚類

昆
虫
綱

直翅目

ｷﾘＩ翅目

岬蜥目

半翅目

鱗翅目

鞘栩目

膜翅目

双鰯目

不明断片 ｃｃ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＣエＣ

蛛形綱

貧毛綱

線虫綱

捕物断片

人工餌料

砕 屑

消化物（コロイド）

その 他

備考



第３８表（１０）消化管内容物（ウグイ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一翅翅蟻翅②匂已翅

臣
－１６２－

採集年月日 ３４．９．１７

採集塙所 小菅

体長範囲（、） ９．６～１１．６

■体胸 認 6０ ６１ 6２ 6３ “ 6５ 6６ 6７ ６８ 6９ 7０ 7１ ７２ 7３ 7４ 7５

0 0 ０ ０ 0 0.5 0 0.5

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

伯虫 ＰｌｏＧＢｃｍａＢｐ。

■
即
日

Ｂｏｓｍ nOPBlSSp．

Ｂ⑪巳、 ｎａｓｐ.

Ｄ■PhniaBp．

椀脚目

不明断片

＋

＋

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
漂
碩
（
接
合
臣
も
含
む
）

腹

珪
藻
鼠

ＢｕＴｗｉｎａｓｐｐ．

TetraedronSpp．

AnklStrodegmuBBpp．

８⑮mPUl⑥■ｍｕｓＢｐｐ．

staqDr｡strumBpp．

ＯｏＢｍａｒｉｕｍ■pp．

OlosterOumBpp．

BpirogyraBpp．

その他

Ｐｅｒｉｄ 、I哩血Ｂｐｐ．

Ⅲ⑭ＩＣＢ r■ｓｐｐ。

Ｏ”IＣ ｅｌＩａｇｐｐ．

Ｆｒ■gilariaBpp．

Ｓｙｎｅｄｒ８ Ｂｐｐ．

Achn■nth2二Bpp．

ＮｍｉＣｕｌａBpp．

PlnnulariaSpp．

ＯｙｍｂｅＩＩａｇｐｐ．

①b血PｈｍｅｍａBpp．

その他

＋

ｃｃ

ｒ「

『「

ｒ

rｒ

ｃｃ

ｒ『

＋

ＣＣＣ

「

ｃｃ

Ｃ

魚類

昆
虫
頂

亡翅目

柏翅目

好蟻目

半翅目

筬翅目

鞘．翅目

膜翅目

双翅目

不明断片

＋ ＋ ＋

＋

＋

＋ ＋

＋

＋ ＋

蛛形綱

貧毛綱

敏虫餌

植物厭片

人工旗料

砕屑

消化物（コロイド）

その他

0１零

■

0

珪藻類のその他はDiurell■■p゜である。



第３８表（１１）消化管内容物（ウグイ）

－１６５－

採集年月日
３５．８．１７

採集場所 ダム前

体長範囲（“） ５．９～１７．３ 2.8～７．６

個体Ｎａ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ １３ 1４ 1５ 1６ １７

,ＩｌｉＥＦ７奉i蔚創ｕｈ近国畳竺A２ 0 0００５ ０ 0 0．．５ ０．１ ０ 0.08 0.5 0．１５ 0．１ 0.05 ０．０５ 0.05 0.05

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫 Ｐｌ唾画ｍａｓｐ．

鯛
脚
目

BoBmjnopsissp．

ＢｏｓｍＩｎａBpp．

Daplmlaspp．‘

挽脚目

不明断片

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

腹

珪
藻
類

ｎｗｌ⑰ｒｌｎａｓｐｐ．

TetraedronSpp．

AnkigtrodeSmuSspp．

SceunedeBmusspp．

８ｔ塾｢２strumspp．

Ｏｏｓｍａｒ ｕｍｓｐｐ．

Olo8ter ｕｍＳｐｐ。

spIrogyraspp．

その他

ＰｅｒｉｄＩｎｉｕｍｓｐＰ．

ＭｅＩｏＢ ｒａｓｐｐ。

ＯｙｃＩｏ ｅｌｌａｓｐｐ．

Fragi ａｒｕａ Ｓｐｐ｡

SynedraBpp｡

Ａ⑮hnmIhCsspp．

Naviculaspp．

PinnuIariaspp．

ＯｙｍｂｅＩｌａｓｐｐ．

Ｇ⑥mphonemaspp．

その他

魚類
昆
虫
頂

直翅目

被翅目

蝉蟻目

半翅目

鱗翅目

鞘翅目

膜翅目

双翅目

不明断片

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

蛛形綱

貧宅綱

線虫ｐＨ

植物断片

人工餌料 ＣＣＣ ＋ ＣＣＣ ＣＣＣ ＣＣＣ ＋ ＋

砕屑

消化勅（コロイド）

その他

NＷ考



消化 管内容物（ウグイ第３８表（１２

僧
■■■■■■■■■■■■■

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■
＿ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

目
片
炉
網
伊
片
円
周
ｊ
他

トイ

貯

断
餌

切
翅
的
四
■
翅
栩
邨

形
毛
虫

の

明
防

物
エ

化

巨
柏
野
半
頗
鞘
Ⅸ
双
丁

妹
負
僚
価
人
砕
抓
そ

■■■■■■
Ｕ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■￣￣■￣■面田Ｐ■■雨一■■■■■■■Ｆｍｍ■司一
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■

￣１６４－

採集年月日 ３５．８．１７

採集堵所 ダム前

体長範囲（印） ５．９～１７．３

個体Ｐｈ 1８ 1９ 2０ ２１ ２２ 2３ 2４ ２５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２ 3３ 3４

0.1 0.1 0.1 0．１ 0．１５ 0.05 0.1 0.1 0．１ ０．０５ 0．１ 0．１

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

苗虫 ＰｌｏｅＢｏｍａＢｐ．

鯛
脚
目

BoBmimopsiBsp．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

Daphniaｓｐ．

Uｂ脚目

不明断片

＋

ｒｒ

「「 「 ｒ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Eqqd⑪rinaspp．

TetrfDPTlPoFDspp．

Ankistrodesmu8spp.

Ｓ塵nPwIe8mu6ＢＰＰ．

S8aurastrumspp．

ＯｏＳｍ■rlumSpp．

OIosteriUmBPP．

SpirOgyraBpp.

その他

Ｐｅｒｉｄ ｎｌｕｍｓｐｐ．

Ｍｅｌｏｓ ｒａＢｐｐ。

Ｃｙｃｌｏ eｌＩａＢｐｐＣ

Ｆｍｇｉｌａ｢Iaspp｡

Synedraspp．

Ａｃｌｍｍｔ比８■pp．

Ｎａ▼iculaspp．

ＰｉｍｕＩａｒｉａｓｐｐ．

oymbella叩p、

Gompbonemaspp．

その他

＋

rｒ

CＣＣ

魚類

昆
虫
胡

直翅目

祖翅目

野岱目

半翅目

餌趨目

鞘翅目

膜鞠目

双翅目

不明断片

＋

＋

＋

十

＋ Ｃ

Ｃ ＋

蛛形綱 Ｃ

負毛綱

線虫綱

柧紡断片

人エ飼料 ＋ ＋ ＋ ＋ ＣＣＣ ＋ ｃｃ CＣＣ Ｃ ｃｃ ＋ ＋ 「 CＣＣ ＣＣＣ ＣＣＣ

砕屑

消化物（コロイド） ＋ ＋

その他

備考



第３８表（１３）消化管内容物（ウグイ）

－１６５－

採集年月日
３５．８．１７

採集場所 ダム前 大むそ 室沢 妄山

体長範囲（c、） ３．３～１２．１ ６．６～６．８ 1３．３ ３．４～１０．４

個体Ｎｕ 3５ 3６ ３７ 3８ 3９ 4０ 4１ 蛇 ４３ 4A1 4５ “ 4７ 4Ｂ ４９ 5， 5１

屑7E旨７５顯画jE互堕ﾆﾆﾑﾋﾞし ０．２ ０．０４ 0.02 ０．０１ 0.05 0.05 0．１５ ０．２ ０．１ 0.2 0.1 0.1

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輸虫 PIoesomasp．

‐
鯛
脚
目

BosmInopstssp．

Ｂｏｓｍ ｎａｓｐｏ

Ｄａｐｌｍｊａｓｐ｡

梼脚目

不明断片

＋、

植
物
性
プ
ラ

ン
〃
夕
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Eudorinaspp．

Tetraedronspp．

Ａ曲ｉｓｔｍｄｅｓｍｕＳｓｐｐ．

Ｓｃ巴nedesmusspp．

stauraBtrumsm．

Ｏｏｇｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

OIosteTium■ｐｐ．

SpirogyraSpp．

その他

ＰＢｒｉｄ ｎｉＵｍｓｐｐ．

MeI＠ｓ ｒｎｇｐｐ。

Ｏ〕clo ｅｌｌａｓｐｐ．

Ｆ｢agI ａｒｕａ Ｂｐｐ｡

Ｓｗｒｄｒａｓｐｐ。

Achmanthe8spp．

NaviculaspP．

Pinmulariaspp．

oymbelIaspp。

ＧｏｍｐｈｏｎｅｍａＢｐｐ．

その他

ＣＣＣ

ｃｃ

＋

ｃｃ

ＣＣＣ

｢

魚類
Ｃ

昆
虫
胡

直翅目

禎翅目

岬鱗目

半翅目

鱗翻目

鞘 櫛目

膜趨目

双翅目

不明断片

＋

＋

＋

＋

CCC

＋ ＋

＋

＋

＋

蛛形綱

貧宅綱

線虫綱 ＋

楠４Ｗ断片

人工飼料 ＣＣＣ ＣＣＣ ＣＣＣ CＣＣ ＣＣＣ CＣＣ ＣＣＣ ＣＣＣ ＋

砕屑

消化物（コロイド）

その他

備考



ハ１列△卜ＩＰｉｄ

午

－１６６－

麓ＲＲ表（１４）消化管内容物（ウグイ）

採集年月日
３５０８、１７

採集場所
妄ｕＩ

体長範囲（c、
３．４～１０．４

個体ｌ⑩ 5２ ５３ 割 5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ ６１ 6２ 6３ “ ６５ ６６ 6７ 6８

滴ｲ庇忘;;雨垣ﾕ型竺221三』型 0.2 0．１５ 0.35 0.1 0.25 １．９ 0.25 0.1 ０．１ 0.15 0.1 ０．０７ ０．０７ 0.1 0.05 0.1

励
輸
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輸虫 Ｐｌｏｅｓｃｍａｓｐ．

鯛
脚
目

Bogmiuuopsl8ｓｐ．

ＢｏＳｍ ｎａＳｐ．

Daphn ａＢｐ●

榛脚目

不明断片

＋ ＋ ＋ ｃｃ 「 ｃｃ

ｒｒ

ｒ ＋

植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
鰯

Ｅｕ〔IoTinaspp．

TetraedronspP．

Ankis1rodesmusspp．

ScenerIesmussPP．

ＳＩａｕ｢窪 ｒｕｍｓｐｐ．

ＣｏｓｍａＴ ｕｍＳＰｐ．

ＯＩＯＳに「 ｕｍｓｐｐ．

SpiTogy ａＢｐｐ．

その他

ＰｅＴｉｄｉｎｉｕｌＴＩspp．

ＭｅｌｏｓｉｒＤｓｐｐ．

Oyclo【ＣＩＩ■spp．

FragiIariaspp．

ｓｙ唾｡｢ａｓｐｐ．

AclmanlhessPP．

Naviculaspp．

PinnuIarlaspp．

ＣｙｍｂｅＩｌａＲｐｐ．

ＯｏｍｐｈｏｎｅｍａＳｐｐ．

そのｌｌｈ

＋

｢

｢

ｒ「

ｃｃ

「「

「

＋

1.1

「「

＋

『

ｒ「

Ｔｒ

ｃｃ

「『

ｒＹ

「

ｒ「

＋

「「

魚類
＋ 『

昆
虫
網

直如目

楓ｌｉｌｌ目

蝉鹸目

半麹目

筬麹目

鞘麺目

膜麹目

双翅目

不明断片

ＣＣＣ ＣＣＣ

Ｃ

＋

Ｃ

＋ ＋

＋

Ｃ

ｃｃ

ｃｃ ＣＣＣ ＣＣＣ ＋

＋

ＣＣＣ

＋

ＣＣＣ

ｃｃ

ｃｃ ｃｃ

ｃｃ

鱗形網
＋ ＋ 十 ＋

貧毛網

線虫網

植物断片

人工餌渦 ＋ ＋ ＋ ｃｃ

砕屑

Ｐ

消化物（コロイド）

その他

備考



可梁Ｆ９Ｐ２

－１６７－

第３８表（１５）消化管内容物（ウグイ）

採築年月日 ３５、８、１７

採集堵所 安山 岫沢 峯谷 留楠

体長ＩＨｉ囲（c、 ３．４～１０．４ ６．１～１０．２ １１．５１１ｓ ６．５～７．２

個体Ｎａ 6９ 7０ 7１ ７２ ７３ 7４ 7５ 7６ ７７ 7８ 7９ 8０ F１ 8２ ８３ 四 8５

扇7E旨雨FjuiL1rE竺竺』 ０．２ 0.05 0.25 0.2 0.02 0００１ ０．Ⅱ】 0 0．１ 0.02 0.02 0.08 0.1 ０Cｌ 0.01 ０．０１ 0.“

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫 ＰｌｏｅＢｏｍａｇｐ．

・
鯛
脚
目

Ｂ０ｓｍｉｎｏｐｓｉｓｓｐ．

BｏｓｍＩｎａｓｐ

Daphniasp．

榛脚目

明不断片

ｒｒ

＋

＋ Ｃ

「｢ ｒ「 ｒｒ 『

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藤
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

nudorinaspp．

Ｔｅ【TaeYlronBpp．

AnkiBtrmegBmusspp．

ＳｃｅｎｅｎｅＢｍｕｓｓｐｐ．

SIauI･a8trumBpp．

ＯｏＢｍ■riumspp．

CIogterium魚pp．

Spiro田ﾉTaBpp．

その粒，

ＰｅＴＩｄ ｎＩＵｍＢｐｐ．

ＭｅＩ“ ｒａＢｐｐ．

Oyclo ｅＩＩａＢｐｐ．

FPagilariaBpp．

syned｢ａｓｐｐ．

AchnanlhesBpp．

ＮａｖｌｃｕＩａｓｐｐ．

PinnuIBriasPP．

ＯｙｍｂｅＩｌａｓｐＰ

OomPhonemaspp．

その他

ｒ「

｢「

＋

「

「「

＋

｢

ｒｒ

＋

9~｢

＋

ｒｒ

ｒｒ

ｒ

ｒ「

「

＋

「

｢『

＋

『Ｉ

ｒｒ

「「

「「

｢

魚類 ＋

昆
虫
網

直麺目

禎赴目

蝉蜥目

半郵目

鰻郵目

鞘如目

膜斑Ｉ目

双翻目

不明断片

＋

ｃｃ

＋

＋

＋

＋

ＣＣＣ ＋

＋

＋ ＋

妹形網 ＋

貧毛網

瞭虫網 ＋

楠qｂ断片

人工餌嗣 ＣＣＣ ＋ ＋

砕屑 ＋

消化物（コロイド）

その他

備考



ｅ

－１６８－

雷ＱＱ義鼻（，Ｒ１９当〃樫Ｆ内変物（ウグイ）

採集年月日
３５、８、１７

35.10.24

採集場所
小菅 鳴沢 ダムｎt】

体長範囲（c■）
８．３～１０．４

９．１～１１．６ 12.0～１２．３

個体Ｎｕ 8６ 8７ ８８ ８９ 9０ ９１ 9２ 9３ 餌 9５ ９６ 9７ 9８ 9９ 100 101 １ ２

0２， 0.06 0.02 0.25 0.11 0.05 0.1 0.05 ０．２１ 0.05 0.05 ０．３２ O』６ 0.17 0２１ 0.05

動
輪
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

姶虫 Ｐｌｏｅ８ｏｍａＳｐ．

餌
脚
目

BoBminopBisBp．

BoBminsＢｐ．

Daphnia Gp．

U、 脚目

不明断片

Ｅ【刺orinaBpp．

TetraEdronBpp．

「「

Ａ、[isIrodeBmusgpp．

Ｓｃ国edesm四Ｂｐｐ．

８ｔ。Tastmmspp．

OosmaTiumspp．

OIoBterIumBpp．

SpirO田'raSpp．

その他

懐 ＰｅｒｉｄｉｎｉＵｍgpp． ｒＴ ｢ ｒ 「 r『 ｒｒ ｒｒ

一
ソ
ク
ト
ソ

建
藻
類

MeIogiraBpp。

ＯｙｃｌｏｔｅｌＩａＢｐｐ

FragilariaBpp．

SyT露dTaBpp．

Achnanthesspp．

ＮａＶｉｃｕｌａＢｐｐ．

PinnuIaTiaBpp．

OymbeIlaBpp．

ODmpbomemagpp．

その他

ｒ「 rｒ

「

ＣＣＣ

ｒ

＋

＋

魚類
＋

昆
虫
網

直翻目

根麺目

岬蟻目

半狸目

鱗麹目

鞘趨目

膜麺目

双麺目

不明断片 ＋

＋

＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋ ＋

＋

＋

＋

＋

＋

妹 形Ｈｑ

台毛Ｈｑ
－－

－￣

線虫ＨＷ
＋ ＋ ＋

＋ ＋

植物断片 ＋
＋

＋

人工餌渦

砕府
＋

消化１Wｂ（コロイド）

その他

備考



－１６９－

第３８表（１７）消化管内容物（ウグイ）

採集年月日 ３５、１０、２４３５．１１．１７

採集場所 ダム前 所畑 黙悔

体長範囲（c､） ４．８～８．８ ８．９ ４．８～５．７

個体胸 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 1１ １２ 1３ 1４ 1５ １ ２ ３ ４

滴ｲﾋﾟ冒丙罰『辺』堕堕二三』：と

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

給虫 Ｐｌｏｅｓｏｍａｓｐ．

腿
脚
目

BosminopsisＢｐ．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ●

Daphniasp．

橋脚目

不明断片

ソ
ク
ト
ン

檀
物
性
プ
ヲ

緑
藻
類
（
接
合
藻
も
含
む
）

帳

珪
藻
類

Eudoo･ｉｎａspp．

ＴｅI｢aedronspp．

AnkistrodeBmusspp．

Scenedesmusspp．

SlaurastrUmsPP．

ｏｏＳｍａｒｉｕｍｓＰＰ．

o1osleriumBpp．

SpiTogy｢ａＢｐｐ．

その他

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｓｐｐ．

MeIosiraspP。

ＣｙｃＩｏｌｅｌＩａＢｐｐ．

FragiIari2ｓｐｐ．

Ｓｙｎｅｄｒａｇｐｐ．

AchnantheSsPP．

Ｎａｖｉｃｕｌａ、gpp．

ＰｉｎｎｕＩａｒｉａＦｉｐｐ

ＯｙｍｂｅｌＩａｓＰｐ．

ＯｏｍＰｈｏｎｅｍａSPP．

その他

ｒＩ,

ｒ『

ｒ「

ｃｃ

Ｃ

＋

｢

ｒｒ

＋

＋

Ｃ

「

＋

rｒ

ｒｒ

＋

『

Ｃ

Ｃ

ｒｒ

「

ｃｃ

ｒ「

＋

『

ｒ

ｒｒ

ｒｒ

ｒ

｢

cｃ

＋

「

1．「

Ｃ

｢

ｒ

「

＋

Ｃ

｢

「『

｢

ｒｒ

｢

＋

「「

『

ｒｒ

ｒｒ

ＣＣＣ

ｒ

ｒｒ

＋

『｢

「｢

＋

Ｃ

魚類

昆
虫
網

直翅目

禎趣目

押蟻目

半麺目

筬麺目

鞘勧目

膜麺目

双軸目

不明断片

＋

＋ ＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋ ＋

＋

＋

＋

＋ ＋

＋

＋

＋ ＋

蛛形網

貧毛網

線虫網

植物断片

人エ餌偲

砕屑
＋ ＋

消化物（コロイド）

その他

備考



ハ１ｺ谷Ｓｓ１Ｚ'ﾛに［lＣ

－１７０－

亀３８表（１８）消化管内容物（ウグイ）

採集年月日 ３５、１１、１７

採集燭所 熱海 H9場 二谷 安山 深山 所畑

体長範 囲（、） ４．８～５．７ ７．３ ７．３ 1２．８１３．７ ８必 １０．４～１１．２ 5.7

■体Ｐ、 ５ ６ ７ ８ ９ 1０ １１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ １７ 1８ 1９ 2０ 2１

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

､b虫 ＰｌｏｅｓｏｍａＢｐ．

鰹
脚
目

Bosminop8issp．

ＢｏｓｍｉｎａＢｐ．

DaphniaBP．

榛脚目

不明断片

ｒ「
ＣＣＣ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
砥
も
含
む
）

鞭

珪
藻
類

Ｅｕ､｡｡ｒｉｎａｇｐｐ●

TetrnedronBPP．

ＡｎｋｉｓＩｍｄｅｓｍｕｓＢｐｐ．

Ｓｃｅｕ窓les、鴎Bpp．

Stamr輻trumBpp．

Cosmariumgpp．

０１屯Ieriumspp．

Spirogyraspp。

その他

ＰｅｒｉｄｉｎＩｕｍＢＰｐ．

ｍｅｌｏｇｉｒａＢｐｐ．

Ｏｙｃｌｏｔｅｌｌａｓｐｐ．

FragilaTiaBpp．

Ｓ脚稻ｄＴａｓｐｐ．

Achnanthesgpp．

NaviculaBpp．

PinnulaTjagpp．

ＯｙｍｂｅＩｌａＢｐｐ．

Gomphonemagpp．

その他

｢

「『

Ｔｒ

「

ｃｃ

Ｃ

ｒｒ

ｒ「

｢

ｒＴ

「

ｃｃ

＋

「『

Ｔｒ

ｒｒ

ＣＣＣ

＋

ｒＴ

ｒｒ

「「

ＣＣＣ

ｒ

ｒ「

「

「

＋

「「

ｃｃ

＋

Ｔｒ

「「

ｒｒ

＋

ｒ「

ｃｃ

ｒｒ

＋

「

「

Ｃ

Ｃ

7 ＋

＋

r「

＋

＋

「「

「｢

ｒ

ｒｒ

「「

Ｃ

「｢

ｃｃ

rｒ

「「

＋

ｒｒ

魚類

直勧目

ｷＨ麺目

岬蛎目

半麺目

萌麺目

鞘剣目

膜翅目

双麺目

不明断片

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

昧形網

貧毛網

線虫網 ＋ ＋

Hg物断片 ＋ ＋

人工餌編

砕屑 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

消化物（コロイド）

その他

備考



－１７１－

第３９表（１）消化管内容物（アブラパヤ）

採纂年月日 ３３．８．２１

採集場所 ダム前

体長範囲（、[） ４．１～１０．５ ２．８～５．８

個体Ｎｕ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 1４ １５ １６ １７

7F;ＴＥＩ;７５N詞万』匙iﾐﾋﾟ21至雪LＬＥｌ ０．２ 0.2 0．１５ ０２ ０．１５ ０．１５ １．５ 0.1 ０．１ １２ 0.07 0.07 0.08 ０．０２ ０．２５ ０．２ 0.15

動
物
性
プ
｜
ラ
シ
ク
ト
ン

輪虫網

鰯
脚
目

Ｄａｐｈａｎｏｇｍａｓｐ．

Ｄａｐｌｍｉａｓｐ．

ＢｏＳｍｉｎａｓｐ．

梼脚目

その他

植
物
性
プ

ー
フ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

Staurastrumspp．

Ｐｌｅｕｒｏｌａａｌｉｕｍｓｐｐ．

Ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

ＨｏｒｍｉｄｉｕｍＳｐｐ．

BudorinasPP．

Tetraedron Spp．

Ankistrodesmusspp．

Scenedesmusspp．

Spiro田raspp．

DrapBrnaldiaspp．

ＵＩｏｔｈｒｉｘＳｐｐ．

その他

SUrirellaSpp．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ．

oymbeIlaspp。

Ｎａｖｉｃｕｌｌａｓｐｐ．

PinnulariaSPp．

ＡＣhnanthesSpp．

Ａｍｐｈｏｒａ ｓｐｐ．

Rhopalodiaspp．

TabellariaspP．

Ｌｉｃｍｏｐｈｏｒａｓｐｐ．

Synedraspp．

Ａｓｔｅｒ onelIaspp．

Ｆｒａｇｌ ａｒＩａＳｐｐ．

oｙｃｌｏ ｅｌＩａｓｐｐ．

Melosiraspp．

そのＩｌｈ

ＣＣＣ

Ｃ

ｃｃ

「

｢

「「

ｃｃ

＋

CＣＣ

＋

＋

ｒ「

Ｃ

＋

rｒ

「「

「「

「「

ｒ「

Ｃ

ｃｃ

「「

｢「

ｒＴｒ

「「

ＣＣＣ

「

ｒ「

rrr

「「

ｒｒ

ｒ「

「「

＋

「

「「

「「

｢「

ｒ「

ｃｃ

＋

『

「「

「「

ｒｒｒ

「「

ＣＣ

「「

ｒ「

「

rｒｒ

rＴｒ

rrr

「「

rｒ

ｃｃ

ｒｒ

「「

「

rｒｒ

Ｔｒｒ

ｒ

「

cｃ

Ｔｒ

ｒｒ

＋

昆虫網（膵翅目）

蛛形網 ｒ「

貧毛網

植物断片

人工餌料 ＋ 十 ＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考 NU８．１３の珪藻類のその他はFrustuliaである。



第３９表（２）消化管内容物．（アプラバヤ）

－１７２－

採集年月日 ３３、８、２１

採集場所 ダム前

体長範囲（、） ２．５～９．０

個体胸 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 塾 2５ 2６ Ｚ７ 2８ 2９ 3０ ３１ 3２ 3３ 3４

-1月7E旨７５暮可ｒｕＬ２轌竺1コ 0．１５ 0.05 ０．０７ 0.05 ０．０６ ０.“ 0.03 0.05 Ｏｐ４ ０．０５ 0.07 0.05 １．５ 0.1 0.1 １．２ ０．０７

励
防
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

伯虫Ｗロ

胆
脚
目

ＤｍｈｍｏＢｍＧｇｐ．

Daphniasp．

Bosminasp．

視脚目

その他

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
漢
類

Ｓtau｢aStrumspp．

PIeurotaenlum Ｓｐｐ。

ＯｏＢｍａｒｉｕｍＢｐｐ．

ＨｏＴｍｌｄｉｕｍ ｓｐｐ．

EUdOrlnaSpp．

TetTaedro□Bpp．

Ａｍｍｇｔｒｏｄｅｓｍ垣Ｂｐｐ．

Ｓｃｅｍｄｅｇｍ唾Bpp．

BplrogyT■ｓｐｐ．

Drap巴maldlaspp．

Uloqhrixspp．

その他

ＳｕｒｉｍｅｌｌａＳｐｐ．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ．

ＣｙｍｂｅＩＩａｓｐｐ．

ＮａｖｌｃＵｌｌ■Ｓｐｐ．

PinnUlariaSpp．

Achn2n8he目ｓｐｐ．

Ｓｐｐ･Amphora

Rhopalodiaspp．

Ｔ土eＩＩａｒｉＢｓｐｐ．

Ｌｉｃｍｏ側Ⅱoraspp．

syY垢ｄＴａｓｐｐ．

▲ｓに「i酎唾llaspP．

Ｆｒａｇｌｌ■ｒＩａｓｐｐ．

Oyclotellaspp．

ＭｅｌｏＢｉＴａＳｐＰ．

その他

CＣＣ

｢「

ｒ「

ＣＣＣ

「「

＋

ＣＣＣ

＋

ｒｒ

十

ｃｃ

「

ＣＣＣ

＋

ＣＣＣ

ｒ「

＋

ＣＣＣ

「

＋

ｒ

｢

rrr

Ｃ

｢

ｒ「

「「

＋

ｃｃ

「

＋

ｒｒ

Ｃ

＋

ｒｒ

ｒ「

「

「

「「

ｒ「

Ｃ

ｃｃ

rｒ

「

rrr

「｢

ｃｃ

＋

｢「

rｒ

「「

「

ｒ「

「

ｃｃ

｢

rｒ

「『

「「

ｒ「

ｃｃ

＋

『

昆虫網（膜翅目）

妹形網

３ｔ毛網

値qui断片

人工餌料 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考Ｎ､３０．３１．３６の珪藩類その他はＦ｢usturiaである。



リョＥ ペヨ合し5１２１

－１７５－

第３９表（３）消化管内容物（アプラバヤ）

採集年月日
３３、８．２１

採集場所 ダム前 然海南岸

体長範囲（、） ２．５～９．０ ３．６～６．２．

個体NＣ ３５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ ４１ 4２ 4３ 斜 4５ 鶴 4７ 4８ 4９ 5０ 5１

讃7E旨;；三面FuE2[且ﾆﾆｭﾉ 0.07 ００８ 0.03 0.ｍ ＯＰ７ 1.0 ,0.06 0.06 0.06 0.07 1.0 0.07 0.05 ＯＤ７ ＯＪＯ５ 0.05

⑩
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫Ｎｑ

鯛
脚
目

ＤａＰｈ■ｍＳｍａｓｐ．

Ｄ■ｐｌｍｉａｓｐ．

ＢｏＳｍｉｎａｓｐ．

模脚目

そのｌｉｈ

植
物
低
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

Ｓｔごurastrumspp．

PIeurotaeniumgpp．

Ｏｏｓｍａｒｉｕｍspp．

ＨｏｒｍｌｄｉｕｍＢｐｐ．

EUdOTjnnＳｐｐ．

TetTaedrongpp．

AakistTodesmuggpP．

Ｓｃ臼ＴａＩｅｓｍｕｓｓｐｐ．

SpiTo図'Tａ叩ｐ、

Drap■T､■IdiaBpp．

ＵＩｏｌｈＴｉＸBPP．

その他

ＳｕｒｉにＩＩａｓｐｐ．

ＧｏｍｐｈｏｎｅｍａＢｐｐ．

ＯｙｍｂｅＩＩＢgpp．

ＮａｖＩｃｕｌＩａＢｐｐ．

PinnuIariagpp．

Achnanthesspp．．

AmPhOraspp．

RhopaIodiaBpp．

ＴａｂｅｌＩａｒｉａＢｐｐ．

LicmoPhoraョｐｐ．

Syn副ｒａｓｐｐ．

ＡｇｔｅＴｉｏｎｅｌｌａＢｐｐ．

Ｆｒａｇｉｌａｒｉａｓｐｐ．

ＣｙｃｌｏＩｅＩＩａｓｐｐ．

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ．

その他

ｒ

ｒｒ

ｒｒｒ

ｃｃ

ｒ「

「

＋

ｒＴｒ

ｒＴ

｢「「

「「

ｃｃ

ｒｒ

ｒ「

＋

「「

ｒ「

＋

｢

｢

ｃｃ

ｒｒ

ｒｒ

＋

Ｃ

ｃｃ ｃｃ

Ｃ

ｒ

＋

ｃｃ

「

＋

ｒｒ

ｃｃ

ｒ「

＋

ｒ

Ｃ

｢

Ｃ

「「

ｒｒ

ｃｃ

ｒＴ

＋

ｒｒ

『

ＣＣＣ

＋

「

ＣＣエ

＋

ＣＣＣ

＋

CＣＣ ＣＣＣ

昆虫縮（阪麺目）

妹形網

貧毛Ｗｑ

植勅断片

人工餌祠 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

砕屑

消化４ﾘﾋﾞ

その他

備考 NU“の珪藻類のその他はMicroneiBである。



９気団 ハ１コ台Ｆ９１Ｚ７

午，

－１７４－

第３９表（４）消化管内容物（アブラパヤ）

採集年月日 ３３、８、２１

採集場所 熱海南岸 大むそ 室沢

体長範囲（cwT） ３．６～６．２ ３．６～４．７ ３．５～６．０

個体 ０ｍ ５２ 5３ 5４ 5５ 5６ ５７ 5８ 5９ 6０ ６１ 6２ 6３ 6４ 6５ 6６ ６７ 6８

0.06 １．７ １， 0.1 ＯＱ１ 0Ｊ 0.1 ０．２５ Ｏｂｌ ０．１ 0.07 ０．０５ ０．０７ 0.07 OJD５ 0.05

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫網

鯛
脚
目

Ｄａｐｈｍｏｓｍａｓｐ

ＤａＰｈｍａｇｐ

ＢｏＢｍｉｎａＳｐ

榛脚目

その他

「

Ｓtau｢ａｓｌｒｕｍＢｐｐ．

Pleumtaenium■pｐ

ＯｏＢｍａｒｉｕｍｓｐｐ

Ｈｏｒｍｊｄｉｕｍｓｐｐ

EUdOrinaSpp．

Tetra臼ＩｒＣｍｓｐｐ．

Ankislrodesm I母Ｓｐｐ．
■

ScenedesmusSpp．

Ｓｐｉ「ogyTaspp．

Draparnaldiaspp．

UIOlhTiXSpp．

rrr

『

Ｔｒ

「ｒ「

ｒｒｒ

rrr 「 ＋ 『 ｒ「

Ｔｒ

「 『「 ｒ「 ＋ 「 「「

「「

その他 Ｔｒ

珪
藻
類

ＳｕｒｉｒｅＩｌａｇｐｐ．

Gomphonemaspp．

ＯｙｍｂｅｌｌａＳｐｐ．

Ｎａｖｉｃｕｌｌａgpp．

PmnuIariaＢｐｐ．

Achnanthesspp

Ａｍｐｈｏｒａｓｐｐ．

ILhopalodiaspp．

TabeIla｢ｉａｓｐｐ．

Licmophoraspp．

Synedraspp．

AsteT ＯｎｅＩｌａＳｐｐ．

Ｆｒａｇｉ ａｒｌａＳｐｐ

ＯｙＣｌｏ ｅｌＩａＳｐｐ．

ＭｅｌｏＳｉｒａＳｐｐ

その他

「

「

ｃｃ ＣＣＣ

ｒｒｒ

『『

「

ｃｃ

「

「

Ｔｒｒ

ｒ【

ＣＣＣ

ｒｒ

「ｒ「

ＴＴＴ

rｒｒ

ｒｒ

「「

ＣＣＣ

rTT

ｒｒ

ｒｒ

ｒＴｒ

「『

ＣＣＣ

ｒ「「

「「

『｢

Ｔ

OＣＣ

＋

ｒ「

「「

「「

Ｃ

＋

ｒ

「「

ｒｒｒ

「「

ｒ「

Ｃ

｢

「

「

「

ｃｃ

＋

ｃｃ

｢

＋

「｢

ｒ

lＴｒ

「

ｒｒ

ｃｃ

ｒｒ

＋

ｒ「

ｒｒ

『「

ｃｃ

「

＋

ｃｃ

＋

「

ｒｒ

Ｃ

Ｃ

「

＋

ｒ「

Ｃ

ｒＴ

「

ｒｒ

昆虫網（膜麺目）

妹形網

貧毛網

植物断片

人工餌編 ＋ ＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考 １１０６１の織り〔類のその他は藍藻類Anabaenaである。

Ｎｕ６１６９の珪藻類のその他はNjtzschiaFTusluliaMicroneisである。



第３９表（５）消化管内容物（アブラバヤ）

ｊ９ｃｐ廷３４頬のその脚

－１７５－

採集年月日 ３３、’８、２１

採集場所

体長範囲（CTI）

室沢

３．５～６．０

個体Ｎｕ 6９ 7０ ７１ 7２ 7３ 7４ 7５ 7６ 7７ 7８ 7９ 8０ ８１ ８２ 8３ 8４ 8５

０．０５ ０．０５ 1-0 0.05 0.1 ０．０５ 0.05 0.05 ０．１ 0.05 ０．０５ ０．５ 0.15

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

IUi虫網

鰯
脚
目

Dapha”Ｕｍａｓｐ．

Daphniasp．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

榛脚目

その他

植
物
性
プ
一
フ
ン
夕
ト
ン

緑

藻

類

〆、

StaurastrumBpp．

|Ｐｌｅu『otaeniumspp．

Ｏｏｇｍａ｢ｉｕｍｇｐｐ．

ＨｏｒｍｉｄｉｕｍＢｐｐ．

Budorin3spp．

接lTetraedronBpp．

合

藻

を

含

む

、－’

Ａ【｡[istrodesmusBpp．

珪
藻
類

Ｓｕｒｉ妃ｌＩａｓｐｐ．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ．

ＯｙｍｂｅＩｌａｇｐｐ．

Ｎａｖｉｃｕｌｌａｓｐｐ．

Pinnulariaspp．

AchnanthesSpp．

ＡｍｐｈｏＴａｓｐｐ．

ILhopalodiaSpp．

Ｔ血elIariaspp．

LicmoPhorasPP．

synedraSpp．

ＡｓｔｅＴ ｏｎｅＩＩａｓｐｐ．

Ｆｒａｇｉ ａｒＩａ Ｂｐｐ．

Ｏｙｃｌｏ ｅｌｌａｓｐｐ．

ＭｅｌｏＳ ｒａｓｐｐ．

その他

｢

ｒｒ

rrT

「「

Ｔｒｒ

「ｒｒ

Ｃ

『

＋

Trr

rｒｒ

「

「

Ｃ

『

ｒ

『

＋

ｃｃ

＋

ｒ「

rｒ

「「

ｃｃ

＋

＋

ｃｃ

｢

＋

Ｔｒ

rrr

ｒｒ

「ｒｒ

ｒｒ

cｃ

「「

ｃｃ

＋

＋

ＣＣＣ

ＣＣＣ

ｃｃ

＋

＋

Ｃ⑫Ｃ

ＣＣＣ

「「

ｒ「

rrT

「『

rｒｒ

rrr

ｃｃ

＋

ｒＴ

Ｃ

ｃｃ

昆虫網（膜麺目）

蛛形網

貧毛網

植物断片

人工餌料
＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考 Nn69の珪iVi類のその他はNitzschiaFrus1uliaMicromeisである。



第３９表（６）消化管内容物（アブラパヤ）

「、

－１７６－

採集年月日
日ａ－Ｒ－愛１

採集場所
座谷

体長範囲（CUI）

●

３－６～８．４

個体Ｎｕ 8６ 8７ 8８ 8９ 9０ 9１ 9２ EＢ 9４ 9５ 9６ 9７ 9８ 9９ 1００ 1,1 １，ワ

0.1 0．０５ 0.ＯＵＩ 0.05 ０．０５ 0.05 0.04 ０．０７ 0.04 0．３５ ０．２ 0．１５ 0.17 0．１ 0．０７ 0.05 0．０５

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫綱

鯛
脚
目

Ｄａｐｈｍｏｓｍａｓｎ

Daplmia印．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

楳脚目

その他

Staurastrumspp．
,ｒｒ

Pleumtaeniumspp．

Ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．
ｒｒ

Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ．

BudorjnaBpp． ！！Ⅱ！且：￣0｡￣

Ｆ弓

Tetraedron牢P．

Ankistrodesmusspp．

ＳｃｍｅｄｅＳｍｕＳ牢ｐ、

SPirogyraSpp．

Drapamaldiaspp．

UIothriXSpp．
ｒｒ ＋ ＋ ｒｒ 『 ｒｒ ｒｒ 『

その他

プ
ラ
ン
夕
ト
ン

珪
藻
類

Surirella甲P．

ｏｃｍｐｈＤｎｅｍａｓｐｐ．

ＯｙｍｂｅｌｌａＧｐｐ．

NavicullaＢＰＰ．

PinnuIaria印p、

Aclmanthesspp．

Amphora牢p、

R,lppalodiaspp．

TabelIaria牢P．

Ｌｉｃｍｏｐｌｍａｓｐｐ．

SynGdraSpp．

Asterionella牢P．

Fragi ariaspp．

Oyclo ｅｌｌａ牢p、

Ｍｅｌｏｓ ｒａｓＰｐ．

その他

ｒ

＋

ｃｃ ＣＣＣ

＋

ｒｒ

「『

ｃｃ

。『

ｒ

ｒｒ

ｒｒ

rｒ

Ｃ

＋

ｒｒ

・
ｒｒ

「ｒ

Ｃ

＋

ｒｒ．

ｒｒ

ｒｒ

ｃｃ

『

『

Ｃ

十

ｒｒ

ｃｃ

ｒ

ｒｒ

ｒ「

丁

ｒｒ

ｒｒ

ｃｃ

ｒｒｒ

ｒｒｒｐ

ｒｒ

ｒｒｒ

ｃｃ

Ｃ

ｒ「!．

昆虫綱（膜麹目）

蛛形綱

貧名鯛

植物断片

人エ餌料
＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考



第３９表（７）消化管内容物（アプラパヤ）

－１７７－

採集年月日
３３．８．２１

採集場所 峯谷 岫沢合流南岸

体長範囲（Ljw1） ３．６～８．４
３．９～８．５

個体Ｎ、 1０３ 10M$ 105 106 1０７ 108 1０９ 110 111 112 1１３ 114 1１５ 116 117 1】８ 119

ﾏﾄi7E盲'５唇】研一j世止】翌i塁I皀空 0.05 0.05 ＵＯ７ 0．０５ 0.05 ０.” 0．３７ 0．１７ 0．１２ 0．１２ 0．０５ 0.1 0.06 0.C５ 0．１７ 0．１５

動
物
性
「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫綱

岨
脚
目

Ｄ■ph卸oｓｍａ印．

DapImiasp．

Bosminasp．

榛脚目

その他

植
渭
牧
性
プ
ヲ
ン
夕
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

Stamastrumspp．

Ｐｌｅｕｍｔａｍｉｕｍｓｐｐ．

Ｏｏｓｍ証ｉｕｍｓｐｐ．

ＨｏｒｍｉｄｉｕｍＢｐｐ．

Ｅｌｎｏｒｉｎａｓｐｐ．

Tetraedronspp．

AnkistTodesm塵spp．

Scenedesmusspp．

Spiro囚/ｒａ ｓｐｐ．

ＤｒａＰａｍａｌｄｉａｓｐｐ．

UlothTix spP．

その他

Ｓｕｒｉｒｅｌｌａｓｐｐ．

Ｇｏｍｐ地ｎｅｍａｓＰＰ．

Ｃｙｍ唾ｌＩａＳｐｐ．

Navid1Ilaspp．

Pinnulariaspp．

AcImanthBs司刃｡o，

Ａｍｐｈｏｒａ SPP．

ILhDpalOdiasm．

ＴａｂｅｌＩ江ｉａｓｐｐ．

ＬｉｃｍｏｐｌＤｒａｓｐｐｏ

Synedraspp．

ＡｓＩｅｒｉＯ唾ｌｌａｓｐｐ．

Fragilariaspp．

ＯｙｃＩｏｔｅＩｌａspp．

Ｍｅｌｏｓｉｒａ ｓＰｐ．

その他

｢

ｒ

cｃ

丁

ｒｒ

rｒ

r「

ｃｃ

＋

ｒ「

「

ｒ

ｃｃ

＋

rｒ

ｒ「

ｒｒ

C℃

＋

ｒｒ

ｒ「

＋

ｒｒｒ

ｒｒＴ

｢『

Ｃ

ｒｒ

rｒ

ｒ ＣＣＣ

ＣＣＣ cｃ

OＣＣ CＣＣ

＋

ｃｃ

＋

ｒｒ

ｒｒ

ｒｒ

ｒｒ

ｃｃ

＋

ｒｒ

ｒ

ｒｒ

ｒｒ

C厄

ｒ

ＣＣＣ

ｒ

ＣＣＣ

rｒ

ｒｒ

ｒｒ

Cr

ｒ「

＋

「

『

ｃｃ

ｒ

ｒ

ｒｒ

CＣＩ

ｒ

ｒｒ

昆虫綱（膜麹目）

妹形綱

貧毛綱

植物断片

人工餌料
＋ ＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考



第３９表（８）消化管内容物（アプラバヤ）

－１７８－

採集年月日 ３３．ａ２１ ３３．１１．７

採集場所 lib沢合流南岸 麦山北岸 ダム前

体長範囲（c、） ３．９～８．５ ５．３～９．１ ６．７～７．５

個体Ｎ、 120 121 122 123 1型 1蜜 126 127 128 129 130 131 132 133 134 １ ２

0．１５ ｑＯ６ 0．０５ ｑＯ５ 0００４ 0．０５ 0.3 0０４５ 0.3 0．２５ ０．２７ 0．２５ 0.2 0.1 0．２５ ０．２ 0.1

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫綱

鯛
脚
目

Ｄ罪hａｍｓｍａ印．

Dopm1ia印．

ＢｏｓｍｉｎＳｓｐ．

椀脚目

その他

ｒｒ ｒＴ

ｒｒ ｒｒｒ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

Staurastrumspp．

PIeurotaeniumsPP．

Ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ．

Eudorinaspp．

TetraedmnSpp．

AnkistrodesmusspH〕．

ＳｃｅｎＥｄｅｓｍｕＢｓｐｐ．

SPirOgOrraSpp．

DraPamfIIdiaspp．

Ｕlot肱ｉｘｓＰｐ．

その他

Surirella司平．

ＧｏｍｐｈｐｎｅｍＥｊ印p、

ｏｙｍｂｅｌＩａｑ.p、

NwicuIlaslJ〕．

Pinnularlaspp．

Achn毎ｔ煙ｓｓｐｐ．

Ａｍｐｈｏｒａｓｐｐ．

ILhopalodiaspp．

TabellariaSpp．

LicmophDraspp．

Synedra甲p、

Aster onella甲p、

Ｆｒａｇｉ ａｒｉａｓｐｐ．

Ｏｙｃｌｏ ｅｌｌａ印p、

MeIOSira叩p、

その他

Ｃ

ｃｃ

CCC ｃｃ

Ｃ

ｃｃ

rｒ

＋

Ｃ

「

ｒｒ

＋

ｃｃ

Ｉ

ｒ「

「

ｃｃ

ｒ「

ｒ

rＴ

ｒｒｒ

’

ｒ

ｒ

＋

rｒ

ｃｃ

ｒ

rｒ

ｒ「

rｒ

ｒｒ

rｒ

ｃｃ

「『

ｒｒ

『｢

ｒｒｒ

「

ｒｒ

ｒｒ

ｒＴｒ

ｃｃ

ｒｒ

ｒ『

ｃｃ

rｒ

rr1

ｒｒｒ

□わ

「

ｒｒｒ

昆虫綱（膜麹目） ｒ「

妹形綱 ◆

-貧毛綱 十

植物断片 ｃｃ ｃｃ

人エ餌科 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考 Na１３０，１３１，１艶、l34ID珪操鰻のその他はFrustuliaである。



第３９表（９）消化管内容物（アプラパヤ）

－１７９－

採集年月日 ３３．１１．７

採集場所 ダム前 水久保 小管

体長範囲（c、） ６．７～７．５ ５．５～１１．９ 6.9～７．１

個体Ｎａ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ １９

0.3 0.7 0.6 1.2 0.2 0．１５ 0.1 1.0 0.2 ０．２ ０．５ ０．２ 0.1 ０．１５ 0.1 1.8 】､２

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫綱

鯛
脚
目

Ｄａｐｈｍｏｓｍａｓｐ．

Daphniaｻﾞｓｐ．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

撹脚目

その他

ＣＣ厄

cｃ ｃｃ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
，
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

ｓｔａｍａｓｔｒｕｍｓｐｐ．

PleurotaEHUiumspp．

Ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ．

ＥｌｎｏｒｉｎａｓＰＰ．

Tetra図ron印ｐ、

Ankistrodesmusspp．

Scenedesmusspp．

ＳＰｉｒＯｇｙｒａＳｐｐ．

prapamaIdiaspp．

Ulothrixspp．

その他

ＳｍｉｒｅｌｌａｓｌＰ．

Ｏｏｍｐｈｏ唾ｍａｓやＰ．

Ｏｙｍ唾llaspp．

Ｎａｖｉｃｕｌｌａｓｐｐ．

Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａｓｐｐ．

AchnmtheSspp．

Amphoraspp．

Bhopalodiaspp．

Ｔ２２Ｊｅｌｌａｒｉａｓｐｐ．

Licmopbora印p、

SynedraSpp．

ＡＢｔｅｒ ｏｎｅｌｌａｓｐｐ．

Ｆｒａｇｉ ariaspp．

Ｃｙｃｌｏ ｅｌｌａＳｐｐ．

MeloSi「ａｓｐｐｏ

その他

、

昆虫鯛（膜麹目） ＋ ｃｃ cｃ cｃ cｃ ＋ ＋

蛛形綱 ｃｃ

貧毛綱 ＋

植物／断片

人工餌料 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考



第３９表（１０）消化管内容物（アプラバヤ）

－１８０－

採集年月日 ３３．１Ｌ７ ３４．５．２８

採集場所 小菅 蛇沢 蛇沢 水久保

体長範囲（“） 6．９～７．１ １１．１～１３６ １１．１～１２．８

個体Ｎｕ 2０ ２１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ ２７ 2８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 8

扇7E旨７５慰7-坦止菖轌竺圓’ 0.3

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫綱

、
魍
脚
目

Ｄ牢ｈｍｏＢｍａｓｐ．

Ｄ牢ｈｍｉａｓｐ．

ＢｏｓｍｉｎａＢｐ．

焼脚目

その他 ＋

ｃｃ ＣＣＣ Ｃ

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

StaurastrumsPp．

PIcurotapninmspP．

ＯｏｓｍａｒｉｕｍsPp．

ＨｏｒｍｉｄｉＵｍＳｐｐ．

EudDTinasPP．

TetraedlonBpp．

Ankistrodesm塵spp．

ScenGdesmus甲P．

Spiro図'raspp．

prap麺naldiaspp．

UIothrixSpp．

その他

SurirelIaSpp．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ印P．

Ｏｙｍｂｅｌｌａ印Ｐ．

NavicullaEPP．

PinnUIariaSPP．

Aclmant犀ｓspp．

Amphoraspp．

RhopalodiasPP．

Ｔ土ellaria牢p、

Ｌｉｃｍｏｐｈｏｒａ印P．

Synedraspp．

ABter onelIaBpp．

Ｆｒａｇｉ aria甲p、

Ｏｙｃｌｏ ｅｌｌａｓｐｐ．

ＭｅｌｏＢｉｒａ司中．

その他

昆虫綱（膜翅目） ＋ ｃｃ ｃｃ ｃｃ ｃｃ ｃｃ

妹形綱

貧 =巳 綱 ＋ ＋

植物断片

人工餌料

砕屑

消化物

その他

傭 考



消化管内容物第３９表（１１ アブラバャ

ｌ

動
物
性
プ
ヲ
ン
ク
ト
ン

LＬ
ド
トiiLiii二二ifl■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

＝祠司■■

－１８１－

採集年月日 ３４．５ｂ２８ ３４．７．２８

採集場所 ダム前 水久保 蛇沢

体長範囲（cw1） 稚魚 ６．２～９．０ １０．２～９．１

個体ｏｈ ９ 1０ 1１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 8 ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輸虫綱

鯛
脚
目

Ｄｍｈａｍｓｍａｓｐ．

Ｄ中ｌｍｉａｓｐ．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ

機脚目

その他

ｒXＴ ｒｒ

＋

＋

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

Staurastrumspp．

PIeurotaeniumspp，

ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ．

BudOrina牢P．

Tetraedronspp．

AnkistrodeSmusspp．

Scenedesmusspp．

Spirogyra甲ｐ、

Ｄｒ印arnaIdiaspp．

UIothrixspp．

その他

８町ｉｒｅｌｌａＢｐｐ．

ＧｏｍｐｈＤｎｅｍａ甲p、

oymbellaSpp．

NaViCUIlaSpp．

Pinnulariaspp．

AclmmthesSpp．

Amphora・ spp．

ILImpalodiaspp．

TabeIIariaspp．

Ｌｉｃｍｏｐ加ｒａｓpＨ

SynedraSpp．

Astericnellaspp．

Fragilariaspp．

OyclotelIaBPP．

Ｍｅｌｏｓｉｒａｓｐｐ．

その他

｢

ｃｃ

ｒｒ「

ｒｒ

rｒｒ

ｒｒｒ

IＴｒ

ＣＣＣ

ｒｒ

ｒｒ

ｒｒ

ｒｒ

ＣＣＣ

昆虫網（膜翅目）
ＣＣＥ CＥＣ ＣＣＣ ＣＣＣ ＣＣＣ Ｇ２ピビ

妹形綱

貧毛綱
－トー

植物／断片

人工餌料

砕屑

消化物

その他

備考

｜’ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

ODq



第３９表（１２）消化管内容物（アプラバヤ）

採集生

驫纂幽一
体長範勵■－口
個 回四m四四四四四四巴■￣■￣－－

’■■■ﾛ■■■ﾛ■■ﾛ■'ﾛ■■ﾛ■'■■■■回I■Pﾛ■ﾛ■、、消化管内容秒

－１８２－

採集 生 月日 ３４．７．２８

採集場所 蛇沢 峯谷 岫沢

体長範囲（cnZ） １０．２～９．１ ６．８～７．７ ３０４～７．７

個体ＮＣ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ ２０ 2１ ２２ 2３ 醜 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１

０ ０．２ 0．１ 0.05 ０ 0 0.05

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

倫虫網

鯛
脚
目

DaphanosmasE

Daphnlasp．

Ｂｏｓｍｉｎａｓｐ．

梼脚目

その他

＋

＋

植
軸
哲
プ
ラ
ン
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
左
含
む
）
珪
藻
類

StaurastTumspp．

Ｐｌｅｍｏｔａｅｎｉｕｍｓｐｐ．

Ｏｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ．

Ｈｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ．

EudoTimaspp●

TetraedTomspp．

Ａｎｋｉｓｔｍｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．

Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐ．

Spiro図'Taspp．

Ｄ｢apamaldiaspp．

Ｕｌｏｔｈｒｊｘ ｓｐｐ．

その他

Surirellaspp．

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｓｐｐ．

Oymbellaspp．

ＮａｖｉＣｕ】ＩａＳｐｐ．

PinnUlariaSpp．

Achn｡､thesspp．

AmPhOraSpp．

RhopalodiaBpp．

TabelIariaspp．

Licmophoraspp．

SymedraBpp．

Asterionellaspp．

FragiIariaspp．

OyclotelIaBpp．

Melosiraspp．

その他

ｃｃ

Ｃ

昆虫網（膜翅目） ＣＣＣ

蛛形網

貧宅網

植物断片

人エ餌料

砕屑

消化物

その他

b,

備考



第３９表（１３）消化管内容物（アプラバヤ）

－１８５－

採集年月日 ３４．７．２８ ３４．９．１７

採集姐所 岫沢 sｔｌ３ ダム前 永久保

体長範囲（cHU） ３．４～７．７ ６．７ ３．０～５．８ ９．０～４．８

個体Ｎｕ 3２ 3３ 説 ３５ 3６ 3７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１

0 0 ０ 0．０５ 0．０５ 0.1 ０．０５ ０ 0.2 0.1 0

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

伯虫網

■
即
自

ｍｐｈｍｏＢｍａｓｐ。

Ｄ■phnlaＳｐ．

ＢｏｓｍｕｎａＢｐ．

椀脚目

その他

植
物
性
プ
ラ
ン
タ
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

建
藻
類

StaqUraBtrumBpp．

PIeurotaeniumspp．

oosmarlumBpp．

Ｈ⑪rmjdium印p、

EUdOrinaBPP．

TetrabdronBpp．

AnkiBtrodeBm唾Spp．

SceEnPかｇｍＵＢＢｐｐ。

SpITo田ｒｒａ魁pp．

DraparnnldiaBpp．

UlothrixBpp．

その他

Surlrellaspp．

Gomphonemaspp．

ＯｙｍｂｅｌｌＢＢｐｐ．

ＮａｖＩｃｕｌｌａｓｐｐ．

PilmulariaBpp．

ＡＦｍﾕmheBspp．

ＡｍｍＯｒａSpp．

Ｒ比PalOdIaSpp．

TabelIariaSpp．

Licmophoraspp．

Synedra spp。

ＡＳｔｅｒｉｏｎｅｌＩａＳｐｐ．

Fragilarjaspp．

CyclotelIaBpp．

MeIcsjraBpp．

その他

ＣＣＣ

＋

ｃｃ

ｒ

rｒ

Ｃ

Ｃ

ｒｒ

＋

ｒ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＣＣＣ

「

ｒ

＋

＋

ｒｒ

＋

＋

Ｃ

＋

＋

＋

Ｃ（

Ｃ

ｒ

ｃｃ

ＣＣＣ

ｒ

Ｃ

＋

＋

ｒ

昆虫網（膜翅目） ｃｃ

妹形網

貧宅網 Ｃ

植物断片

人エ餌料 ＋ ＋

砕屑

消化物

その他

備考



第３９表（１４）消化管内容物（アプラバヤ）

■

【０

－１８４－

採集年月日 ３４．９．１７

採集堵所 蛇沢 峯谷

体長範囲（CHI） ３．６～５．８ ８．１ ８．２ ２．７～５．６

偵体Ｎａ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ ２１ 2２ ２３ 剛 2５ 2６ 2７ 2８

0．０５ 0.05 ０．０２ ０．５ 0.05

動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

Uii虫Ｈｑ

鯛
脚
目

Ｄａｐｈｍｍｓｍａｓｐ．

DaPhniaSp．

Ｂｏｓｍｍａｓｐ．

梼脚目

その他

植
物
性
プ
ラ
ソ
ク
ト
ソ

緑
藻
類
（
接
合
藻
を
含
む
）

珪
藻
類

ＳｔａｕｒａＢｔｒｕｍＳｐｐ．
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＋
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＋
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ｒ
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人工餌料 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
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消化物

その他

備考 緑藻類のその他はＭｏｎａｓ Ｎｕ２４の緑藻獺のその他は藍藻である。

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍ



第３９表（１５）消化管内容物（アブラバヤ）

－１１c1Pi-

採隻年月日
３４．９．１７

採集場所 小菅 深山 鳴沢

体長範曲（CTI） ５．５～７．２ ４．８ ２．６～５．１

個体Ｎｕ ２９ ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ ４１ 4２ 4３ 4４ 4５

0 ０ 0 0．１ ０．０５ ０．１ ０．０５

動
物
性
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

輪虫網

鯛
脚
目
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植
物
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緑
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（
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）
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＋ ＋
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消化物

その他

備考 Ｎｑ３１の緑藻娚のその他は緑藻類のその他はPerjdiniumである。

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍである。



第３９表（１６）消化管内容物（アプラバヤ）

■丙=冨璽凹祀口臨＝￣￣---■ﾛ■■■■ﾛﾛﾛ■ﾛロー■ﾛﾛﾛ･■■pp
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|il．

－１８６－

採集年月日 ３４．９．１７ ３５．８．１５ ３５．１０．２４ ３５．１１．１７

採集場所 所畑 ダム前 所畑 熱海 峯谷
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個体Ｎｕ 4６ 4７ ４８ ４９ 5０ ５１ １ ２ ３ １ ２ １ ２ ３ ４ ５
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動
物
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昭和３３年７月の異状渇水ダム前（７月
１８日有効水位約１ｍ）

昭和３３年７月１８目ゐ多摩川流入部附近
（溢水後約１年間の士砂堆積状況）

昭和３３年７月１８日の多摩川流入部附近
（湛水後約１年間の土砂堆積状況）

－１９４－



lliIlIliiiIili11I1lliiiiiliill1l1iiii》
ワカサギ産卵場

（昭和３４年４月２２日、多摩111本滞硫入
部、後山川合流下）

＿劉帆;！!！

議驫iiillliiliiii鱸lIlIIii

譜・…

ワカサギ産卵場

（昭和３４年４月２２日、小菅川流入部
金岡日附折）

jiIIdII11HIiiI響

園H’－ Ｗ

ワカサギ産卵床の１段質
－１９５－
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『

篝iiiliiiiiiiiiiiliiiiiiiiiiiii
順和３４年のワカサギ産卵期に非

ける土砂堆積状況（参谷）
昭和３４年のワカサギ産卵期にお
ける土砂堆積状況（岫沢）．

少。

掌

昭和３４生のワカサギ塵Dlj期における岫沢流人l:f、

昭和３４年のワカサギ産卵期にお

ける峯谷流入部

－１９６－



《益、

ニジマス３４．４．２２岫沢採集

（ワカサギユスリカ幼虫等を捕食
ヤマメ３４．４．２２岫沢採集

（ワカサギ卵カゲロウ等を捕食
））

鍵蕊し
議了
Ｊ藤、

鐙／11,瀞［

関～難
窟…守
戦墓熟

一ＬＴＩ＊

〆！》

irljL:ぃ鬮

蕊
鰯
騨

「
男
．、

ワカサギ３５．１０．２４ダム前採集

（BQSmina，Ploesomaを捕食）
ヤマメ３４．５．２８蛇沢採集

（ゲンゴロウプナを捕食）

霧

鑿
〃

ゲンゴロウブナ３５．８．１２雷浦採集

（Syned｢a，Ｇｏｍｐｈｎｎｅｍａ響を捕食）
１１．１７留浦採集

Gnmphonema等を楠

iモツゴ３５．

（Synedra，

食）
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｝研幸い
②
母
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`」

ニジマスの成長

小：３２．１０．１６放流魚大：３３．６．２８漁獲魚

～

１
詮
ｒ

－１９８－
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